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日
本
語
学
論
説
資
料 

 
 

第
五
十
一
号
（
平
成
二
十
六
年
分
） 

 
 

 
 

収

録

論

文

一

覧

 

 

第
一
分
冊
（
国
語
学
一
般
・
国
語
史
・
文
字･

表
記
） 

 

一 

国
語
学
一
般 

 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
六 

 

日
本
語
史
の
時
期
区
分
試
論 

清 

水 
 
 

史 

1 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

日
本
語 

国
語
施
策
と
文
法
教
育 

山 

東 
 
 

功 

一 

日
本
文
学
編 

九 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

汲
古
書
院 

汲
古 

六
五 

(

一
四･

六) 

訓
点
語
研
究
史
に
お
け
る
築
島
裕
博
士
の
功
績
と
残
さ
れ 

小 

林 

芳 

規 

九 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
課
題 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

狸
親
父
の
一
言 

─
古
事
記
は
よ
め
る
か
─ 

木 

田 

章 

義 

一
九 

語
国
文 

八
三-

九 
(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

上
代
語
活
用
助
辞
と
動
詞
語
尾
と
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い 

釘 

貫 
 
 

亨 

三
九 

語
国
文 

八
三-

一
二 

(

一
四･

一
二) 

て 
 

 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要 

一
九 

上
田
秋
成
の
言
語
論 

─｢

無
法｣

の
文
体
─ 
宮 

川 

康 

子 

6 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

三 
 

藤
林
普
山
『
和
蘭
語
法
解
』
に
お
け
る
格
理
解 

服 
部 
紀 

子 

12 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
語
教
育
史
学
会 

国
語
教
育
史
研
究 

一
四 

用
語
「
話
し
言
葉
」
の
成
立
過
程 

昭
和
一
〇
年
代
に
お 

渡 

辺 

通 
子 

19 
(

一
四･

三) 

け
る
話
し
言
葉
教
育
と
の
関
係
で 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部 

言
語
文
化
研
究 

現
代
受
身
文
の
分
類
と
理
論 

─
松
下
文
法
か
ら
日
本
語 

岡 

田 
 
 

誠 
24 

 

一
三 

(

一
四･

三) 

記
述
文
法
へ
─ 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部 

言
語
文
化
研
究 

｢

平
成
二
十
三
年
度
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査｣

を
め
ぐ 

新 

野 

直 

哉 

32 
 

一
三 

(

一
四･

三) 

る
新
聞
報
道 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

三
一 

(

一
四･

三) 

明
治
前
期
の
テ
ニ
ヲ
ハ
観 

─
助
詞
の
定
義
と
下
位
分
類 

服 

部 
 
 

隆 

四
七 

 

を
中
心
に
─ 

 
 

成
蹊
大
学
大
学
院 

成
蹊
人
文
研
究 

二
二 

 

東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
言
語
認
識 

─
日
本
の
視
点
か
ら
─ 

石 
 
 
 
 

剛 

38 
(

一
四･

三) 
 

 
 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
五 

明
治
の
写
本 

今 

野 

真 

二 

六
六 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 
 

平
成
二
十
四
年
の
国
語
学
古
典
語
の
動
向 

佐 

野 
 
 

宏 

八
〇 

二
一
〇 

(

一
四･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

近
代
語 

─
理
論
と
分
析
─ 

木 

村 
 
 

一 

八
三 

二
一
〇 

(

一
四･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
六 

 

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称 

吉 

野 

政 

治 

八
五 

(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
大
学
院 

人
間
文
化
研
究
科
年 

顕
昭
の
歌
学
と
音
韻
相
通
説 

岡 

﨑 

真
紀
子 

九
四 

報 

二
九 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



(51-1) 
2 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

一 
 

世
界
の
言
語
と
日
本
語
の
将
来 

宮 

島 

達 

夫 

45 
(

一
四･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

弘
前
大
学
国
語
国
文
学 

三
五 

(

一
四･

三) 
｢

国
語｣

で
読
む
と
い
う
こ
と 

─
翻
訳
文
学
の
教
材
価 

鈴 

木 

愛 

理 

51 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

値
に
関
す
る
一
考
察
─ 

 
 

弘
前
大
学
国
語
国
文
学 

三
五 

(
一
四･

三) 

倭
訓
栞
を
中
心
と
し
た
近
世
国
語
辞
書
史
研
究
の
目
指
す 

平 

井 

吾 

門 

一
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
の 

 
 

弘
前
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 

五
〇 

 

日
本
語
書
記
と
本
文
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
読
み
手
の
存
在 

室 

井 
 
 

努 

68 
(

一
四･

三) 

の
論
争
私
見 

日
本
語
学
会
二
〇
一
二
年
春
季
大
会
に
お 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
る
仮
名
の
書
記(W

riting
)

に
対
す
る
小
松
英
雄
氏
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
る
批
判
と
、
時
枝
誠
記
の
言
語
過
程
説
に
お
け
る
文
字 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論
に
つ
い
て
の
日
本
語
学
史
的
な
位
置
付
け 

 
 

法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
研
究
成
果
報
告 

森
有
正
に
よ
る
日
本
語
分
析
の
問
題 

ロ
ラ
ン
・ 

76 

集 

国
際
日
本
学 

一
一 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ロ
ー
ベ
ル 

 

横
浜
国
大
国
語
研
究 

三
二 

(

一
四･

三) 

映
像
に
よ
る
言
語
の
浸
食
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か 

 

古 

田 

恵
美
子 

91 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─｢

言
語
の
発
生｣
仮
説
か
ら
見
た
現
代
─ 

 
 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所 

立
命
館 

『
航
米
日
録
』
と
『
広
八
日
記
』
の
比
較
考
察 

彦 

坂 

佳 

宣 

97 

言
語
文
化
研
究 

二
五-

三 
(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所 

立
命
館 

多
言
語
主
義
の
過
去
と
現
在 
─
近
代
日
本
の
場
合
─ 

安 

田 

敏 

朗 

107 

言
語
文
化
研
究 

二
六-

二 
(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

二 

国
語
史 

 

愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

国
語
国 

『
国
語
教
育
誌
』
の
書
誌
と
記
載
内
容
概
要(

六) 

有 

働 
 
 

裕 

一
一
三 

文
学
報 

七
一 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
知
県
立
大
学 

説
林 

六
二 

(

一
四･

三) 

木
簡
は
古
代
日
本
語
に
つ
い
て
私
た
ち
に
何
を
語
る
か 
犬 
飼 

 
 

隆 

116 
 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
六 

 

「
四
つ
仮
名
」
の
方
言
日
本
語
史
的
研
究 

陳 
 
 

之 

露 

120 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
谷
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

大
阪
大 

久
安
六
年
本
『
三
国
祖
師
影
』
の
訓
点
に
つ
い
て 

宇
都
宮 

啓 
吾 

一
二
一 

谷
国
文 

四
四 

(

一
四･

三) 

─
池
上
阿
闍
梨
点
を
巡
る
一
問
題
─ 

 
 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

岡
大
国
文
論 

中
世
末
期
に
お
け
る
『
論
語
』
写
本
の
一
形
態 

 

片 

山 

鮎 

子 

一
三
〇 

稿 

四
二 

(

一
四･

三) 

─
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
魯
論
抜
書
』
─ 

 
 

九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要 

五
七 

 

日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書 

 

辛 

島 

美 

絵 

一
三
五 

(

一
四･

三) 

─
仮
名
文
書
と
『
徒
然
草
』
─ 

 
 

九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要 

五
八 

 

日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書 

 

辛 

島 

美 

絵 

一
四
八 

(

一
四･

九) 

─
禁
止
の｢

不
可｣

を
使
用
す
る
仮
名
文
書
か
ら
─ 

 
 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要 

一
九 

後
桜
町
女
帝
の
書
写
伝
授
さ
れ
た
仮
名
論
語 

所 
 
 
 
 

功 

一
六
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会 

女
子
大
国
文 

 

猪
熊
本
『
令
義
解
』
の
訓
点 

西 

崎 
 
 

亨 

一
八
二 

一
五
五 

(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵
猪
熊
本 

令
義
解
譯
文
稿 

西 

崎 
 
 

亨 

二
〇
〇 

 

国
文
論
藻 

一
三 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

杏
林
大
学
研
究
報
告 

教
養
部
門 

三
〇 

 
W

.H
.M

edhurst

の“V
O

C
A

B
U

LA
RY, EN

G
LISH

 
 

玉 

村 

禎 

郎 

127 
(

一
三･

二) 
A

N
D

 JA
PA

N
ESE”

に
つ
い
て 

―“do.”

表
記
の
項
目 

 
 

を
中
心
に
― 

 
 

金
城
学
院
大
学
論
集 

人
文
科
学
編 

一
一-

一 
B

ernard B
loch

のSpoken Japanese

に
関
す
る
研
究 

 

池 

田 

菜
採
子 

136 
(

一
四･

九) 

─
そ
の
成
立
の
時
代
的
背
景
─ 
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國
學
院
大
學 
國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

二 
 

江
戸
語
・
東
京
語
か
ら
首
都
圏
方
言
へ 

諸 

星 

美
智
直 

二
一
三 

(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

／
司
会 

 
 

岩 

橋 

清 

美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久 

野 

マ
リ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

カ
イ
ザ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
園
生 

保 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 

井 

は
る
み 

 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
国
学 

六 

石
塚
龍
麿
『
仮
名
遣
奥
山
路
』
下
・
東
大
蔵
橋
本
進
吉
写 

竹 

部 

歩 

美 
* 

(

一
四･

一
〇) 

本(

翻
刻) 

 
 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
国
学 
六 
『
鶯
塚
千
代
廼
初
聲
』
初
編
～
四
編(

翻
刻) 

浅 

川 

哲 

也 
* 

(

一
四･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

 

明
治
前
後
の
西
洋
人
に
よ
る
ワ
・
ガ
の
記
述
再
考 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン 

 

155 

四
五 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

カ
イ
ザ
ー 

 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

松
園
梅
彦
編
『
五
国
語
箋
』
の
成
立
に
つ
い
て 

村 

山 

昌 

俊 

163 

言
語
文
化
研
究 

一
三 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ザ
ノ
フ
『
日
本
語
理
解
の
手
引
き
』(

邦 

浅 

川 

哲 

也 
* 

 

人
文
学
報 

日
本
語
教
育
学 

四
八
八 

 

訳) 

グ
リ
ブ
、 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

デ
ィ
ー
ナ 

 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

『
花
暦
封
じ
文
』
初
編
～
四
編(
翻
刻) 

浅 

川 

哲 

也 
* 

 

人
文
学
報 

日
本
語
教
育
学 

四
八
八 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
二
六 

 

さ
ま
よ
え
る
〈
憂
い
〉 

─
辞
苑
閑
話
・
四
─ 

工 

藤 

力 

男 

二
二
六 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
二
八 

 

概
数
表
現
く
さ
ぐ
さ 

─
辞
苑
閑
話
・
六
─ 

工 

藤 

力 

男 

二
三
一 

(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
五 

『
訳
準
笑
話
』
の
書
誌
と
諸
本 
荒 

尾 

罵 

秀 

二
三
六 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

『
西
国
立
志
編
』
解
題
・
第
十
三
編
（
一
章
～
二
十
章
） 

鈴 
木 
丹
士
郎 

* 

国
文 

九
四 

(

一
四･

一) 

本
文
及
び
語
彙
索
引
稿 

松 

本 
 
 

守 
 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

『
西
国
立
志
編
』
解
題
・
第
十
三
編
（
二
十
一
章
～
四
十 

鈴 

木 

丹
士
郎 

* 

国
文 

九
五 

(

一
四･

九) 

一
章
）
本
文
及
び
語
彙
索
引
稿 

松 

本 
 
 

守 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

 

類
集
文
字
抄
箋
証 

高 

橋 

忠 

彦 
二
四
五 

 

六
五 

(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高 

橋 

久 

子 
 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
二 

明
治
時
代
の
東
京
語
資
料
と
し
て
のC

lay M
acC

auley
 

李 
 
 

長 

波 

172 
(

一
四･

三) 

著
『
日
本
語
入
門
』 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
年
報 

 

明
治
期
の
往
来
物
に
関
す
る
研
究 

―
書
式
文
例
集
の
展 

八 

鍬 

友 

広 

184 

六
二-

一 
(

一
三･

一
二) 

開
― 

 
 

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館 

万
葉
古
代
学
研
究
年 

｢

あ
き
は
ぎ
木
簡｣

の
釈
読
に
つ
い
て 

竹 

本 
 
 

晃 

二
五
五 

報 

一
二 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

日
本
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
紹
介 

 

坂 

本 

清 

恵 

二
六
〇 

二
〇 

(

一
四･

三) 

─｢

桐
壺｣

翻
刻
と
仮
名
使
用
に
つ
い
て
─ 

 
 
 
 

他
七
名 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

二 
 

Ｗ
・
Ｈ
・
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
と
著
書
『
英
和
・
和
英
語
彙
』 

金 

沢 

朱 

美 

192 
(

一
四･

一
〇) 

を
め
ぐ
る
一
考
察 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
一
二 
 

倭
訓
栞
の
長
大
項
目
に
つ
い
て 

平 

井 

吾 

門 

197 
(

一
四･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
会 

国
語
教
育 

広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
百
人
一
首
聞
書
』
享
禄
三
年
写
本 

広
島
大
学
日
本
語 

二
七
一 

研
究 

五
五 

(

一
四･

三) 
 

翻
刻(

一) 

史
研
究
会 

 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

『
絵
入
朝
野
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
『
伊
曽
保
物
語
』 

 

吉 

見 

孝 

夫 

二
七
七 

 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

四 
(

一
四･

三) 

─
解
説
編
─ 
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北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

『
絵
入
朝
野
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
『
伊
曽
保
物
語
』 

 

吉 

見 

孝 

夫 

二
八
三 

 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

四 
(

一
四･

三) 

─
複
写
編
─ 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

『
絵
入
朝
野
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
『
伊
曽
保
物
語
』 

 

吉 

見 

孝 

夫 

二
九
七 

 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

四 
(

一
四･

三) 

─
翻
字
編
─ 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

新
村
出
の
「
影
模
絵
入
蘭
文
伊
曽
保
物
語
断
簡
」
解
説
原 

吉 

見 

孝 

夫 

三
一
二 

 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

五 
(

一
四･
一
〇) 

稿 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

「
影
模
絵
入
蘭
文
伊
曽
保
物
語
断
簡
」
考 

吉 

見 

孝 

夫 

202 
 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

五 
(

一
四･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

三
重
大
学 

日
本
語
学
文
学 

二
五 

 

コ
リ
ャ
ー
ド
『
羅
西
日
辞
書
』
諸
本
の
異
同(

三) 
 

川 

口 

敦 

子 

232 
(

一
四･

六) 
─｢

マ
ド
リ
ー
本｣

を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要 

Ｃ
Ｄ -

 

Ｒ 

『
和
字
正
濫
要
略
』
の
め
ざ
し
た
も
の 

─
書
く
こ
と
へ 

長
谷
川 

千 

秋 

三
一
六 

Ｏ
Ｍ
版 

一
五 

(

一
四･

三) 

の
指
向
─ 

 
  

三 

文
字
・
表
記 

 

愛
知
県
立
大
学 

説
林 

六
二 

(

一
四･

三) 

書
記
者
の
位
相 

─
『
出
雲
国
風
土
記
』
と
「
出
雲
国
大
税 

鈴 

木 
 
 

喬 

三
二
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賑
給
歴
名
帳
」
の
共
通
し
た
用
字
─ 

 
 

愛
知
県
立
大
学 

説
林 

六
二 

(

一
四･

三) 

古
代
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
ク
ラ
の
用
字 

方 
 
 

国 

花 

三
二
六 

 

茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
二 

  

漢
字
親
密
度
か
ら
見
た
医
療
系
国
家
試
験
出
現
漢
字
の 

石 

鍋 
 
 

浩 

237 
(

一
四･

二) 
｢

難
解
さ｣

の
評
価 

 
 

桜
美
林
大
学 

桜
美
林
論
考 

人
文
研
究 

人 
｢

棡(

杠)｣ ｢

楪(

寡)
｣

と｢

ゆ
ず
り
は｣ 

寺 

井 

泰 

明 

243 

文
学
系
／
芸
術
・
文
化
学
系 

五 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

科
学
技
術
振
興
機
構 

情
報
管
理 

五
七-

五 

電
子
行
政
に
お
け
る
使
用
漢
字
の
問
題 

榎 

並 

利 

博 

253 
(

一
四･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

関
東
学
院
大
学
文
学
部 

比
較
文
化
論
集 

五 

近
代
日
本
語
表
記
に
関
す
る
一
考
察 

―
『
破
戒
』
の
振 

朱 
 
 
 
 

喬 

三
三
四 

(

一
三･

三) 

り
仮
名
表
記
を
中
心
に
― 

 
 

熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会 

国
語
国
文 

 

『
浮
雲
』
の
「
あ
て
字
」
研
究 

─
辞
書
類
と
の
比
較
を
通 

竹 

下 
孝 
世 

三
四
七 

研
究
と
教
育 

五
二 

(

一
四･

二) 

し
て
─ 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

古
代
木
簡
に
お
け
る
音
仮
名
「
止
」
字
を
中
心
に 

藤 

本 

憲 

信 
三
五
四 

学
研
究 

四
九 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会 

藝
文
研
究 

 

中
世
末
期
日
本
語
の
〈
語
〉
と
〈
語
〉
表
記 

―
『
天
草
版 

屋
名
池 

 
 

誠 

257 

一
〇
六 

(

一
四･

六) 

平
家
物
語
』
前
半
の
分
か
ち
書
き
か
ら
― 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
七 

 

初
級
作
文
に
お
け
る
漢
字
使
用 

─
漢
字
テ
ス
ト
と
の
関 

福 

田 

佳 

与 

269 
(

一
四･

七) 

連
性
─ 

 
 

神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
文
論
叢 

明
治
前
期
の
出
版
物
に
お
け
る
平
仮
名
字
体
の
使
用
傾
向 

ダ
ニ
エ
ル
・ 

三
六
三 

 

四
八 

(

一
四･

三) 

に
つ
い
て 

 
 

小
林
ベ
タ
ー 

 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

一 
 

近
代
点
字
新
聞
『
点
字
大
阪
毎
日
』
の
か
な
づ
か
い 

 

中 

野 

真 

樹 

273 
(

一
四･

一) 

─
第
一
号
か
ら
第
二
五
号
ま
で
を
対
象
と
し
て
─ 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

一
〇  

万
葉
集
の
題
詞
左
注
に
お
け
る
郡
郷
名
表
記
に
つ
い
て 

北 

川 

和 

秀 

三
七
二 

(

一
四･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
文
学
言
語
と
文
芸
の
会 

国
文
学 

言
語
と 

万
葉
集
は
大
伴
家
持
が
編
纂
し
た(

Ⅰ) 

─
統
計
的
研
究 

中 

村 
 
 

昭 

三
八
一 

文
芸 

一
二
四 

(

〇
八･

三) 

の
効
用
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

文
字
環
境
と
単
純
接
触
効
果 

横 

山 

詔 

一 

280 

ビ
ュ
ー 

五-

一 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
代
文
学
会 

上
代
文
学 

一
一
二 

 

漢
数
字
の
仮
名
用
法
に
つ
い
て 

─｢

師｣

・｢

僧｣

に
及 

李 
 
 

敬 

美 

三
九
五 

(

一
四･

四) 

ぶ
─ 

 
 

清
泉
女
子
大
学
紀
要 

六
一 

(

一
三･

一
二) 

明
治
期
の
漢
字
字
体 

今 

野 

真 

二 

四
〇
二 
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東
京
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究 

二
〇 

  

文
字
表
記
に
関
す
る
研
究 

―
日
本
語
の
文
字
の
使
い
分 

藤 

田 

千 

夏 

287 
(

一
二･

三) 

け
― 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

万
葉
集
に
お
け
る
仮
名
と
漢
字(

二) 

石 

井 

久 

雄 

294 

八
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

和
漢
朗
詠
集
近
世
板
本
の
短
歌
表
記
に
お
け
る
漢
字 

石 

井 

久 

雄 

300 

八
一 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学 

日
本
語
・
日
本
文
化
論
集 

 

漢
字
の
汎
用
性
調
査
お
よ
び
漢
字
同
定
の
た
め
の
国
際
基 

徳 

弘 

康 

代 

306 

二
一 

(

一
四･

三) 

準
設
定
の
提
案 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

萬
葉
集
歌
表
記
に
お
け
る｢

表
意
性｣

と｢

表
語
性｣

を
巡 

尾 

山 
 
 

慎 

四
〇
九 

叙
説 

四
一 

(

一
四･

三) 
る
一
試
論 

 
 

二
松
学
舎
大
学 

人
文
論
叢 

九
二 

 

中
古
仮
名
文
学
に
お
け
る
馬
寮
官
人
「
う
ま
の
か
み
」
等 

藤 

田 

拓 

海 

四
二
一 

(

一
四･

三) 

の
解
釈
に
つ
い
て 

─｢

馬｣

と｢

右
馬｣

の
表
記
を
め
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
─ 

 
 

日
本
文
学
協
会 

日
本
文
学 

六
三-

七 
 

勅
嵎
集
の
書
式
と
表
記
の
関
係 

─
新
古
今
集
以
降
の
古 

佐
々
木 

孝 

浩 

四
三
四 

(

一
四･

七) 

筆
切
を
対
象
と
し
て
─ 

 
 

日
本
文
学
協
会 

日
本
文
学 

六
三-

七 
 

歌
仙
絵
に
お
け
る
文
字
表
記 

─
〈
左
右
〉
の
意
識
と
左
書 

寺 

島 

恒 

世 

四
三
八 

(

一
四･

七) 

き
の
来
歴
─ 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
の
役
割
と
表
現
効 

金 

野 

美 

帆 
*** 

四
八 

(

一
四･

三) 

果
に
つ
い
て 

 
 

別
府
大
学
国
語
国
文
学 

五
五 

(

一
三･

一
二) 

表
記
符
号
の
用
法
に
関
す
る
小
考 

～
現
代
日
本
語
表
記 

内 

山 

和 

也 

322 
 

の
ナ
カ
グ
ロ
の
用
法
を
例
に
～ 

 
 

法
政
大
学
文
学
部
紀
要 

六
九 

(

一
四･

一
〇) 

手
書
き
文
字
の
筆
跡
と
表
記
の
親
近
性
が
自
他
の
名
前
判 

福 

田 

由 

紀 

329 
 

断
に
及
ぼ
す
影
響 

青 

山 

喜 

乃 
 

明
治
大
学 

古
代
学
研
究
所
紀
要 

二
〇 

  

い
ち
し
る
き
主
体
構
築 

─
『
愚
管
抄
』
に
み
る
、｢

カ
タ 
深 

澤 
 
 

徹 

四
四
三 

(

一
四･

三) 

カ
ナ
表
記｣

の
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
─ 
 

 

桃
山
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集 

四
八 

  

中
上
級
日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ 

村 
中 

淑 

子 

335 
(

一
三･

八) 

表
記
の
実
態 

黎 
 
 

婉 

珊 
 

立
命
館
大
学 

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字 

現
代
に
お
け
る
古
今
和
歌
集
表
記
の
漢
字 

石 

井 
久 
雄 

346 

文
化
研
究
所
紀
要 

八 
(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所 

立
命
館 

航
米
日
録
の
漢
字
、
そ
の
定
量
的
概
要 

石 

井 

久 

雄 
357 

言
語
文
化
研
究 

二
五-

三 
(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所 

立
命
館 

明
治
期
に
お
け
る
外
国
地
名
表
記 

─
新
島
襄
の
草
稿
を 

入 

江 

さ
や
か 

368 

言
語
文
化
研
究 

二
五-

三 
(

一
四･

二) 

資
料
と
し
て
─ 

 
 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

外
来
語
語
末
長
音
の
表
記
の
ゆ
れ
に
つ
い
て 

小 

椋 

秀 

樹 

四
五
五 

一
〇
〇 

(

一
四･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
（
文
法
） 

 

文 

法 
 

愛
知
大
学
語
学
教
育
研
究
室
紀
要 
言
語
と
文 

[

は]

和[

が]

在
信
息
表
達
上
的
区
別 

 

薛 
 
 
 
 

鳴 

1 

化 

二
八 

(

一
三･

一) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

魯 
 
 

暁 

琨 
 

愛
知
大
学
国
文
学 

五
三 

(

一
四･

二) 
｢

非
動
詞
性
名
詞
＋
ス
ル｣

の
語
構
成 

古 

澤 
 
 

純 

6 
 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
六 

 
古
代
日
本
語
の
一
人
称
に
つ
い
て 

村 

尾 

恵 

一 

14 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 

｢

原
因｣
と｢

結
果｣

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス 

東 

條 

和 

子 

20 

教
育
論
叢 

九 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学 

O
U

PEL; O
saka U

niversity  
A

 N
O

TE O
N

 C
LA

U
SA

L C
O

M
PA

R
ATIV

ES IN
  

M
AY

U
M

I  
 

27 
Papers in English Linguistics 

16 
 

JA
PA

N
ESE

 
 Y

O
SH

IM
O

TO
 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研 

原
因
・
理
由
を
表
す｢
テ｣
形
節
・｢

タ
メ(

ニ)｣

節
・｢

ノ 

由 
 
 
 
 

揚 

一 

究
会 

文
学
史
研
究 

五
四 

(

一
四･

三) 

デ｣

節
の
使
用
制
約 

─
前
・
後
件
の｢

緊
密
性｣

と
い
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観
点
か
ら
─ 

 
 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て 

柴 

田 

昭 

二 

六 

一
四
一 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連 
 
 

仲 

友 
 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

一
〇 

『
和
泉
式
部
日
記
』
に
於
け
る
消
息
の
特
殊
性 

 

松 

岡 

千
賀
子 

36 
(

一
四･

三) 

─
係
助
詞
ゾ
・
ナ
ム
・
コ
ソ
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

神
奈
川
大
学
人
文
学
会 

人
文
研
究 

一
七
九 

命
題
態
度
へ
の
意
味
論
的
制
約 

―
日
本
語
補
助
動
詞 

松 

尾 

貴 

哲 

41 
(

一
三･

三) 
｢

テ
ク
レ
ル｣

の
場
合 

 
 

金
沢
大
学
国
語
国
文 

三
九 

(

一
四･

三) 

日
本
語
心
象
文
法
論
へ
の
試
み 
河 

原 

修 

一 

一
〇 

 

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
紀
要 

万
葉
集
・
三
代
集
に
お
け
る
危
惧
表
現
を
め
ぐ
っ
て 
 

近 
藤 

 
 

明 

一
五 

 

六 
(

一
四･

二) 

─｢

モ
ゾ｣

｢

モ
コ
ソ｣

を
基
点
と
し
て
─ 

 
 

関
西
外
国
語
大
学
研
究
論
集 

九
九 

 
｢

形
容
詞
＋
名
詞｣

と
そ
れ
に
先
だ
つ
修
飾
成
分 
 

光 

信 
仁 
美 

62 
(

一
四･

三) 

─
連
体
と
連
用
の
交
替
を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

主
体
変
化
動
詞
・
状
態
動
詞
・
天
候
動
詞
の
「
Ｖ
テ
イ
ク 

佐
々
木 

幸 

太 
71 

 

六
六-

一 
(

一
四･

一
〇) 

形
」・「
Ｖ
テ
ク
ル
形
」 

 
 

北
九
州
市
立
大
学
国
際
論
集 

一
一 

 

言
語
空
間
モ
デ
ル
の
視
点
か
ら
見
た
日
本
語
の
条
件
文 

 

劉 
 
 

暁 

華 

82 
(

一
三･

三) 

―｢

ば｣
｢

た
ら｣

｢

と｣

の
三
形
式
を
中
心
に 

 
 

汲
古
書
院 

汲
古 

六
三 

(

一
三･

六) 

古
典
語
に
お
い
て
接
頭
語
と
さ
れ
る
「
う
ら
―
」
に
つ
い 

山
王
丸 

有 

紀 

一
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
の
一
考
察 

―
形
容
詞
が
後
接
す
る
場
合
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
に
お
け
る
主
語
と
主
格
に
つ
い
て 

小
鹿
原 

敏 

夫 

95 

語
国
文 

八
二-

八 
(

一
三･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

散
文
と
韻
文
の
ミ
語
法 

佐
佐
木 

 
 

隆 

二
二 

語
国
文 

八
三-

一 
(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

上
代
の
「
せ
ば
」
仮
定
と
サ
変
動
詞 

─
反
実
仮
想
「
せ 

中 

川 

和 

也 

三
〇 

語
国
文 

八
三-

二 
(

一
四･

二) 

ば
」
と
サ
変
「
セ
バ
」
と
の
共
時
的
関
係
に
つ
い
て
─ 

 
 

京
都
外
国
語
大
学 

無
差 

二
〇 

(

一
三･

三) 

ぼ
か
し
の
「
て
お
く
」
と
強
調
の
「
て
お
く
」
の
違
い 

中 

西 

久
実
子 

106 
 

京
都
西
山
短
期
大
学 

西
山
学
苑
研
究
紀
要 

 

順
序
を
表
す
接
辞
「
第
～
」
と
「
～
目
」
の
用
法
考
察 

陶 
 
 
 
 

萍 

113 

八 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会 

和
漢
語
文
研
究 

副
詞
的
修
飾
成
分
「
く
ら
い
」
の
程
度
用
法
に
関
す
る
考 

川 

﨑 

一 

喜 

124 
 

一
〇 

(

一
二･

一
一) 

察 
 

 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
テ
ア
リ
と
タ
リ
の
対
比 

 

山 

下 

和 

弘 

三
九 

学
研
究 

四
八 

(

一
三･

二) 

―｢

テ
ア
リ
対
タ
リ｣

と｢

テ
ア
リ
ケ
リ
対
タ
リ
ケ
リ｣

― 
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熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

国
文
研 

否
定
命
令
文
の
基
本
的
機
能 

佐 

藤 

友 

哉 

四
七 

究 

五
八 

(
一
三･
六) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 
言
語
と
交
流 

一
七 

 

完
了
・
完
遂
の
局
面
動
詞
と
の
結
合
関
係
か
ら
分
析
し
た 

関 

口 

美 

緒 

132 
(

一
四･

七) 
｢

心
理
動
詞｣

の
ア
ス
ペ
ク
ト 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
科
論
集 

一
六 

 

名
詞
「
予
定
」
の
文
末
用
法
と
機
能
変
化 

洪 
 
 
 
 

潔 

140 
(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-
五 

 

対
象
事
態
の
提
出 

─
中
古
和
文
に
お
け
る
体
言
下
接
の 

富 

岡 

宏 

太 

五
四 

(

一
四･

五) 

終
助
詞
ヨ
に
つ
い
て
─ 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

四 
 

近
代
東
京
語
に
お
け
る
「
て
く
だ
さ
れ
ま
せ
系
統
」
行
為 

陳 
 
 

慧 

玲 

147 
(

一
三･

三) 
要
求
表
現
の
考
察 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

四 
 

現
代
日
本
語
教
科
書
の
受
身
文 

岡 

田 
 
 

誠 

156 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
大
学
大
学
院 

日
本
ア
ジ
ア
研
究 

一
〇 

連
体
修
飾
節
の
形
容
詞
的
用
法
と
他
動
性 

蔡 
 
 

梅 

花 

163 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

四
国
大
学
紀
要 

Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 

Ｂ 

『
拾
遺
和
歌
集
』
の
副
助
詞
サ
へ 

―
平
安
朝
和
歌
に
お 

田 

中 

敏 

生 

六
一 

自
然
科
学
編 

Ａ
四
〇
・
Ｂ
三
七 

(

一
三･

六) 

け
る
〈
周
縁
波
及
性
〉
の
意
義
の
一
確
認(

其
二)

― 
 

 

四
国
大
学
紀
要 

Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 

Ｂ 

『
万
葉
集
』
の
副
助
詞
ノ
ミ 
―
基
本
義
〈
収
縮
的
単
一 

田 

中 

敏 

生 

六
六 

自
然
科
学
編 

Ａ
四
一
・
Ｂ
三
八 

(

一
三･

一
二) 

性
〉
措
定
の
試
み
― 

 
 

四
国
大
学
紀
要 

Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 

Ｂ 

『
万
葉
集
』
の
副
助
詞
ダ
ニ 

─
上
代
に
お
け
る
〈
相
対 

田 

中 

敏 

生 

八
四 

自
然
科
学
編 

Ａ
四
二
・
Ｂ
三
九 

(

一
四･

六) 

的
軽
少
性
〉
の
意
義
の
確
認
─ 

 
 

島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科
編 

 

テ
イ
ル
の
統
語
論 

小 

林 

亜
希
子 

177 

島
大
言
語
文
化 

三
五 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
智
大
学 

Sophia Linguistica 
61 

 

日
本
語
後
置
構
文
と
言
語
情
報
処
理 

鎌 

田 

浩 

二 

196 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
白
百 

｢

は｣

と｢

が｣

使
い
わ
け
の
研
究 
王 

 
 

彦 

花 

207 

合 

四
五 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

人
文
科
教
育
学
会 

人
文
科
教
育
研
究 

四
一 

中
学
生
の
作
文
に
見
ら
れ
る
「
〇
〇
ハ
」
の
重
複 
 

山 

下 
 
 

直 

213 
(

一
四･

八) 

─
主
題
を
引
き
継
ぐ
文
脈
で
の
文
法
的
な
つ
ま
ず
き
─ 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 
Self-H

elp

の
明
治
期
翻
訳
二
種
に
見
る
訳
出
の
様
相 

 

八
木
下 

孝 

雄 

219 

二
〇
七 

(

一
三･

一
一) 

―
関
係
代
名
詞
節
を
対
象
に
― 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
係
結
び
の
特
異
性 

─
コ
ソ
・ 

藁 

科 

勝 

之 

九
八 

二
〇
八 

(

一
四･

三) 

ゾ
の
破
格
の
再
検
討
─ 

 
 

専
門
日
本
語
教
育
学
会 

専
門
日
本
語
教
育
研 

人
文
・
社
会
学
系
優
秀
卒
業
論
文
の
分
析 

─
引
用
の
使 

矢 

野 

和
歌
子 

225 

究 

一
六 

(

一
四･

一
二) 

用
に
関
す
る
基
礎
調
査
─ 

 
 

創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
日
本 

｢

～
よ
う
に
な
る｣

と｢

～
て
く
る｣

に
つ
い
て
の
分
析 

王 
 
 
 
 

崗 

228 

文
学 

二
二 

(

一
二･

三) 
 

 
 

創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
日
本 

現
代
日
本
語
話
者
の
条
件
表
現
の
使
い
分
け 

機
能
言
語 

リ
グ
ス 

秀 

美 

232 

文
学 

二
三 

(

一
三･

三) 

学
的
視
点
か
ら
の
一
考
察 

 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

人
文
科
学 

五
二 

 

受
身
表
現
の
表
す
意
味
体
系
に
つ
い
て 

高 

橋 

弥
守
彦 

242 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

｢

Ｖ
＋
テ
イ
ル｣

構
文
と｢

ト
コ
ロ｣

構
文 

曹 
 
 
 
 

倩 

250 

報 

一
四 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
央
大
学
大
学
院 

大
学
院
研
究
年
報 

文
学 

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
接
続
表
現 

─｢

な
へ(

に)｣

の
機 

清 

水 

真 

澄 

一
〇
五 

研
究
科
篇 

四
三 

(

一
四･

二) 

能
と
意
味
関
係
─ 

 
 

筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
現
代
語
・
現 

日
本
語
結
果
表
現
に
関
す
る
予
備
的
考
察 

宮 

腰 

幸 

一 

254 

代
文
化
専
攻 

論
叢 

現
代
語
・
現
代
文
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九 
(

一
二･

一
〇) 
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筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
現
代
語
・
現 

日
本
語
ヴ
ォ
イ
ス
の
統
合
的
・
系
列
的
多
重
構
造
：
予
備 

宮 

腰 

幸 

一 
* 

代
文
化
専
攻 
論
叢 

現
代
語
・
現
代
文
化 

 

的
考
察 

 

一
二 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 
筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

 

日
本
語
達
成
動
詞
の
結
果
性
の
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
性
に
つ 

阿
久
澤 

弘 

陽 

276 

二
〇 

(

一
三･

一
二) 

い
て 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

日
本
語
に
お
け
る
無
情
物
・
無
意
志
の
可
能
表
現
に
つ
い 

大 

江 

元 

貴 

283 
 

六
六 

(

一
四･

一
〇) 

て 
 

 

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報 

名
詞
述
語
文
の
分
類 

野 

村 

剛 

史 

293 

科
学
専
攻
紀
要(Language, Inform

ation,  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Text) 

二
一 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
記
述
言
語
学
論
集 

思
言 

 
日
本
語
に
お
け
る
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
＋
す
る
」
の
名
詞
修
飾 

黄 
 
 
 
 

慧 

300 

九 
(

一
三･

一
二) 

用
法 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
七 

名
詞
句
の
性
状
規
定
性
に
関
す
る
一
考
察 

新 

屋 

映 

子 

310 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
七 

名
詞
が
文
末
名
詞
と
し
て
働
く
も
の
に
つ
い
て 

 

辺 
 
 

純 

影 

317 
(

一
三･

三) 

―｢

模
様｣

を
対
象
に
― 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
八 

人
に
向
か
う
動
作
を
表
わ
す
補
助
動
詞
「
く
る
」
に
つ
い 

中 

山 

健 

一 

324 
(

一
四･

三) 

て 
 

 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

人
称
表
現
と
し
て
の
ノ
ダ
文 

井 

島 

正 

博 

一
一
四 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

文
法
を
説
明
す
る
と
き
に
提
示
す
る
例
文
に
つ
い
て 

 

北 

澤 
 
 

尚 

332 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 

―
絵
本
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
、
現
代
口
語
短
歌
な
ど
― 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

文
法
教
育
に
お
け
る
「
連
文
」
の
扱
い 

─
そ
の
歴
史
的 

山 

室 

和 

也 

一
二
一 

文
学 

四
六 

(

一
四･

三) 

位
置
づ
け
と
有
効
性
に
つ
い
て
─ 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

発
心
集
の
「
け
り
」
の
テ
ク
ス
ト
機
能 

─
係
り
結
び
の 
藤 

井 

俊 

博 

一
二
七 

八
一 

(

一
四･

一
一) 

使
い
分
け
─ 

 
 

同
志
社
大
学
人
文
学
会 

人
文
学 

一
九
四 

 

沙
石
集
の
「
け
り
」
の
テ
ク
ス
ト
機
能 

─
枠
づ
け
表
現 

藤 
井 
俊 

博 

一
三
三 

(

一
四･

一
一) 

の
多
様
化
─ 

 
 

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報 

六
二 

 

文
に
切
る 

―
文
成
立
の
外
形
的
側
面 

大 

木 

一 
夫 

一
四
八 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

｢

だ
け
に｣

と｢

ば
か
り
に｣

に
み
ら
れ
る｢

限
定｣

と｢

原 

蔡 
 
 

薫 

婕 
 

339 
 

言
語
科
学
論
集 

一
七 

(

一
三･

一
二) 

因
理
由｣

の
関
わ
り 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

状
態
変
化
動
詞
と
の
共
起
か
ら
見
る
複
文
に
お
け
る
程
度 

蔡 
 
 

薰 

婕 
 

344 
 

言
語
科
学
論
集 

一
八 

(

一
四･

一
二) 

表
現 

─｢

分｣
｢

く
ら
い｣

を
中
心
に
─ 

 
 

獨
協
大
学
大
学
院 

獨
協
大
学
日
本
語
教
育
紀 

名
詞
述
語
文
と
形
容
動
詞
述
語
文
に
お
け
る
「
ガ
」
名
詞 

浅 

山 

佳 

郎 

350 

要 

九 
(

一
四･

三) 

句 
 

 

富
山
大
学
国
語
教
育 

三
八 

(

一
三･

一
一) 

準
体
句
述
部
に
出
現
す
る
文
語
形
助
動
詞
を
め
ぐ
っ
て 

 

樋 

野 

幸 

男 

357 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
み
え
る
助
動
詞
の
様
相
か
ら
― 

 
 

長
沼
ス
ク
ー
ル 

日
本
語
教
育
研
究 

五
九 

 

形
態
的
に
対
立
す
る
自
動
詞
・
他
動
詞
の
徴
表
の
位
置
関 

渡 

辺 

裕 

司 
*** 

(

一
三･

一
〇) 

係 
 

 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics

（
名
古 

現
代
語
「
ば
か
り
」
の
用
法
の
多
様
性
に
つ
い
て 

 

朱 
 
 
 
 

琳 

360 

屋
言
語
研
究
） 7 

(

一
三･

三) 

―
動
詞(

句)

＋｢

ば
か
り｣

を
中
心
に
― 

 
 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics

（
名
古 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
形
容
詞
的
動
詞
に
つ
い
て 

 

チ
フ
ト
ゥ
チ 

 

367 

屋
言
語
研
究
） 7 

(

一
三･

三) 

―
連
体
修
飾
の｢

テ
イ
ル｣

・｢

タ｣

形
を
中
心
に
― 

 
 

ウ
ッ
ム
ハ
ン 

 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 

第
二
言
語
習
得
デ
ー
タ
か
ら
見
た
日
本
語
の
モ
ダ
リ
テ
ィ 

堀 

江 
 
 

薫 

372 

言
語
文
化
論
集 

三
五-

一 
(

一
三･

一
一) 

に
お
け
る｢

行
為
拘
束
的
モ
ダ
リ
テ
ィ｣

と｢

認
識
的
モ
ダ 

玉 

地 

瑞 

穂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ
テ
ィ｣

の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

副
詞
「
た
し
か
に
」
と
終
助
詞 

刀 

祢 

睦 

月 

380 

叙
説 

四
〇 
(

一
三･

三) 
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南
山
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
四 

 

文
脈
か
ら
考
え
る
「
～
て
く
る
」
構
文 

竹 

田 

和 

代 

384 
(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学
大
学
院 
南
山
言
語
科
学 

八 
 

日
本
語
の
結
果
複
合
動
詞
に
お
け
る
脱
使
役
化 

張 
 
 
 
 

楠 

390 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

八 
 

日
常
会
話
に
お
け
る
助
詞
の
使
用
・
不
使
用
の
選
択
に
つ 

鈴 

木 

菜 

摘 

400 
(

一
三･

三) 

い
て 

 
 

新
潟
大
学 

人
文
科
学
研
究 

一
三
三 

 

統
語
法
か
ら
見
た
日
本
語
動
詞
の
活
用
体
系 

江 

畑 

冬 

生 

410 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

西
日
本
国
語
国
文
学
会 

西
日
本
国
語
国
文
学 

古
代
日
本
語
に
お
け
る
モ
ノ
ナ
リ
文
と
連
体
ナ
リ
文
の
構 

勝 

又 
 
 

隆 

一
六
一 

 

一 
(

一
四･

七) 
造
的
差
異
に
つ
い
て 

 
 

二
松
学
舎
大
学
論
集 

五
六 

(

一
三･

三) 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
動
詞
の
〈
終
止
形
準
体
法
〉
に
つ 

島 

田 

泰 

子 

420 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て 

 
 

日
本
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
ピ
ア
協
会
研
究
年
報 

 

形
態
素
タ
イ
プ
の
認
定 

─
日
本
語
動
詞
に
お
け
る
屈
折 

江 

畑 

冬 

生 

430 

二
八 

(

一
四･

三) 

を
例
に
─ 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
五 

 
｢

Ｖ
て
み
ろ｣

条
件
命
令
文
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
再
分
析
構 

森 
 
 

英 

樹 

436 
(

一
四･

三) 

造 
 

 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

修
飾
語
と
な
る
〝
所
〟
フ
レ
ー
ズ
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て 

張 
 
 

偉 

莉 

449 
 

一
七 

(

一
三･

二) 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

動
詞
「
め
ぐ
る
」
か
ら
複
合
辞
ヲ
メ
グ
ッ
テ
へ
の
連
続 

 

真
仁
田 

栄 

治 

454 
 

一
七 

(

一
三･

二) 

―
『
太
陽
コ
ー
パ
ス
』
を
資
料
と
し
て
― 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

設
定
時
点
が
未
来
の
「
効
力
持
続
」 

─
未
来
ま
で
広
が 

江 

田 

す
み
れ 

460 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

る
「
て
い
る
」
の
用
法
に
つ
い
て 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

知
覚
・
思
考
・
判
断
・
意
志
を
表
す
「
文
末
名
詞
文
」
の 

澤 

田 

浩 

子 

465 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

使
用
実
態 

─
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
文
型
へ 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

可
能
を
表
す｢

見
え
る｣

｢

見
ら
れ
る｣

の
用
法
別
使
用
傾 
森 

 
 

敦 

子 

474 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

向 

─
コ
ー
パ
ス
に
見
る
母
語
話
者
と
非
母
語
話
者
の
使 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
の
異
な
り 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

｢

し
よ
う｣

の
意
味
・
用
法 

─
〈
非
難
〉・〈
願
望
表
出
〉 

山 

下 
由
美
子 

482 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

の｢

し
よ
う
よ｣ 

 
 

日
本
心
理
学
会 

心
理
学
研
究 

八
五-

二 
 

意
味
的
バ
イ
ア
ス
を
持
つ
日
本
語
両
義
文
の
処
理
に
及
ぼ 

新 

国 

佳 

祐 
491 

(

一
四･

六) 

す
カ
ン
マ
の
影
響 

邑 

本 

俊 

亮 
 

日
本
文
芸
研
究
会 

文
芸
研
究
─
文
芸
・
言
語 

近
世
後
期
江
戸
語
終
助
詞
「
は
」
の
意
味 

黄 
 
 

孝 

善 

494 

・
思
想
─ 

一
七
六 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
文
体
論
学
会 

文
体
論
研
究 

五
九 

 

『
枕
草
子
』
日
記
的
章
段
に
お
け
る
引
用｢

と｣
｢

な
ど｣

の 

立 

川 

和 

美 

501 
(

一
三･

三) 

使
い
分
け 

―｢

淑
景
舎
、
春
宮
に
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
ほ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
事
な
ど｣

を
例
と
し
て
― 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

ニ
格
の
名
詞
と
動
詞
と
の
く
み
あ
わ
せ 

─
奥
田
靖
雄
一 

趙 
 
 

彦 

志 

508 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

九
六
二
「
あ
り
か
の
む
す
び
つ
き
」
に
ま
な
ぶ
─ 

 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

文
構
造
か
ら
み
る｢

は｣

と｢

が｣ 

─
文
の
成
分
を
中
心 

趙 
 
 

春 

英 

516 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 
 

と
し
て
─ 

 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

一
橋
大
学
語
学
研
究
室 

言
語
文
化 

五
〇 

 
｢

の
だ｣

の
教
え
方
に
関
す
る
一
試
案 

庵 
 
 

功 

雄 

527 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

一
橋
大
学
大
学
院 

言
語
社
会 

七 
 

大
学
生
の
日
常
会
話
に
お
け
る
形
容
詞
の
語
幹
終
止
用
法 

原 

田 

幸 

一 

534 
(

一
三･

三) 
 

 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 

日
本
語
に
お
け
る
指
示
詞
の
省
略
可
能
性 

─
名
詞
の
種 

陳 
 
 

習 

如 

541 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
三 

 

類
と
述
語
に
よ
る
影
響
の
観
点
か
ら
─ 

 
(

一
四･

一
二) 
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広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 

文
副
詞
「
も
ち
ろ
ん
」
の
意
味 

陳 
 
 

若 

婷 
 

545 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

福
岡
大
学
研
究
部
論
集 
Ａ
：
人
文
科
学
編 

 
A

 Prelim
inary Study on the Sluicing C

onstruction  
M

asu
y

o
 Ito 

 

550 

一
二-

四 
(

一
三･

一) 
in Japanese 

 
 

福
岡
大
学
研
究
部
論
集 

Ａ
：
人
文
科
学
編 

 
C

om
paratives and D

egree N
om

inals 
Fum

io M
ohri 

 

554 

一
二-

四 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 

八
九 

 

続
・
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
下
二
段
活
用
動
詞
〝
ア 

漆 

﨑 

正 

人 

一
六
八 

(

一
三･

一
一) 

イ
ツ
ク
〟
に
つ
い
て 

 
 

文
教
大
学
国
文 

四
二 

(

一
三･

三) 
｢

ッ
テ
文｣

に
つ
い
て 

近 

藤 

研 

至 

560 
 

北
陸
古
典
研
究
会 

北
陸
古
典
研
究 

二
八 

 
｢

～
ア
ヘ
ズ｣

と｢

～
ヤ
ラ
ズ｣ 

─｢

言
ふ｣

｢

書
く｣

等
に 

近 

藤 
 
 

明 

一
七
六 

(

一
三･

一
一) 

下
接
す
る
場
合
を
中
心
に
─ 

 
 

北
陸
古
典
研
究
会 

北
陸
古
典
研
究 

二
九 

 
｢

モ
ゾ｣

｢
モ
コ
ソ｣

の
表
す｢

危
惧｣

の
性
質
を
め
ぐ
っ
て 

近 

藤 
 
 

明 

一
八
三 

(

一
四･

一
一) 

(

上) 
 

 

北
海
道
大
学 

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

｢

東
京
に
行
く｣

と｢
東
京
へ
行
く｣ 

山 

下 

好 

孝 

567 

ョ
ン
研
究 

六
七 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

疑
問
文
の
文
末
表
現
の
使
用
に
関
す
る
一
考
察 

馬 
 
 

穎 

瑞 

572 

一
四 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

松
山
大
学
総
合
研
究
所 

言
語
文
化
研
究 

 

不
定
表
現
に
よ
る
調
整
行
為
と
そ
の
背
景
条
件 

久 

保 
 
 

進 

579 

三
四-

一 
(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

萬
葉
学
会 

萬
葉 

二
一
七 

(

一
四･

五) 

畸
形
の
文
法 

─
近
代
短
歌
に
お
け
る
已
然
形
終
止
法
の 

品 

田 

悦 

一 

一
八
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
成
─ 

 
 

武
蔵
野
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
の
二
重
否
定 

─｢

○
○
な
く
な
い
？｣

の
用
法 

張 
 
 
 
 

莉 
*** 

 
G

lobal C
om

m
unication

 
3 

(

一
四･

三) 

と
意
味
─ 

 
 

明
治
大
学
日
本
文
学 

三
九 

(

一
三･

六) 
｢

連
体
修
飾｣

考 

―｢

の｣

を
め
ぐ
っ
て
― 
市 
原 

乃 

奈 

一
九
六 

 

明
治
大
学
日
本
文
学 

四
〇 

(

一
四･

三) 

『
金
色
夜
隙
』
に
見
る
述
語
部
否
定
構
造
の
文
法
化 

許 
 
 
 
 

哲 

601 
 

明
治
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
論
集 

四
〇 

 

複
数
の
否
定
要
素
か
ら
な
る
述
語
部
構
造
の
特
質 

 

許 
 
 
 
 

哲 

609 
(

一
四･

二) 

─
二
葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』
を
資
料
と
し
て
─ 

 
 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

山
口
国 

｢

～
に
な
る｣

と｢

～
と
な
る｣

の
使
い
分
け 

―
ア
ン
ケ 

作 

間 

大 

樹 
616 

文 

三
六 

(

一
三･

三) 

ー
ト
調
査
に
基
づ
く
考
察
― 

 
 

立
教
大
学
日
本
文
学 

一
一
〇 

(

一
三･

七) 

古
典
語
複
合
動
詞
の
後
項
「
あ
ふ
」
に
つ
い
て 

徳 

本 
 
 

文 

二
〇
四 

 

立
正
大
学
国
語
国
文 

五
一 

(

一
三･

三) 

譲
歩
、
譲
歩
条
件
を
表
す
ト
コ
ロ
デ 

角 

田 

三 

枝 

622 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
（
語
彙
） 

 

語 

彙 
 

愛
知
大
学
文
学
論
叢 

一
五
〇 

(
一
四･

七) 

複
合
形
容
詞
の
研
究 

─
対
義
形
容
詞
の
状
況
か
ら
─ 

漆 

谷 

広 

樹 

1 
 

愛
知
学
院
大
学
論
叢 

文
学
部
紀
要 
四
二 

 

文
字
を
数
ふ
る
法
師 

田 

島 

毓 

堂 

13 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究 

二
一 

 
『
仮
名
文
字
遣
』
の
語
彙 

―
文
明
十
一
年
本
と
中
古
文 

高 

瀬 

正 

一 

19 
(

一
三･

三) 
学
語
彙
と
の
関
連
― 

 
 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

青
山
語
文 

 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
接
辞
研
究
の
概
観 

山 

下 

喜 

代 

一 

四
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

四
八 

 

月
経
の
名
称 
―
現
代
の
月
経
― 

鈴 

木 

明 

子 

七 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

四
九 

 
｢

ひ
と
わ
ら
へ｣

考 
─
『
源
氏
物
語
』
に
至
る
こ
と
ば
の 

植 

田 

恭 

代 

一
四 

(

一
四･

三) 

展
開
─ 

 
 

上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要 

Ｃ
Ｄ -

 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

明
治
初
期
出
版
の
啓
蒙
的
絵
入
単
語
集
の
語
彙
の
様
相 

大 

橋 

敦 

夫 

26 

三
七 

(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要 

六
四-

一 
 

現
代
日
本
語
「
自
己
実
現
」
の
特
徴
を
実
証
す
る
基
礎
デ 

佐
々
木 

英 

和 

35 
(

一
四･

三) 

ー
タ
の
提
示 

─
質
的
デ
ー
タ
の
量
的
把
握
に
よ
る
整
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

桜
美
林
大
学 

桜
美
林
論
考 

人
文
研
究 

人 
｢

ゆ
ず
り
は｣

の
文
化
史
と
名
称
の
由
来 

寺 

井 

泰 

明 

48 

文
学
系
／
芸
術
・
文
化
学
系 

四 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
分
大
学
国
際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報 

 
｢

丁
寧
な｣

に
つ
い
て
の
一
考
察 
武 

原 

美 

穗 

58 

二
〇
一
二
年
度 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

一
〇
〇
・ 

ト
ニ
カ
ク
の
語
史 

―
複
合
辞
用
法
の
成
立
過
程
― 

清 
田 

朗 

裕 

二
一 

一
〇
一 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会 

詞
林 

 

古
代
語
の
ソ
系
列 

―
観
念
指
示
の
検
討
を
中
心
に
― 

藤 

本 
真
理
子 

二
七 

五
四 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
授 

類
義
語
を
共
起
関
係
か
ら
紐
解
く 

─
コ
ー
パ
ス
分
析
を 

久 

保 
 
 

圭 
61 

業
研
究 

一
二 

(

一
四･

三) 

用
い
た
指
導
の
有
用
性
─ 

 
 

大
阪
教
育
大
学 

学
大
国
文 

五
七 

 

名
詞
「
冬
」
が
喚
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
性 

─
絵
と
そ
の
説 

井 

上 

博 

文 

66 
(

一
四･

一
〇) 

明
文
を
手
が
か
り
に
─ 

 
 

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

国
語
と
教
育 

ペ
ッ
ト
の
名
前
の
命
名
シ
ス
テ
ム 

―
人
と
ペ
ッ
ト
の
関 

方
言
（
現
代
語
） 

83 
 

三
八 

(

一
三･

三) 

係
の
変
化
に
よ
っ
て
多
様
化
し
た
名
前
― 

ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

 

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

国
語
と
教
育 

焼
酎
の
銘
柄
の
命
名
シ
ス
テ
ム 

方
言
（
現
代
語
） 

90 
 

三
九 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

現
代
日
本
語
反
語
の
専
用
形
式 

─｢

た
ま
る
か｣ ｢

も
の 

案 

野 

香 

子 

96 

報
編 

九 
(

一
四･

三) 

か｣ ｢(

人
名
詞)

が
あ
る
か｣

─ 
 

 

大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会 

百
舌
鳥 

万
葉
歌
の
「
邊
」
の
用
法
に
つ
い
て 

李 
 
 

敬 

美 

三
二 

国
文 

二
五 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

岡
大
国
文
論 

ヤ
ラ
レ
ル
／
ヤ
ラ
レ
タ
の
意
味
用
法
の
史
的
変
遷 

豊 

田 

圭 

子 

105 

稿 

四
二 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

沖
縄
外
国
文
学
会 

Southern R
eview

 
27 

二
つ
の
異
形
態
動
詞
「
Ｘ
じ
る
」
と
「
Ｘ
ず
る
」
の
ジ
ャ
ン 

金 

城 

克 

哉 

110 
(

一
二･

一
二) 

ル
ご
と
の
分
布
と
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
特
徴
：
「
現
代
日
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」(B

C
C

W
J)

を
利
用
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文 

 

Ｊ -
 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
お
け
る
日
本
語
の
研
究 

―
現
代
流
行
歌 

小
野
澤 

志 

保 

118 

一
一
九 

(

一
三･

七) 

の
歌
詞
に
見
る
特
徴
― 
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お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究 

九 
 

外
来
語
に
関
す
る
研
究
動
向 

～
使
用
意
識
と
言
語
接
触 

堀 

切 

友
紀
子 

124 
(

一
三･

三) 

の
視
点
か
ら
～ 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学 
比
較
日
本
学
教
育
研
究 

味
を
表
す
こ
と
ば 

─｢

お
い
し
い
、
う
ま
い
、
ま
ず
い｣ 

中 

島 

晶 

子 

131 

セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 
一
〇 

(

一
四･

三) 

の
多
義
性
と
構
文
の
特
徴
─ 

 
 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 

五
六 

 

御
伽
草
子
二
五
作
品
に
お
け
る
人
称
詞
「
殿
」
の
用
法 

田 

澤 

志 

人 

四
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 

五
六 

 

感
情
形
容
詞
の
使
用
実
態 

―
属
性
形
容
詞
と
の
対
比
を 

村 

上 

佳 

恵 

135 
(

一
三･

三) 

通
し
て
― 

 
 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 

五
七 

 

古
代
語
体
系
か
ら
近
代
語
体
系
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
和 

久 

保 

香 

珠 

四
七 

(

一
四･

三) 
漢
対
立
語
の
意
味
変
化 

─｢

の
が
る｣ ｢

ま
ぬ
か
る｣

を 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
と
し
て
─ 

 
 

学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究 

三
九 

 

サ
サ
メ
ク
と
サ
サ
ヤ
ク 

我 

妻 

多
賀
子 

五
六 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
〇 

箕
作
麟
祥
訳
『
仏
蘭
西
法
律
書
・
訴
訟
法
』
の
漢
語
訳
語 

南 

雲 

千
香
子 

143 
(

一
二･

三) 

―
法
律
用
語
の
訳
出
傾
向
― 

 
 

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報 

五
九 

 

唐
詩
詩
語｢

欹
枕｣

の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の｢

枕
を
そ
ば 

安 

部 

清 

哉 

六
八 

(

一
三･

三) 

だ
て
て(

聞
く)｣

(

側
臥) 

中 

山 

大 

輔 
 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

九 
 

遺
骨
に
関
わ
る
語
彙
、｢

か
ば
ね｣
と｢

ほ
ね｣

、｢

こ
つ｣ 

塩 

見 
 
 

優 

九
七 

(

一
三･

三) 

―
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
― 

 
 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

一
〇 

『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
あ
え
か
」
と
い
う
言
葉
が
果 

吉 

村 

研 

一 

一
〇
二 

(

一
四･

三) 

た
し
た
役
割 

 
 

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
紀
要 

形
容
詞
系
難
易
表
現
の
史
的
変
遷
を
め
ぐ
っ
て 

近 

藤 
 
 

明 

一
〇
九 

 

五 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
紀
要 

｢

迷
惑｣

の
意
味
変
化 

追
補 

─
松
井
利
彦
氏
・
横
川
澄 
近 

藤 
 
 

明 

一
一
五 

 

六 
(

一
四･

二) 

枝
氏
の
論
と
の
関
連
か
ら
─ 
 

 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

俗
語
訳
成
立
史(

下) 

田 
中 

康 

二 

一
一
九 

 

六
五-

二 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

言
語
教
育 

A
ssim

ilation of English Vocabulary into  
K

eith
 B

arrs 
 

151 

研
究 

二
四 

(

一
三･

一
一) 

the Japanese Language 
 

 

関
東
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 

一
三
〇 

 

文
学
作
品
に
お
け
る
時
刻
表
現
の
考
察 

─
現
代
の
時
代 

多
ヶ
谷 

有 

子 
157 

(

一
四･

七) 

・
歴
史
小
説
─ 

 
 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学 

三
二 

 

小
学
生
用
国
語
辞
典
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か 

小 

田 
 
 

勝 

180 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学 

三
三 

 

南
吉
童
話
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
語
彙
と
形
式
か
ら
考
え
る 

濱
千
代 

い
づ
み 

187 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

汲
古
書
院 

汲
古 

六
二 

(

一
二･

一
二) 

日
本
古
代
史
料
に
見
え
る
「
揚
名
」
の
語
義 

 

渡 

辺 
 
 

滋 

一
二
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
『
孝
経
』
の
原
義
と
の
関
係
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

動
詞
「
申
す
」
か
ら
感
動
詞
「
モ
ウ
シ
」
へ 

深 

津 

周 

太 

一
三
一 

語
国
文 

八
二-

四 
(

一
三･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

形
態
的
特
徴
か
ら
見
た
古
代
日
本
語
動
詞
の
増
殖
過
程 

釘 

貫 
 
 

亨 

一
四
〇 

語
国
文 

八
二-

五 
(

一
三･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要 

一
九 

『
朝
鮮
王
朝
實
綠
』
に
散
見
す
る
日
本
の
地
名
に
つ
い
て 

趙 
 
 

堈 

熙 
*** 

(

一
四･

三) 
 

 
 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要 

一
九 

『
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
「
住
」
と
「
居
」
に
つ
い
て 

金 
 
 

裕 

卿 
*** 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
西
山
短
期
大
学 

西
山
学
苑
研
究
紀
要 

 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
属
性
を
示
す
造
語
成
分
の
考
察 

 

福 

田 

亜 

紀 

195 

九 
(

一
四･

三) 

─
『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タ
ー
の
擬
人
化
を
中
心
に
─ 
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京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会 

和
漢
語
文
研
究 

キ
リ
シ
タ
ン
版
羅
葡
日
辞
書
の
方
言
語
彙 

岸 

本 

恵 

実 

201 
 

一
〇 

(

一
二･
一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会 

和
漢
語
文
研
究 

｢

い
づ
か
た｣

を
め
ぐ
る
一
考
察 

松 

本 

朋 

子 

一
四
八 

 

一
二 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

近
代
東
西
言
語
文
化
接
触
研
究
会 

或
問 

 

和
製
英
語
「
デ
パ
ー
ト
」
考 

王 
 
 

敏 

東 

208 

二
六 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要 

六
三 

 
｢

い
じ
め｣

の
言
説
構
造
に
関
す
る
試
論
：
日
本
語
文
法
論 

八
ッ
塚 

一 

郎 

215 
(

一
四･

一
二) 

か
ら
の
視
座 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

困
惑
の
気
持
ち
を
表
す
感
情
語
彙
の
意
味
分
析 

 

張 
 
 
 
 

愚 

一
五
七 

学
研
究 

四
八 

(

一
三･

二) 
―
漢
語｢

迷
惑｣

と
和
語｢

マ
ヨ
フ｣ ｢

マ
ド
フ｣

の
接
触 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
例
と
し
て
― 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

「
つ
ま
ら
な
い
」
考 

前 

田 

桂 

子 

220 

学
研
究 

四
八 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
「
生
涯
」
に
於
け
る
「
命
を 

堀 

畑 

正 

臣 

一
六
四 

学
研
究 

四
九 

(

一
四･

三) 

失
う
」
の
意
味
の
登
場 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

現
代
語
「
天
使
」
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
小
考 

 

塚 

本 

泰 

造 

一
七
二 

学
研
究 

四
九 

(

一
四･

三) 

─
歌
詞
の
中
で
「
天
使
」
は
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
か
─ 

 
 

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学 

漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
的
研
究 

 

小 

林 

英 

樹 

228 

編 

六
二 

(

一
三･

二) 

―｢

決
心(

す
る)｣

、｢

決
意(

す
る)｣
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学 

漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
的
研
究 

 

小 

林 

英 

樹 

233 

編 

六
三 

(

一
四･

二) 

─｢

改
良(

す
る)｣

、｢

改
善(

す
る)｣

な
ど
を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
一-

六 
｢

コ
ー
パ
ス
ベ
ー
ス
国
語
辞
典｣

構
築
の
た
め
の｢
古
風
な 

柏 

野 

和
佳
子 

237 
(

一
四･

一
二) 

語｣

の
分
析
と
記
述 

奥 

村 
 
 

学 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
一-

六 

日
本
語
形
態
素
解
析
に
お
け
る
未
知
語
処
理
の
一
手
法 

 
笹 

野 

遼 

平 

252 
(

一
四･

一
二) 

─
既
知
語
か
ら
派
生
し
た
表
記
と
未
知
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
処 
黒 

橋 

禎 

夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
─ 
奥 
村 

 
 

学 
 

語
彙
研
究
会 

語
彙
研
究 

一
一 

(

一
四･

三) 

語
彙
研
究
に
足
り
な
い
も
の 

─
語
彙
研
究
の
発
展
の
た 

山 
崎 

 
 

誠 

264 
 

め
に
─ 

 
 

語
彙
研
究
会 

語
彙
研
究 

一
一 

(

一
四･

三) 

日
本
昔
話
語
彙
の
構
造
の
記
述
に
関
す
る
一
試
み 

 

林 
 
 

立 
萍 

268 
 

─｢

ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し｣

を
例
に
─ 

 
 

語
彙
研
究
会 

語
彙
研
究 

一
一 

(

一
四･

三) 

人
数
を
数
え
る
助
数
詞
「
人
」
と
「
名
」
の
用
法
考
察 

陶 
 
 
 
 

萍 
274 

 

語
彙
研
究
会 

語
彙
研
究 

一
一 

(

一
四･

三) 

同
義
語
の
選
択
に
関
わ
る
要
因
の
分
析 

～
電
子
メ
ー
ル 

福 

田 
 
 

薫 

281 
 

を
表
す
語
の
場
合
～ 

 
 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

八 
(

一
四･

三) 

〝
臨
時
一
語
〟
の
研
究
と
教
育 

─
文
章
と
の
か
か
わ
り 

石 

井 

正 

彦 

286 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
─ 

 
 

神
戸
大
学 

近
代 

一
〇
九 

(

一
三･

一
一) 

二
葉
亭
四
迷
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
作
『
あ
ひ
ゞ
き
』
の
翻
訳 

湯 

淺 

英 

男 

301 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て 

―
オ
ノ
マ
ト
ペ
な
ど
を
め
ぐ
る
二
つ
の
訳
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
関
す
る
若
干
の
考
察
― 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical and  

日
本
語
母
語
話
者
の
カ
タ
カ
ナ
使
用
に
つ
い
て
の
予
備
研 

久
津
木 

 
 

文 

318 
A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

究 

池 

谷 

知 

子 
(TA

LK
S) 

16 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical and  

英
語
を
母
語
話
者
と
す
る
日
本
語
学
習
者
に
お
け
る
カ
タ 

池 

谷 

知 

子 

325 
A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

カ
ナ
語
の
研
究(

Ⅱ) 

─
習
得
し
や
す
い
カ
タ
カ
ナ
語
と 

久
津
木 

 
 

文 
(TA

LK
S) 

17 
(

一
四･

三) 

習
得
し
に
く
い
カ
タ
カ
ナ
語
─ 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
三-

一
一  

〈
隠
坐
〉
考 

金 

子 

善 

光 

一
七
八 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

三 
 

「
杜
嵎
」
語
源
考 

呉 
 
 

鴻 

春 

一
八
五 

(

一
四･

三) 
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國
學
院
大
學 
國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

一
二  

俗
語
に
な
っ
た
漢
語 

今 

野 

真 

二 

一
九
三 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

五 
 

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
に
お
け
る
副
詞
「
あ
ら
か
じ
め
」
の
用
法 

諸 

星 

美
智
直 

335 
(

一
四･

三) 

─
企
業
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
内
容
証
明
郵
便
を
中
心
に
─ 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

五 
 

新
聞
記
事
に
お
け
る
造
語
成
分
「
含
み
」 

─
日
本
経
済 

橘 
 
 

佳
代
子 

342 
(

一
四･

三) 

新
聞
と
朝
日
新
聞
の
比
較
を
通
じ
て
─ 

 
 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
國
學 

五 

古
代
語
「
あ
づ
ま
」
考 

―
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
を 

菅 

野 

雅 

雄 

二
〇
一 

(

一
三･

一
〇) 

通
し
て
― 

 
 

国
士
舘
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
輯 

三
四 

歌
謡
曲
の
表
現 

―
性
差
・
役
割
語
・
類
型
― 

中 

村 

一 

夫 

二
一
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
一
年
度
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
二
年
度
日 

 
 

本
語
学
ゼ
ミ
生 

 

国
士
舘
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
輯 

三
五 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
外
来
語
の
量
的
推
移
と
基
本
語
化 

中 

村 

一 

夫 

二
一
七 

(

一
四･

三) 
 

二
〇
一
三
年
度
日 

 
 

本
語
学
ゼ
ミ
生 

 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

R
em

arks on the Verb suru in O
ld Japanese 

B
jarke 

 
 

351 

ビ
ュ
ー 

三-

三 
(

一
三･

六) 

―A
 C

orpus B
ased Study 

 FR
ELLESV

IG
 

 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

国
語
学
者
浅
野
信
の
言
語
規
範
意
識 

―
昭
和
一
〇
年
の 

新 

野 

直 

哉 

364 

ビ
ュ
ー 

四-

二 
(

一
三･

一
〇) 

「
全
然
こ
の
お
菓
子
好
き
だ
わ
」
に
つ
い
て
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

言
語
動
態
を
多
角
的
に
と
ら
え
る 
─
コ
ー
パ
ス
調
査
と 

相 

澤 

正 

夫 

368 

ビ
ュ
ー 

五-

二 
(

一
四･

一
〇) 

全
国
調
査
の
複
合
活
用
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

副
詞
に
お
け
る
程
度
的
意
味
発
生
の
過
程
の
類
型 

鳴 

海 

伸 

一 

373 
 

古
代
文
学
研
究
会 

古
代
文
学
研
究 

第
二
次 

『
紫
式
部
日
記
』
の｢

う
と
ま
し｣ ｢

す
さ
ま
じ｣ 

 

加 

藤 

直 

志 

二
二
四 

 

二
三 

(

一
四･

一
〇) 

─
〈
夢
〉
を
用
い
た
比
喩
表
現
と
の
関
わ
り
か
ら
─ 

 
 

駒
澤
大
學 

駒
澤
國
文 

五
〇 

(

一
三･

二) 

『
狭
衣
物
語
』
の
本
文 

―
紫
式
部
の
用
い
た
「
あ
え
か
」 
湯 

淺 

幸 

代 

二
二
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
語
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
九-

一 
 

感
情
表
現
の
体
系
に
つ
い
て 

小 
出 
慶 

一 

382 
(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
社
会
学
科
・
言
語 

日
本
語
の
基
本
数
詞
の
ナ
ナ
化
と
キ
ュ
ー
化
に
つ
い
て 

 

城 

岡 

啓 
二 

389 

文
化
学
科
研
究
報
告 

人
文
論
集 

六
三-

二  

―
言
語
変
化
資
料
の
整
理
と
考
察
― 

 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部 

言
語
文
化
研
究 

ブ
ラ
ウ
ン
『
会
話
日
本
語
』
の
助
詞
を
伴
わ
な
い
人
称
詞 

本 

間 

美
奈
子 
409 

 

一
二 

(

一
三･

三) 

に
つ
い
て 

 
 

実
践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

多
義
語
の
出
現
環
境
と
そ
の
辞
書
記
述 

―｢

あ
や
し
い｣ 

大 

塚 

み 

さ 

414 

ョ
ン
学
科 

歌
子 

二
一 

(

一
三･

三) 

に
よ
る
予
備
調
査
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
六-

一 

親
族
間
で
用
い
ら
れ
る
他
称
詞
の
運
用 

―
話
題
の
人
物 

小 

森 

由 

里 

419 
(

一
三･

九) 

を
捉
え
る
視
点
と
表
現
形
式
― 

 
 

首
都
大
学
東
京
人
文
学
部 

人
文
学
報 

 

上
代
語
ア
ク
、
ミ 

小 

川 

定 

義 

428 

四
七
二 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

首
都
大
学
東
京
人
文
学
部 

人
文
学
報 

 

副
詞
「
ち
ょ
っ
と
」
と
「
少
し
」
の
意
味 

大 

島 

資 

生 

448 

四
七
七 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

首
都
大
学
東
京
人
文
学
部 

人
文
学
報 

日
本 

現
代
日
本
語
オ
ノ
マ
ト
ペ｢

く
る
く
る｣ ｢

ぐ
る
ぐ
る｣

の 

大 

島 

資 

生 

457 

文
学 

四
九
二 

(

一
四･

三) 

意
味 

 
 

上
智
大
学 

人
間
学
紀
要 

四
三 

(

一
四･

一) 

感
動
と
い
う
語
で
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と 

酒 

井 

一 

郎 

二
三
九 

 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

学
苑 

 

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
日
本
語
習
得
へ 

─
マ
ン
ガ
の
日 

鈴 

木 

洋 

子 

467 

八
七
九 

(

一
四･

一) 

本
語
を
軸
に
─ 

 
 

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
紀
要 

二
三 

万
葉
の
〈
香
り
〉 

―
比
喩
的
意
味
で
の
「
か
ぐ
は
し
」
を 

島 

村 

良 

江 

二
五
二 

(

一
二･

三) 

中
心
に 
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白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要 

四
九 

 

太
平
記
の
擬
音
語
・
擬
態
語 

―
平
家
物
語
と
の
比
較
を 

中 

里 

理 

子 

474 
(

一
三･

一
二) 

交
え
て
― 

 
 

成
城
大
学
文
芸
学
部 
成
城
文
芸 

二
二
七 

 

複
合
動
詞
の
森 

─
辞
苑
閑
話
・
五
─ 

工 

藤 

力 

男 

二
六
三 

(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
五 

『
も
の
わ
り 

の 

は
し
ご
』
付
録
「
こ
と
ば 

の 

さ
だ
め
」 

松 

本 
 
 

隆 

486 
(

一
四･

三) 

語
彙
分
析 

─
一
八
七
四
年
翻
訳
出
版
の
化
学
書
に
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
仮
名
和
語
の
造
語
力
─ 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

語
彙
と
語
彙
論 

田 

中 

章 

夫 

495 

二
一
一 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

専
門
日
本
語
教
育
学
会 

専
門
日
本
語
教
育
研 
社
会
科
学
系
基
礎
文
献
に
お
け
る
分
野
別
語
彙
、
共
通
語 

今 

村 

和 

宏 

502 

究 

一
六 

(

一
四･

一
二) 
彙
、
学
術
共
通
語
彙
の
特
定 

─
定
量
的
基
準
と
教
育
現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場
の
視
点
の
統
合
─ 

 
 

専
門
日
本
語
教
育
学
会 

専
門
日
本
語
教
育
研 

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
特
徴 

中 

川 

健 

司 

506 

究 

一
六 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

齊 

藤 

真 

美 
 

拓
殖
大
学
語
学
研
究 

一
三
〇 

(

一
四･

三) 

新
聞
記
事
に
お
け
る
「
勝
ち
」
を
表
す
動
詞
の
意
味
用
法 

遠 

藤 

裕 

子 

509 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
「
破
る
・
下
す
・
倒
す
」
の
中
心
義
と
拡
張
義
を
め
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
─ 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大 

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と
語
形
成
：
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
析
に
よ
る
命 

緒 

方 

隆 

文 

523 

学
部
紀
要 

八 
(

一
三･

一) 

名
プ
ロ
セ
ス 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 

人
間
文
化 

命
名
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
複
合
名
詞 
─
カ
テ
ゴ
リ
ー
分 

緒 

方 

隆 

文 

530 

研
究
所
年
報 

二
五 

(

一
四･

八) 

析
─ 

 
 

中
国
四
国
教
育
学
会 

教
育
学
研
究
紀
要 

 
｢

学
ぶ｣ ｢

学
習
す
る｣ ｢

勉
強
す
る｣ 

―
意
味
分
析
と
語 

林 
 
 

伸 

一 

538 

五
八 

(

一
三･

三) 

用
論
― 

 
 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 

三
二 

 

和
名
類
聚
抄
・
名
古
屋
市
博
物
館
本
の
地
名 

─
高
山
寺 

蜂 

矢 

真 

郷 

二
六
九 

(

一
四･

七) 

本
と
対
照
し
て
─ 

 
 

（
第
三
分
冊
増
刊
に
続
く
） 

   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
増
刊
（
語
彙
） 

 

語 

彙
（
承
前
） 

 

筑
波
大
学
地
域
研
究 

三
四 

(
一
三･
三) 

｢

同
性
愛｣

と
〝
同
性
恋
〟
の
成
立
と
定
着 

―
近
代
の
日 

清 

地 

ゆ
き
子 

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
語
彙
交
流
を
視
点
に
― 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

 
Japanese idiom

 variants in corpus data and  
Priscilla Ishida 

 

13 

二
一 

(

一
四･

一
二) 

phraseological dictionaries 
 

 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 
動
詞
派
生
かR

oot

派
生
か 

―
分
散
形
態
論
に
よ
る
連 

田 

川 

拓 

海 

20 

・
言
語
専
攻 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

 
用
形
名
詞
の
分
析
― 

 

六
四 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院 

言
語
・
地
域
文
化 

日
本
語
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
動
詞
修
飾
に
つ
い
て 

 

黄 
 
 
 
 

慧 

28 

研
究 

一
九 

(

一
三･

三) 

─
リ
語
尾
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
焦
点
を
あ
て
て
─ 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

『
雑
字
類
編
』
と
「
納
日
」 

荒 

尾 

罵 

秀 

一 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
一
〇 

 

女
房
詞
の
研
究 

─
『
御
湯
殿
上
日
記
』
を
中
心
と
し
て 

北 

澤 

綾 

那 
*** 

(

一
四･

三) 

─ 
 

 

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会 

都
大
論
究 

 

成
立
過
程
か
ら
見
た
高
程
度
を
表
す
評
価
的
な
程
度
副
詞 

田 

和 

真
紀
子 

37 

五
〇 

(

一
三･

六) 

の
特
徴 

―｢

チ
カ
ゴ
ロ｣

を
一
例
と
し
て
― 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

歌
語｢

真
木
柱｣

の
変
遷 

―
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
機 

岩 

坪 
 
 

健 

七 

七
八 

(

一
三･

三) 

能
― 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る
「
言
ふ
」
の
意
味
・
用
法 

入 

江 

さ
や
か 

43 

七
八 

(

一
三･

三) 
 

 
 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
一 

『
言
海
』
の
音
象
徴
語 
平 

 
 

弥
悠
紀 

49 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
二 

『
日
本
大
辞
書
』
の
音
象
徴
語 

平 
 
 

弥
悠
紀 

60 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
六 

 

「
病
院
」
の
成
立 

八 

尾 

美 
咲 

一
三 

(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

青
地
林
宗
に
よ
る
時
間
語
彙
の
創
出 

吉 

野 

政 

治 
二
二 

一
四 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
七-

三･

四 
 

複
合
字
音
語
基
の
「
兼
用
」
に
つ
い
て 

斎 

藤 

倫 

明 

74 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報 

六
二 

 

拘
束
形
式
の
複
合
字
音
語
基
の
位
置
づ
け
に
関
し
て 

 

斎 

藤 

倫 

明 

84 
(

一
三･

三) 

―
従
来
の
複
合
字
音
語
基
分
類
と
の
関
わ
り
で
― 

 
 

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報 

六
三 

 

複
合
字
音
語
基
用
言
類
の
下
位
分
類 

─
漢
語
動
名
詞
と 

斎 

藤 

倫 

明 

101 
(

一
四･

三) 

の
関
わ
り
で
─ 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

「
そ
こ
ら
へ
ん(

指
示
代
名
詞
＋
ラ
ヘ
ン)

」
の
共
通
語
化 

佐 

藤 

亜 

実 

116 
 

言
語
科
学
論
集 

一
七 

(

一
三･

一
二) 

―
近
現
代
に
お
け
る
使
用
地
域
の
拡
大
に
つ
い
て
― 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

色
彩
語
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
の
特
徴 

─
コ
ー
パ
ス
に
よ
る 

王 
 
 
 
 

軒 

122 
 

言
語
科
学
論
集 

一
八 

(

一
四･

一
二) 

共
起
語
の
考
察
─ 

 
 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部 

言
語
文
化
研
究 

 

「
家
族
」
に
関
す
る
日
本
語
語
彙
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化 

山 

田 

仁 

子 

128 

二
一 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

徳
島
文
理
大
学
文
学
部 

文
学
論
叢 

三
一 

 

北
原
白
秋
『
桐
の
花
』
論 

─
色
彩
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ 

坂 

嵜 

圭 

太 

141 
(

一
四･

三) 

ン
を
中
心
と
し
て
─ 

 
 

豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要 

四
六 

 

平
家
物
語
巻
九
「
越
中
前
司
最
期
」
の
「
君
」
の
用
法 

伊 

藤 

一 

重 

三
二 

(

一
四･

一) 
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長
野
県
短
期
大
学
紀
要 

六
七 

(

一
三･

二) 

擬
音
語
・
擬
態
語
の
考
察 

―
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』 

清 

水 
 
 

登 

148 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
通
し
て
― 

周 
 
 

桂 

芳 
 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics(

名
古
屋 

｢

漢
語
形
容
詞｣

の
用
法
に
つ
い
て 

─
連
体
修
飾
の｢

テ 

チ
フ
ト
ゥ
チ 

 

152 

言
語
研
究) 

八 
(

一
四･
三) 

イ
ル｣

｢

タ｣
｢

ナ｣
｢

ノ｣

形
式
を
中
心
に
─ 

 
 

ウ
ッ
ム
ハ
ン 

 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

漢
語
サ
変
動
詞
「
離
Ｎ
す
る
」
の
意
味
と
構
文 

張 
 
 

善 

実 

158 

学 

二
六 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・
日 

｢

す
き｣

と｢

き
ら
い｣

の
意
味
に
つ
い
て 

加 

藤 

恵 

梨 

168 

本
文
化
論
集 

二
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・
日 

｢

重
な
る｣

｢

ダ
ブ
る｣

｢

か
ぶ
る｣

の
類
義
語
分
析 

李 
 
 

澤 

熊 

176 

本
文
化
論
集 

二
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・
日 

｢
言
い
訳｣

考(

そ
の
二) 

籾 

山 

洋 

介 

185 

本
文
化
論
集 

二
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・
日 

｢

気
持
ち
良
い｣

と｢

気
持
ち
悪
い｣

の
意
味
分
析 

加 

藤 

恵 

梨 

195 

本
文
化
論
集 

二
一 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 

コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
複
合
動
詞
「
Ｖ
１ -

 

抜
く
」
の 

杉 

村 
 
 

泰 

201 

言
語
文
化
論
集 

三
五-

一 
(

一
三･

一
一) 

意
味
分
析 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 

コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
複
合
動
詞
「
Ｖ
１ -

 

抜
く
」
と 

杉 

村 
 
 

泰 

209 

言
語
文
化
論
集 

三
五-

二 
(

一
四･

三) 

「
Ｖ
１ -

 

抜
け
る
」
の
意
味
分
析 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 
｢

余
裕｣

と｢

ゆ
と
り｣

の
意
味
分
析 
─
ベ
ー
ス
と
プ
ロ 

李 
 
 

澤 

熊 

216 

言
語
文
化
論
集 

三
六-

一 
(

一
四･

一
一) 

フ
ァ
イ
ル
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

萬
葉
後
期
の
翻
訳
語 

―
正
倉
院
文
書
を
通
し
て
― 

奥 

村 

和 

美 

三
八 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

古
事
記
「
耳
」
字
考 

土 

居 

美 

幸 

四
七 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

『
古
事
記
』
に
お
け
る｢

生｣

と｢

産｣
 

―
上
巻
を
中
心
に 
阪 

口 

由 

佳 

五
五 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 

― 
 

 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 
｢

寐｣

の
行
方 

―｢

寝｣
｢

眠｣

と
の
関
係 

原 
口 
幸 

乃 

六
二 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集 

一
三 

 

日
本
語
母
語
話
者
の
名
前
の
性
別
判
断
に
つ
い
て 

六 

川 

雅 
彦 

222 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集 

一
四 

 

日
本
人
の
中
性
名
に
見
ら
れ
る
音
韻
的
、
意
味
的
特
徴 

六 

川 

雅 

彦 
228 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

八 
 

形
容
詞
の
類
義
語
か
ら
見
る
こ
と
ば
の
周
辺
的
な
意
味
に 

小
木
曽 

恵 

美 

235 
(

一
三･

三) 

つ
い
て 

 
 

新
潟
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会 

新
大
国 

｢

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル｣

の
略
語
は｢

ア
メ
フ
ト｣ 

岡 

田 

祥 

平 

246 

語 

三
六 

(

一
四･

三) 

か｢

ア
メ
フ
ッ
ト｣

か 

─
音
韻
論
的
考
察
と
新
聞
・
雑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

誌
記
事
に
お
け
る
実
態
の
検
討
─ 

 
 

日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
中 

時
間
副
詞
イ
ツ
モ
と
ツ
ネ
ニ
に
つ
い
て 

孫 
 
 

佳 

音 

261 

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育 

五 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
た
日
本
語
教
師
の
た
め
の
類
似
表
現 

砂 

川 

有
里
子 

266 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

調
査
法 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

ト
ル
と
モ
ツ
の
意
味
分
析 

─｢

手
に
す
る｣

と｢

自
分
の 

ミ
ー
ス
ワ
ン 

 

277 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

も
の
に
す
る｣

の
意
味
概
念
を
中
心
に 

 

モ
ン
シ
チ
ャ
ー 

 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

新
聞
の
中
の
混
種
語
の
使
用
実
態
か
ら
の
一
考
察 

 

時 

岡 

範 

子 

282 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

─
語
種
構
成
の
視
点
か
ら 

 
 

日
本
心
理
学
会 

心
理
学
研
究 

八
五-

二 
 

尊
敬
関
連
感
情
概
念
の
構
造 

─
日
本
人
大
学
生
の
場
合 

武 

藤 

世 

良 

287 
(

一
四･

六) 

─ 
 

 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

大
正
・
昭
和
戦
前
期
日
本
外
交
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ 

中 

田 
 
 

崇 

六
八 

紀
要 

八
七 
(

一
四･

三) 

の
性
格
に
つ
い
て 

─
用
語
の
問
題
を
中
心
に
─ 
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日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

心
像
性
と
親
密
度
の
高
い
日
本
語
単
語
の
身
体 

─
対
象 

望 

月 

正 

哉 

293 

紀
要 

八
八 

(
一
四･

九) 

物
相
互
作
用
の
評
価 

玉 

木 

賢
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 

藤 

佳
津
雄 

 

日
本
中
部
言
語
学
会 

A
rs Linguistica 

20 

最
適
候
補
選
定
モ
デ
ル
に
よ
る
漢
字
略
語
の
分
析 

塩 

本 

文 

夫 

302 
(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
読
書
学
会 

読
書
科
学 
五
六-

一 
 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
単
語
認
知
過
程
に
お
け
る
表
記
形
態
の
影 

矢 

口 

幸 

康 

308 
(

一
四･

三) 

響 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

時
間
副
詞
に
関
す
る
一
考
察 

―｢

即
時
性｣

を
表
す
副 

江 
 
 

雯 

薫 

312 

一
〇
五 

(

一
三･

一) 

詞
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 
身
体
部
位
表
現
の
概
念
研
究 

中 

島 

亨 

輔 

318 

一
〇
八 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

時
間
副
詞
に
関
す
る
一
考
察 

―｢

漸
次
性｣

を
表
す
副 

江 
 
 

雯 

薫 

325 

一
〇
九 

(

一
三･

一
一) 

詞
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
人
の｢
あ
し｣

の
文
化
的
考
察 

─｢

こ
と
ば｣

か
ら 

栗 

山 
 
 

緑 

331 

一
一
〇 

(

一
四･

二) 

の
考
察
─ 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

個
人
名
と
な
ぞ
な
ぞ
に
探
る
日
本
語
に
於
け
る
「
１｣

の 

清 

海 

節 

子 

338 

一
一
三 

(

一
四･

一
〇) 

属
性
と
用
法 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 
｢

気｣

の
日
本
語
文
化
論(

一) 
─｢

気｣

の
表
現
に
見
る 

戸 

田 

利 

彦 

343 

一
一
三 

(

一
四･

一
〇) 

文
化
論
的
特
徴
─ 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

中
古
の
副
詞
「
お
ほ
か
た
」
に
つ
い
て 
―
お
ほ
か
た
・ 

星 

野 

佳 

之 

七
八 

学
会 

清
心
語
文 

一
五 

(

一
三･

九) 

お
ほ
か
た
に
・
お
ほ
か
た
は
― 

 
 

梅
花
女
子
大
学
文
化
表
現
学
部
紀
要 

九 
 

枕
草
子
を
主
と
し
た
平
安
仮
名
文
形
容
詞
表 
―
文
体
論 

中 

川 

正 

美 

八
五 

(

一
三･

三) 

に
向
け
て
― 

 
 

梅
花
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要 

六
二 

感
覚
動
詞
の
意
味
・
用
法 

─
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
を
表 

大 

谷 

伊
都
子 

349 
(

一
四･

三) 

す
動
詞
を
中
心
に
─ 
 

 

梅
光
学
院
大
学
論
集 

四
七 

(

一
四･

一) 

「
結
構
」
の
応
答
用
法
出
現
時
期
に
お
け
る
使
用
状
況 
播 
磨 

桂 

子 

356 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

漢
文
訓
読
に
よ
る
「
ト
コ
ロ
」
の
名
詞
化
辞
の
用
法
の
成 

劉 
 
 

洪 

岩 

365 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

立 
 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

多
義
的
な
陳
述
副
詞
の
概
念
形
成
に
お
け
る
差
異
化 

王 
 
 
 
 

冲 

373 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王 
 
 
 
 

帥 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
本
語
に
お
け
る
再
帰
表
現 

─｢

自
分｣

、｢

自
己｣

、 

金 
 
 
 
 

晶 

381 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
｢

自
身｣

、｢

自
ら｣

を
中
心
に
─ 

 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

兵
庫
県
立
大
学
神
戸
学
園
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
学 

ニ
ホ
ン
英
語
（O

pen Japanese

）
の
類
型
化
研
究
（
語 

末 

延 

岑 

生 

393 

術
研
究
会
・
兵
庫
県
立
大
学
政
策
科
学
研
究
所 

順
編
） 

 
 

人
文
論
集 

四
八 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

聖
藩
文
庫
本
『
豆
相
記
』
に
於
け
る
「
矣
」
字
の
用
法
に 

橋 

村 

勝 

明 

九
二 

二
一
八 

(

一
三･

六) 

つ
い
て 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

大
分
県
立
先
哲
史
料
館
蔵
『
大
友
記
』
の｢

乃｣

字
訓｢

イ 

橋 

村 

勝 

明 

九
七 

二
二
二 

(

一
四･

六) 

マ
シ｣

に
つ
い
て 

 
 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

四 
 

和
語
系
接
頭
辞
と
漢
語
系
接
頭
辞 

田 

村 

泰 

男 

407 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
留
学
生
教
育 

一
七 
(

一
三･

三) 

漢
語
の
造
語
シ
ス
テ
ム
を
再
考 

―
外
国
人
が
見
た
学
習 

Sheddy N
. 

 

413 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
の
分
類
法 

 
 
 
 Tjandra 

 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 

復 

『
赤
い
鳥
』
鈴
木
三
重
吉
童
話
作
品
に
お
け
る
二
人
称
代 

山 

田 

実 

樹 

421 

刊
四 

(

一
三･

七) 

名
詞 

 
 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 

復 

日
本
国
語
大
辞
典(JapanK

now
ledge

版)

所
収
の
連
体 

刀 

田 

絵
美
子 

一
〇
二 

刊
四 

(

一
三･

七) 

詞 

―
語
の
成
り
立
ち
に
注
目
し
て
― 
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広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
学 

上
代
・
中
古
に
お
け
る
「
具
」
字
の
動
詞
の
用
字
法 

 

柚 

木 

靖 

史 

一
〇
七 

誌 

四
四 

(
一
四･
一
二) 

─
漢
字
受
容
史
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
論
叢 

 
｢

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
＋
名
詞｣

と
類
意
表
現
と
の
使
い
分 

渡 

邊 

ゆ
か
り 

426 

一
七 

(

一
四･

三) 

け 
 

 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

船
を
守
護
す
る
神
霊
と｢

い
は
ひ｣ 

―
万
葉
歌
に
見
え 

松 

田 
 
 

浩 

一
二
〇 

四
七 

(

一
三･

二) 

る｢

斎
祀｣

｢

斎
祈｣

の
文
字
列
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 
玉
藻 

 

シ
ソ
ー
ラ
ス(

意
味
分
類
体
系)

か
ら
見
た
昭
和
語
彙(

雑 

安 

部 

清 

哉 

441 

四
八 

(

一
四･

三) 

誌
九
十
種)

か
ら
平
成
語
彙(

雑
誌
七
〇
誌)

へ
の
意
味
領 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

域
上
の
語
彙
変
化 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 
「
燕
」
語
形
ノ
ー
ト 

勝 

田 

耕 

起 

一
二
八 

四
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

福
岡
国
際
大
学 

紀
要 

三
一 

(

一
四･

三) 

日
本
語
教
育
史
に
お
け
る
入
門
期
教
科
書
の
基
礎
語
彙
Ⅱ 

占 

部 

匡 

美 

448 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
国
際
文
化
振
興
会
の
事
業
概
要
と
『
日
本
語
基
本
語
彙
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

及
び
情
報
局
の
三
百
語
～ 

 
 

福
岡
国
際
大
学 

紀
要 

三
二 

(

一
四･

七) 

日
本
語
教
育
史
に
お
け
る
入
門
期
教
科
書
の
基
礎
語
彙
Ⅲ 

占 

部 

匡 

美 

454 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
基
礎
語
彙
の
必
要
性
～ 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

二
〇 

キ
コ
ス
・
キ
カ
ス
・
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
・
シ
ラ 

田 

中 

み
ど
り 

一
三
一 

(

一
三･

一
一) 

シ
メ
ス 

 
 

文
化
学
園
大
学
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学
研
究 

｢

お
か
げ｣

と｢

せ
い｣

に
つ
い
て 
─
用
例
分
析
を
中
心 

境 
 
 

希
里
子 

459 
 

二
二 

(

一
四･

一) 

に
─ 

 
 

文
献
探
究
の
会 

文
献
探
究 

五
二 

 

上
代
文
献
に
お
け
る
「
託
」
と
「
憑
」
の
分
布 

藤 

崎 

祐 

二 

一
五
二 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
星
学
園
大
学 

北
星
論
集 

五
一-

一 
 

コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

曹 
 
 

金 

波 

466 
(

一
三･

九) 

考
察 

―｢

す
っ
き
り｣

の
意
味
用
法
を
中
心
に
― 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

平
安
文
学
の
感
覚
・
感
情
形
容
詞
に
関
す
る
研
究 

 
劉 

 
 
 
 

琳 

473 

一
三 

(

一
三･

一
二) 

―
『
枕
草
子
』
を
中
心
に
― 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
・
札
幌 

札 
｢

龍｣

に
関
す
る
こ
と
わ
ざ 

―｢

龍｣

を
ど
う
捉
え
て
き 

馬 
場 
俊 

臣 

481 

幌
国
語
研
究 

一
八 

(

一
三･

八) 

た
か
― 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
・
札
幌 

札 
｢

蛇｣

に
関
す
る
こ
と
わ
ざ 

─｢

蛇｣

を
ど
う
捉
え
て
き 

馬 

場 

俊 
臣 

485 

幌
国
語
研
究 

一
九 

(

一
四･

八) 

た
か
─ 

 
 

北
海
道
文
教
大
学
論
集 

一
五 

(

一
四･

三) 

現
代
日
本
語
の
局
面
動
詞
「
Ｖ -

 

は
じ
め
る
」 

小 

西 

正 

人 
492 

 

美
夫
君
志
会 

美
夫
君
志 

八
七 

 

上
代
日
本
語
に
お
け
る
視
覚
の
対
象
と
現
実
／
非
現
実
領 

小 

出 

祥 

子 

一
五
八 

(

一
三･

一
一) 

域 

―｢

見
む｣

に
注
目
し
て
― 

 
 

宮
城
学
院
女
子
大
学
大
学
院
人
文
学
会
誌 

 
｢

冥
加
な
い｣

再
考 

田 

島 
 
 

優 

一
六
六 

一
四 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

武
庫
川
女
子
大
学
国
文
学
会 

武
庫
川
国
文 

 

歌
語
「
心
の
す
ゑ
」 

─
院
政
期
和
歌
に
お
け
る
風
景
表 

樺 

沢 
 
 

綾 

一
七
五 

七
八 

(

一
四･

一
一) 

現
の
一
展
開
─ 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

ハ
ワ
イ
と
世
界
の
外
行
語 

―
質
問
紙
と
グ
ー
グ
ル
に
み 

井 

上 

史 

雄 

505 

応
用
言
語
学
研
究 

一
五 

(

一
三･

三) 

る
日
本
語
使
用
― 

 
 

明
治
大
学 

学
術
研
究
論
集 

四 
(

一
四･

三) 

「
宇
宙
」
の
語
源
と
語
義
の
変
遷(

二) 

―
日
本
国
内
で 

金 

木 

利 

憲 

一
八
二 

 

の
展
開
を
中
心
に
― 

 
 

明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

七
五 

 

日
本
古
代
の
王
・
王
妃
称
号
と
「
大
王
・
大
后
」 

吉 

村 

武 

彦 

511 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
治
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
論
集 

三
九 

 

動
物
を
数
え
る
助
数
詞
「
尾
」
に
つ
い
て 

王 
 
 
 
 

鼎 

521 
(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

目
白
大
学
人
文
学
研
究 

一
〇 

(

一
四･

三) 

「
都
度
」
考 

山 

西 

正 

子 

528 
 

桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所 

国
際
文
化
論
集 

外
来
語
接
尾
辞
「
ラ
イ
ク
」 

村 

中 

淑 

子 

535 
 

四
九 

(

一
四･

三) 
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安
田
女
子
大
学
紀
要 

四
一 

(

一
三･

二) 

教
材
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
語
彙
研
究 

河 

内 

昭 

浩 

546 
 

安
田
女
子
大
学
紀
要 

四
二 

(

一
四･

二) 

教
材
「
故
郷
」
の
語
彙
研
究 

河 

内 

昭 

浩 

551 
 

立
正
大
学 

大
学
院
年
報 

三
一 

(

一
四･

三) 

『
古
今
奇
談
英
草
紙
』
唐
話
語
彙
検
証 

─
江
戸
中
期
小 

張 
 
 

海 

燕 

一
八
七 

 

説
に
お
け
る
受
容
の
様
相
を
探
る
─ 

 
 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所 

立
命
館 

見
聞
記
『
航
米
日
録
』
に
見
え
る
「
行
頭
」
を
め
ぐ
っ
て 

浅 

野 

敏 

彦 

556 

言
語
文
化
研
究 

二
五-

三 
(

一
四･
二) 

─
幕
末
武
士
の
近
代
語
─ 

 
 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所 
立
命
館 

『
航
米
日
録
』
に
お
け
る
施
設
語
彙
を
め
ぐ
っ
て 

 

陶 
 
 
 
 

萍 

561 

言
語
文
化
研
究 

二
五-

三 
(

一
四･

二) 

─
語
構
成
の
観
点
か
ら
み
る
三
字
漢
語
─ 

 
 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所 

立
命
館 
『
航
米
日
録
』
に
見
る
玉
虫
の
表
現
意
識 

─
外
国
地
名 

湯 

浅 

彩 

央 

570 

言
語
文
化
研
究 

二
五-

三 
(

一
四･

二) 
表
現
か
ら
の
一
考
察
─ 

 
 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

助
数
詞
「
匹
」
と
「
頭
」
の
用
法
考
察 

陶 
 
 
 
 

萍 

578 

九
八 

(

一
三･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

近
代
小
説
に
お
け
る
助
数
詞｢

回｣
｢

度｣
｢

遍｣

の
一
考
察 

陶 
 
 
 
 

萍 

585 
 

六
三
〇 

(

一
三･

三) 
 

 
 

龍
谷
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
叢 

五
八 

 

「
折
り
紙
を
つ
け
る
」
と
い
う
言
い
方
を
め
ぐ
っ
て 

藤 

田 

保 

幸 

一
九
六 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

龍
谷
大
学 

龍
谷
紀
要 

三
四-

二 
(

一
三･

三) 
The Enigm

a of Japanese in English
 

B
outique  

Frank E. 
 

591 
 

W
ords for the C

ulturally Savvy 
 
 

D
A

U
LTO

N
 

 

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
科
学 

 

日
本
語
「
み(

身
・
実)

」
の
語
史 

柏 

原 
 
 

卓 

597 

六
四 

(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

嗅
覚
表
現
自
動
詞
ニ
ホ
フ
の
意
味
の
下
降
に
つ
い
て 

 

池 

上 
 
 

尚 

二
〇
八 

一
七
〇 

(

一
三･

六) 

―
［
名
詞
＋
ス
ル
］
と
の
関
連
か
ら
― 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

 

接
尾
辞 -

 

ク
サ
シ
再
考 

―
古
代
・
近
代
の
使
用
状
況
か 
池 

上 
 
 

尚 

二
一
五 

別
冊 

二
一-

一 
(

一
三･

九) 

ら
― 
 

   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
四
分
冊
（
文
章･

文
体
・
音
声･

音
韻
） 

 

一 

文
章
・
文
体 

 

愛
知
県
立
大
学 

説
林 

六
二 

(
一
四･

三) 
｢

自
由
間
接
言
説｣ ｢

体
験
話
法｣

に
つ
い
て 

─
全
て
の 

福 

沢 

将 

樹 

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
現
は
潜
在
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
─ 

 
 

愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集 

国
語
国 

言
語
表
現
と
虚
構
性
に
つ
い
て 

─
仮
託
と
扮
装
─ 

福 

沢 

将 

樹 

10 

文
学
科
編 

五 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研 
平
安
和
文
の
会
話
文
の
「
文
体
」
を
め
ぐ
っ
て 

西 

田 

隆 

政 

一 

究
会 

文
学
史
研
究 

五
四 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部 

紀
要 

一
二 

小
津
安
二
郎
『
東
京
物
語
』
に
お
け
る
尾
道
方
言
使
用
の 

灰 

谷 

謙 

二 

16 
(

一
三･

三) 

意
味 

 
 

尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部 

紀
要 

一
三 

続
・｢

等
時
音
律
説｣

の
基
底 

─
日
本
詩
歌
の
理
解
の 

寺 

杣 

雅 

人 

七 
(

一
四･

三) 

た
め
に
─ 

 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
一 

｢

お
客
様
の
声｣

に
お
け
る
文
体
・
語
彙
・
内
容
の
関
連 

大 

谷 

鉄 

平 

21 
(

一
三･

三) 

性 
 

 

京
都
大
学
大
学
院 

歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀 

漱
石
の
修
辞
技
巧 

─
『
虞
美
人
草
』
に
お
け
る
提
喩
の 

鳶 

野 

記 

子 

一
一 

要 

一
一 

(

一
四･

二) 

機
能
─ 

 
 

共
立
女
子
大
学 

文
學
藝
術 

三
八 

 

文
脈
度
測
定
試
論 

─
三
島
由
紀
夫
「
橋
づ
く
し
」
を
例 

は
ん
ざ
わ 

38 
(

一
四･

七) 

と
し
て
─ 

 
 
 

か
ん
い
ち 

 

熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会 

国
語
国
文 

 

『
上
井
覚
兼
日
記
』
の
九
州
方
言
的
な
記
録
語
に
つ
い
て 

神
志
那 

 
 

郁 

二
一 

研
究
と
教
育 

五
一 

(

一
三･

二) 

―
『
島
津
家
文
書
』
と
の
共
通
の
記
録
語
を
中
心
に
― 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

『
交
隣
須
知
』
対
訳
日
本
語
の
会
話
文
体 

―
文
末
表
現 
高 

橋 

敬 

一 

46 

学
研
究 

四
八 

(

一
三･

二) 

形
式
の
考
察
を
通
し
て 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

宇
治
拾
遺
物
語
の
話
末
形
式
句 

高 
橋 
敬 

一 

二
八 

学
研
究 

四
九 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

高
知
県
立
大
学
紀
要 

文
化
学
部
編 

六
二 

 

『
土
左
日
記
』
の
言
説
分
析 

―｢

和
歌｣

と｢

地
の
文｣ 

東 

原 

伸 
明 

三
四 

(

一
三･

三) 

の
曖
昧
な
関
係
性
を
焦
点
に
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

六 
 

鷗
外
の
創
作
構
文 

─
『
舞
姫
』
『
即
興
詩
人
』
な
ど
の 

中 

村 

幸 

弘 
四
一 

(

一
四･

六) 
｢

…
、
あ
ら
ず
、
…
。｣

─ 
 

 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

書
籍
サ
ン
プ
ル
の
文
体
を
分
類
す
る 

柏 

野 

和
佳
子 

51 

ビ
ュ
ー 

四-

一 
(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

中
古
和
文
に
お
け
る
個
人
文
体
と
ジ
ャ
ン
ル
文
体 

 

小 

林 

雄
一
郎 

57 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
多
変
量
解
析
に
よ
る
歴
史
的
資
料
の
文
体
研
究
― 

小
木
曽 

智 

信 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･

一
一) 

語
り
か
け
る
書
き
こ
と
ば
の
表
現 

加 

藤 
 
 

祥 

65 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏 

野 

和
佳
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立 

花 

幸 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸 

山 

岳 

彦 
 

札
幌
大
学
文
化
学
部
紀
要 

比
較
文
化
論
叢 
 

訓
点
資
料
と
し
て
の
『
文
選
』
に
お
け
る
文
選
読
み
の
表 

渡 

辺 

さ
ゆ
り 

77 

二
八 

(

一
三･

三) 

記
形
式
に
つ
い
て 

 
 

就
実
大
学
表
現
文
化
学
会 

就
実
表
現
文
化 

 

洋
画
字
幕
に
お
け
る
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
終
助
詞 

長
谷
井 

直 

子 

85 

七 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

｢

Ｃ
Ｄ -

 

毎
日
新
聞
デ
ー
タ
集｣

に
含
ま
れ
る
デ
ー
タ
の
特 

長
谷
川 

守 

寿 

91 

／
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部 

人
文
学
報 

日 

徴
と
使
用
上
の
注
意
点
に
つ
い
て 

 

本
語
教
育
学 

四
七
三 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要 

三
二 

(

一
三･

二) 

文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
人
称
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

野 

村 

眞
木
夫 

101 
 

の
回
路 
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上
代
文
学
会 
上
代
文
学 

一
一
二 

 

『
出
雲
國
風
土
記
』
仁
多
郡
三
澤
郷
条
に
つ
い
て 

 

廣 

岡 

義 

隆 

四
九 

(

一
四･

四) 

─
そ
の
文
体
か
ら
─ 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
会 
国
文
学
論
集 

四
七 

 

内
田
魯
庵
訳
・
翻
訳
小
説
『
罪
と
罰
』
の
言
文
一
致
文
体 

小 

西 
 
 

光 

五
六 

(

一
四･

一) 

─｢

文｣

を
指
標
と
し
た
文
体
分
析
─ 

 
 

信
州
大
学
国
語
教
育
学
会 
信
大
国
語
教
育 

 

書
儀
・
尺
牘
表
現
の
受
容 

―
平
安
初
期
漢
文
書
簡
の
表 

西 
 
 

一 

夫 

六
六 

二
二 

(

一
三･

三) 

現
を
中
心
に 

 
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会 
文
学 

『
歎
異
抄
』
の
文
体
と
思
想 

―
親
鸞
聖
人
の
実
像
を
求 

古 

橋 

恒 

夫 

七
一 

研
究 

二
四 

(

一
三･

三) 

め
て
― 

 
 

創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
日
本 

日
本
語
と
日
本
文
化
に
お
け
る
〈
見
立
て
〉 

―
〈
相
同
性
〉 

守 

屋 

三
千
代 

109 

文
学 

二
三 

(

一
三･

三) 
を
視
野
に
入
れ
て
― 

 
 

千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会 

語
文
論
叢 

江
戸
東
京
語
に
お
け
る
自
称
オ
レ
の
女
性
忌
避 

神 

戸 

和 

昭 

116 
 

二
九 

(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
京
大
学
文
学
部
紀
要 

四
七-

二 
(

一
三･

三) 

中
世
末
期
～
近
世
初
期
の
公
家
日
記
の
文
体
類
型 

 

後 

藤 

英 

次 

七
八 

 

―
そ
の
成
立
過
程
お
よ
び
推
移
等
に
関
す
る
覚
書
― 

 
 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
〇
九 

 

鎌
倉
時
代
の
恵
信
尼
文
書
の
用
語
に
つ
い
て 

―
言
語
の 

金 

子 
 
 

彰 

八
四 

(

一
三･

三) 

口
語
性
― 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

梅
棹
忠
夫
の
文
章
は
な
ぜ
明
快
な
の
か 

大 

島 

中 

正 

123 

八
一 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
紀
要 

人
間
科
学 

 

尋
常
小
學
讀
本
に
お
け
る
描
写
表
現
の
位
相 

渡 

邊 

洋 

子 

128 

三
一-

一 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

新
潟
大
学 

人
文
科
学
研
究 

一
三
五 

  

『
東
山
往
来
』
の
文
章
構
造 

─
書
簡
文
体
と
注
釈
文
体 

磯 

貝 

淳 

一 

九
一 

(

一
四･

一
〇) 

と
を
繋
ぐ
問
答
形
式
─ 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

階
層
関
係
を
表
わ
す
「
た
」 

―
小
説
テ
ク
ス
ト
で
の
過 

上 

田 

恭 

寿 

140 
 

一
七 

(

一
三･

二) 

去
を
表
わ
さ
な
い
「
た
」
の
考
察
か
ら
― 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

「
天
声
人
語
」
に
お
け
る
▼(

飛
び
石)

記
号
に
つ
い
て 
倉 
橋 

求 

美 

一
〇
五 

 

一
八 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
中
部
言
語
学
会 

A
rs Linguistica 

20 

絵
本
に
お
け
る
「
語
り
」
の
ス
タ
イ
ル
シ
フ
ト 

─
視
座 

田 

村 
敏 

広 

150 
(

一
三･

一
一) 

の
同
化
と
入
り
込
み
─ 

 
 

日
本
文
学
協
会 

日
本
文
学 

六
三-

七 
 

談
義
書
・
論
義
書
に
お
け
る
文
体
と
表
記 

渡 

辺 

麻
里
子 
一
一
七 

(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

姫
路
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
七 

  

言
文
一
致
体
と
現
代
日
本
語
と
の
関
係
性 

翻
訳
『
小
公 

ク
ロ
ス 

尚 

美 
161 

(

一
四･

一) 

子
』
に
み
ら
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現
の
比
較
を
通
し
て 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

二
〇 

西
東
三
鬼
の
所
謂
「
診
療
俳
句
」
の
文
章
心
理
学
的
解
析 

北 

野 

元 

生 

一
二
三 

(

一
三･

一
一) 

―
平
畑
静
塔
の
「
診
療
俳
句
」
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
学 

漢
文
的
ス
タ
イ
ル
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
へ 

─
曽
我 

田 

島 
 
 

優 

一
三
五 

ノ
ー
ト 

四
九 

(

一
四･

七) 

物
語
の
場
合
─ 

 
 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
二 

 

森
鷗
外
「
そ
め
ち
が
へ
」
の
文
章
に
つ
い
て 

―
同
時
代 

藤 

田 

保 

幸 

169 
(

一
三･

三) 

文
語
作
品
二
、
三
と
の
比
較
か
ら
― 

 
 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
三 
 

森
鷗
外
訳
「
新
浦
島
」
の
文
章
に
つ
い
て 

─
デ
ス
・
マ 

藤 

田 

保 

幸 

178 
(

一
四･

三) 

ス
体
を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
  

二 

音
声
・
音
韻 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

九 
  

『
名
目
抄
』
所
載
の
通
秀
点
に
つ
い
て 

上 

野 

和 

昭 

一
四
三 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

九 
  

近
世
期
に
お
け
る
「
つ
め
る
」「
の
む
」 

―
四
つ
仮
名
、 

坂 

本 

清 

恵 

一
五
四 

(

一
三･

一
二) 

舌
内
入
声
音
、
連
声
の
注
記
を
め
ぐ
っ
て
― 
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茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
一 

  

表
記
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
発
音
に
与
え
る
影
響 

―
若
年 

ア
ン
ト
ン
・ 

186 
(

一
三･

二) 

層
日
本
語
話
者
に
よ
る
「
ヴ
」
単
語
読
み
上
げ
実
験
の
結 

 

ア
ン
ド
レ
エ
フ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

果
か
ら
― 

 
 

大
阪
大
学 

O
U

PEL; O
saka U

niversity  
H

Y
PO

C
O

R
ISTIC

 FO
R

M
ATIO

N
 IN

 K
A

N
SA

I  
Y

U
SU

K
E 

 
 

190 
Papers in English Linguistics 

16 
 

JA
PA

N
ESE

 
 
 

IM
A

N
ISH

I 
(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
研
究 
三
九 

 

判
定
要
求
の
質
問
文
に
お
け
る
疑
問
型
上
昇
調
と
そ
の
音 

郡 
 
 

史 

郎 

203 
(

一
三･

三) 

声
的
特
徴 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文 

 

『
日
葡
辞
書
』
の
開
拗
長
音
表
記
と
ア
ク
セ
ン
ト
の
相
関 

竹 

村 

明
日
香 

215 

一
二
二 

(

一
四･

一
二) 

─
漢
語
の
例
を
中
心
に
─ 

 
 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 
終
助
詞｢

よ｣ ｢

ね｣

の
音
調
に
つ
い
て 

―
日
本
語
音 

轟 

木 

靖 

子 

223 

一
三
九 

(

一
三･

三) 

声
教
育
の
視
点
か
ら
― 

山 

下 

直 

子 
 

岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

人
文
科
学 

 

い
き
も
の
が
か
り
の
言
語
学
２
～
対
句
表
現 

山 

田 

敏 

弘 

228 

六
二-

二 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

テ
形
・
音
便
・
ア
ク
セ
ン
ト 

笠 

間 

裕
一
郎 

233 

一
一
八 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差 

―
親
鸞
加
点 

佐
々
木 

 
 

勇 

一
六
一 

語
国
文 

八
二-

一 
(

一
三･

一) 

本
を
資
料
と
し
て
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

中
国
資
料
に
見
え
る
室
町
時
代
の
ハ
行
子
音
音
価
の
再
検 

馬 
 
 

之 

濤 

一
七
一 

語
国
文 

八
三-

四 
(

一
四･

四) 

討 

─
『
日
本
国
考
略
』
を
中
心
に
─ 

 
 

杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
五 

 

持
続
時
間
及
び
高
さ
の
変
動
が
長
音
の
知
覚
に
与
え
る
影 

嵐 
 
 

洋 

子 

243 
(

一
三･

三) 

響 

―
中
国
語
北
方
方
言
を
母
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
対
象
と
し
た
調
査
報
告
― 

 
 

金
城
学
院
大
学
論
集 

人
文
科
学
編 

一
〇-

二 
B

ernard B
loch

が
聞
い
た
日
本
語 

─
母
音
の
無
声
化 

池 

田 

菜
採
子 

248 
(

一
四･

三) 

と
脱
落
に
焦
点
を
あ
て
て
─ 

 
 

熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要 

一
九 

 

発
語
失
行
者
の
発
話
分
析
と
そ
の
発
話
方
略 
馬 
場 

良 

二 

253 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋 
本 

幸 

成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 
山 
浩 

美 
 

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学 

平
成
生
ま
れ
の
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
規
則 

─
音
節
優
位 

柴 

田 
知
薫
子 

264 

編 

六
三 

(

一
四･

二) 

の
リ
ズ
ム
感
─ 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
五 

Form
ant frequencies as possible a correlate of  

Yukiko  
 

268 
(

一
四･

三) 
Japanese accent 

 
 

 Sugiyam
a 

 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

七 
(

一
三･

三) 

特
殊
仮
名
「
エ
」
の
甲
類
と
乙
類
に
つ
い
て 

―
中
日
の 

王 
 
 

永 

萍 

276 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

音
韻
体
系
の
つ
な
が
り
を
中
心
に
― 

 
 

神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
文
論
叢 

漢
音
声
調
に
お
け
る
上
声
・
去
声
間
の
声
調
変
化 

 

石 

山 

裕 

慈 

一
八
〇 

 

四
八 

(

一
四･

三) 

─
日
本
漢
文
の
場
合
─ 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

六 
 

日
本
語
教
育
現
場
に
お
け
る
ガ
行
鼻
濁
音
に
つ
い
て 

吉 

田 

潤 

子 

286 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
話
し
言
葉
に
お
け
る
複
合
境
界
音
調
の
役
割 

小 

磯 

花 

絵 

298 

ビ
ュ
ー 

四-

二 
(

一
三･

一
〇) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
書
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｄ
の
開
発 

峯 

松 

信 

明 

302 

ビ
ュ
ー 

四-

三 
(

一
四･

二) 

と
利
用 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

「
ピ
ッ
チ
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
の
多
様
性 

窪 

薗 

晴 

夫 

306 

ビ
ュ
ー 

五-

一 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

連
濁
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
畳
語 

テ
ィ
モ
シ
ー
・ 

310 

ビ
ュ
ー 

五-

一 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ｊ
・
バ
ン
ス 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

日
本
語
借
用
語
に
お
け
る
二
種
類
の
促
音
化 

大 

滝 

靖 

司 

313 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 

連
濁
生
起
の
傾
向
と
定
着
化 

浅 

井 
 
 

淳 

325 
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国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 
Testing R

osen's R
ule and Strong Lym

an's Law
 

K
AW

A
H

A
R

A
  

 

334 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 Shigeto

 
 

 
SA

N
O

  
 

 
 

 
 

Shin-ichiro 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 
七 

(

一
四･

五) 

日
本
民
謡
の
大
規
模
音
楽
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
旋
律
の
構 

河 

瀬 

彰 

宏 

339 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

造
抽
出 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･
五) 

日
本
語
と
諸
言
語
に
お
け
る
借
用
語
の
重
子
音
化 

大 

滝 

靖 

司 

354 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 

終
戦
前
の
辞
典
に
示
さ
れ
た
複
合
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を 

塩 

田 

雄 

大 

368 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

め
ぐ
っ
て 

─
帰
納
的
記
述
と
演
繹
的
規
範
─ 

 
 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
社
会
学
科
・
言
語 
明
治
時
代
以
降
の
「
～
川
」
の
連
濁
と
非
連
濁
に
つ
い
て 

城 

岡 

啓 

二 

375 

文
化
学
科
研
究
報
告 

人
文
論
集 

 
 

 

六
四-

一･

二 
(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科
編 

 

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号 

浅 

田 

健
太
朗 

一
八
六 

島
大
言
語
文
化 

三
六 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

ピ
ッ
チ
動
態
か
ら
み
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
語
末
促
音
の
性
格 

那 

須 

昭 

夫 

389 
 

六
五 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学 

語
学
研
究
所
論
集 

一
八 

言
語
音
声
の
聴
知
覚
研
究
の
た
め
の
ツ
ー
ル
構
築 

佐 

藤 

大 

和 

398 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

益 

子 

幸 

江 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

四
拍
語
に
お
け
る
外
来
語
ア
ク
セ
ン
ト
規
則
と
連
母
音 

白 

勢 

彩 

子 

407 
 

六
五 

(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
工
業
大
学
Ｆ
Ｌ
Ｃ
言
語
文
化
研
究
会 

Ｆ 

日
本
語
に
お
け
る
外
来
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
の
ゆ 

長 
 
 

こ
ず
え 

411 

Ｌ
Ｃ
言
語
文
化
論
集 

PO
LY

PH
O

N
IA

 
6 

 

れ 

─
ペ
ア
に
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
─ 

 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

雲
雀
野 

三
六 

  

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
発
音
に
つ
い
て 

氏 
 
 

平 

明 

419 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
範
疇
知
覚
検
証
実
験
に
お
け
る
端 
梁 

 
 
 
 

辰 

425 

学 

二
八 

(

一
四･

一
二) 

点
の
正
規
化
に
つ
い
て 

─/aka/

を
例
に
─ 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

日
本
語
母
音
無
声
化
判
定
の
信
頼
性
に
つ
い
て 

─
音
響 

蘇 
 
 

迪 

亜 

433 

学 

二
八 

(

一
四･

一
二) 

分
析
と
聴
取
判
定
を
基
に
─ 

 
 

名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・
日 

日
本
語
リ
ズ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
と
呼
気
の
継
続
時
間
お
よ
び
総 

鹿 

島 
 
 

央 

441 

本
文
化
論
集 

二
〇 

(

一
三･

三) 

流
量
と
の
関
係 

―
日
本
語
母
語
話
者
と
イ
ギ
リ
ス
英
語 

橋 

本 

慎 

吾 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
母
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
と
の
比
較
― 

 
 

名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・
日 

Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｖ
構
造
を
も
つ
リ
ズ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
に
関
す
る
音
響 

鹿 

島 
 
 

央 

457 

本
文
化
論
集 

二
一 

(

一
四･

三) 

的
お
よ
び
生
理
的
分
析 

橋 

本 

慎 

吾 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

国
際
開
発
研
究
フ
ォ
ー 

日
本
語
に
お
け
る
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
型
と
終
助
詞
機
能 

大
島
デ
イ
ヴ
ィ
ッ 

470 

ラ
ム 

四
三 

(

一
三･

三) 

の
相
関
に
つ
い
て 

ド
義
和 

 

新
潟
大
学 

人
文
科
学
研
究 

一
三
二 

  

平
曲
譜
本
『
吟
譜
』
の
息
継
ぎ
点 

鈴 

木 

孝 

庸 

二
〇
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ 

四
書
の
訓
読
に
お
け
る
字
音
の
諸
問
題 

―
口
語
的
字
音 

佐 

藤 
 
 

進 

479 

ム 

日
本
漢
文
学
研
究 

八 
(

一
三･

三) 

か
ら
規
範
的
字
音
へ
― 

 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

七
〇-

一
〇 

(

一
四･

一
〇) 

母
音
の
フ
ォ
ル
マ
ン
ト
分
析 

─
過
程
と
仮
定
を
知
る
─ 

廣 

谷 

定 

男 

486 
 

日
本
音
声
学
会 

音
声
研
究 

一
七-

一 
 

ソ
ウ
ル
方
言
話
者
と
慶
尚
道
方
言
話
者
に
よ
る
日
本
語
ア 

稲 

田 

朋 

晃 

490 
(

一
三･

四) 

ク
セ
ン
ト
核
の
ピ
ッ
チ
知
覚 

―
知
覚
の
離
散
性
に
注
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
― 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
四 

  
A

 C
orpus-B

ased Study of G
em

inate D
evoicing in  

SH
IN

-ICH
IRO

  
 

495 
(

一
三･

九) 
Japanese: The R

ole of the O
C

P and External 
 

 
 

 
 

SA
N

O
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Factors 
SH

IG
ETO

  
 

 
 

 
K

AW
A

H
A

RA
 

 

日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
目
白 

 

文
楽
に
お
け
る
連
声 

坂 

本 

清 

恵 

二
〇
七 

五
二 

(

一
三･

二) 
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日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
語
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
け
る
ポ
ー
ズ
の
規
範 

試
案 

高 

村 

め
ぐ
み 

503 

一
〇
七 

(

一
三･
六) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
本
呉
音
の
江
摂
字
に
つ
い
て 

全 
 
 

昌 

煥 

509 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

権 
 
 

海 

順 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
漢
音
に
つ
い
て 

佐
々
木 

 
 

勇 

二
一
四 

二
一
九 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
日
本
語
教
育
研
究 

二
五 

 

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
習
得
に
必
要
な
能
力
と
は 

 

高 

橋 

恵
利
子 

518 
(

一
四･

三) 

─
英
語
母
語
話
者
を
対
象
に
─ 

 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 
清
原
宣
賢
加
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』
の
反
切
注
に
つ
い
て 

坂 

水 

貴 

司 

二
二
〇 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
三 

 
 

 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 

復 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
『
史
記
抄
』
清
原
宣 

坂 

水 

貴 

司 

二
二
五 

刊
四 

(

一
三･

七) 

賢
書
写
部
分
に
お
け
る
漢
字
音
の
音
形
に
つ
い
て 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
学 

サ
変
名
詞
を
後
部
要
素
と
す
る
「
二
字
漢
語
＋
二
字
漢
語
」 

渡 

邊 

ゆ
か
り 

522 

誌 

四
三 

(

一
三･

一
二) 

型
複
合
名
詞
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
句
分
割
の
生
起
要
因 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

首
都
圏
在
住
女
子
大
学
生
に
お
け
る
場
面
別
母
音
体
系
と 

齋 

藤 

孝 

滋 

535 

四
八 

(

一
四･

三) 

パ
ラ
言
語
的
要
素
に
関
す
る
音
響
音
声
学
的
考
察 

亀 

井 

里 

奈 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加 

藤 

主 

紗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥 

村 

ひ
か
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川 

口 

か
す
み 

 

文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部
・
文
京
学
院
短
期 

字
音
形
態
素
「
サ
ン(

山)

」
を
後
部
成
素
と
す
る
派
生
語 

鈴 

木 
 
 

豊 

553 

大
学
紀
要 

一
二 

(

一
三･

二) 

の
連
濁
に
つ
い
て 

 
 

文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部
・
文
京
学
院
短
期 

字
音
形
態
素
「
チ
ュ
ウ(

中)

」
と
「
ジ
ュ
ウ(

中)

」
の
関 

鈴 

木 
 
 

豊 

561 

大
学
紀
要 

一
三 

(

一
四･

二) 

係
に
つ
い
て 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会 

語
学
文
学 

 

『
後
奈
良
院
御
嵎
何
曽
』｢

は
は
に
は
…
…｣

の
謎
々
は
ハ 
吉 

見 

孝 

夫 

二
三
二 

五
二 

(

一
三･

一
二) 

行
頭
子
音
の
証
拠
た
り
得
る
か 

 
 

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学 

二
四 

(

一
三･

六) 

『
倭
訓
栞
』
に
お
け
る
仮
字
反 

前 
田 
由 

香 

二
三
八 

 

安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

日 

漢
訳
仏
典
の
「
引
」
注
記
と
原
節
博
士
の
機
能 

沼 

本 
克 
明 

二
四
四 

本
語
学
日
本
文
学
専
攻 

一
七 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

龍
谷
大
学 

龍
谷
紀
要 

三
五-

二 
(

一
四･

三) 

落
語
「
く
っ
し
ゃ
み
講
釈
」
に
お
け
る
話
芸
語
り
口
の
音 

角 

岡 

賢 

一 
572 

 

響
分
析 
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第
四
分
冊
増
刊
（
方
言
） 

 

方 

言 
 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 
一
五 

 

愛
媛
県
今
治
市
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て 

秋 

山 

英 

治 

1 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大
分
大
学 

国
語
の
研
究 

三
八 

(

一
三･
三) 

「
豊
日
方
言
」
の
研
究
課
題 

日 

高 

貢
一
郎 

9 
 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

一
〇
二 

 
テ
形
動
詞
に
関
す
る
音
韻
規
則
の
一
般
性
と
特
殊
性 

黒 

木 

邦 

彦 

14 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐
方
言
に
お
け
る
準
体
助
詞 

野 

間 

純 

平 

18 

ー
ト 

一
一 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐
方
言
に
お
け
る
逆
接
表
現 

野 

間 

純 

平 

23 

ー
ト 

一
一 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐
大
宮
に
お
け
る
行
為
指
示
表
現 

酒 

井 

雅 

史 

30 

ー
ト 

一
一 

(

一
三･

三) 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

福
岡
市
若
年
層
方
言
に
お
け
る
二
つ
の
ゴ
ト
の
形
態
統
語 

原 

田 

走
一
郎 

37 

ー
ト 

一
二 

(

一
四･

三) 

的
違
い 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

大
阪
方
言
に
お
け
る
準
体
助
詞
ン
・
ノ
・
ノ
ン 

 

野 

間 

純 

平 

42 

ー
ト 

一
二 

(

一
四･

三) 

─
ノ
ン
の
分
布
を
中
心
に
─ 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

兵
庫
県
神
戸
市
方
言
に
お
け
る
条
件
言
い
さ
し
形
に
よ
る 

酒 

井 

雅 

史 

48 

ー
ト 

一
二 

(

一
四･

三) 

行
為
指
示
表
現 

 
 

沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
紀
要 

南
島 

与
論
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

一) 
上 

野 

善 

道 

55 

文
化 

三
六 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究 

 

南
琉
球
・
多
良
間
島
方
言
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
形
式 

下 

地 
賀
代
子 

66 

一
七-

二 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
二 

避
難
生
活(

震
災
原
発
等)

に
よ
る
小
中
学
生
の
日
常
言
語 

小 

林 

初 

夫 

76 
(

一
四･

三) 

へ
の
影
響 

─
福
島
県
南
相
馬
市
小
高
区
に
お
け
る
言
語 

安 

部 

清 

哉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
識
調
査
─ 

 
 

神
田
外
語
大
学
大
学
院 

言
語
科
学
研
究 

 

大
井
川
上
流
域
に
お
け
る
言
語
変
化 

―
三
〇
年
前
の
調 

木 

川 

行 

央 

103 

一
九 

(

一
三･

三) 

査
結
果
と
の
比
較
か
ら
― 

 
 

岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

人
文
科
学 

 

岐
阜
方
言
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現 

山 

田 

敏 

弘 

113 

六
二-

一 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

人
文
科
学 

 

愛
知
県
尾
張
地
方
郡
市
町
村
史
に
見
ら
れ
る
方
言
記
述
・ 

山 

田 

敏 

弘 

120 

六
三-

一 
(

一
四･

一
〇) 

研
究 

 
 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

レ
ザ
ノ
フ
『
日
本
語
学
習
の
手
引
き
』
第
九
章｢

会
話｣

篇 

江 

口 

泰 

生 

126 

一
一
六 

(

一
三･

一
二) 

か
ら
み
た
一
八
世
紀
末
石
巻
方
言
の
敬
語 

 
 

京
都
大
学
言
語
学
研
究 

三
三 

(

一
四･

一
二) 

大
分
県
杵
築
市
方
言
の
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
そ
の
歴 

平 

子 

達 

也 

135 
 

史
的
考
察 

五
十
嵐 

陽 

介 
 

京
都
西
山
短
期
大
学 

西
山
学
苑
研
究
紀
要 

 
｢

サ
詠
嘆
法｣

の
研
究
史
と
そ
の
問
題
点 

―
表
現
的
特
質 

濱 

中 
 
 

誠 

151 

八 
(

一
三･

三) 

な
ど
に
着
目
し
て
― 

 
 

金
城
学
院
大
学
日
本
語
日
本
文
化
学
会 

金
城 

二
〇
世
紀
末
の
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
方
言
点
描 

 

下 

野 

雅 

昭 

159 

日
本
語
日
本
文
化 

九
〇 

(

一
四･

三) 

─
山
崎
香
織
資
料
を
分
析
し
て
─ 

安 

田 

な
つ
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神 

谷 

沙 

希 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太 

田 

彩 

香 
 



(51-4増) 
27 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

阿
蘇
文
書
に
見
え
る
九
州
方
言
的
な
中
世
記
録
語
を
め
ぐ 

堀 

畑 

正 

臣 

一 

学
研
究 

四
八 

(
一
三･

二) 

っ
て 

 
 

語
彙
研
究
会 

語
彙
研
究 

一
一 

(

一
四･

三) 

一
八
世
紀
尠
隅
方
言
に
お
け
る
現
代
共
通
語 

駒 

走 

昭 

二 

167 
 

高
知
県
立
大
学
紀
要 

文
化
学
部
編 

六
二 

 

琉
球
に
お
け
る
呪
詞
・
呪
言
と
神
歌
の
名
称
に
関
す
る
比 

橋 

尾 

直 

和 

171 
(

一
三･

三) 

較
言
語
学
的
考
察 

 
 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 
Verb Inflection in C

lassical G
okayam

a D
ialect 

K
U

R
O

K
I 
 
 

177 

四
九 

(

一
三･

三) 
 

 
 
 

K
unihiko 

 

神
戸
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
九 

 

奄
美
大
島
瀬
戸
内
町
方
言
の
格
形
式 

―
ニ
格
・
デ
格
相 

齊 

藤 

美 

穂 

187 
(

一
三･

三) 
当
形
式
を
中
心
に
― 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
会 

神
戸
外
大
論
叢 

京
阪
方
言
の
比
較 

─｢

の
だ｣

、
敬
語
、
否
定
、
引
用
の 

中 

井 

幸
比
古 

198 
 

六
四-

三 
(

一
四･

三) 
｢

と｣
、
語
尾
の
ス
・
ル
、
擬
古
方
言
─ 

 
 

神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会 

神
女
大
国
文 

 

山
口
東
部
方
言
に
お
け
る
条
件
表
現
形
式
「
ト
」 

舩 

木 

礼 

子 

214 

二
五 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

橋 

本 

礼 

子) 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

奄
美
喜
界
島
方
言
の
親
族
語
彙 

─
お
父
さ
ん
・
お
母
さ 

木 

部 

暢 

子 

219 

ビ
ュ
ー 

五-

二 
(

一
四･

一
〇) 

ん
・
お
爺
さ
ん
・
お
婆
さ
ん
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

方
言
分
布
の
変
化
を
と
ら
え
た
！ 

大 

西 

拓
一
郎 

225 

ビ
ュ
ー 

五-

二 
(

一
四･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

喜
界
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

二) 

上 

野 

善 

道 

230 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 

ガ
行
鼻
音
の
衰
退
過
程
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て 

 

南 

部 

智 

史 

247 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
札
幌
と
富
良
野
の
言
語
調
査
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
─ 

朝 

日 

祥 

之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相 

澤 

正 

夫 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 

南
琉
球
・
多
良
間
島
方
言
の
格
再
考 

─ni:

格
、N

ka
格 

下 

地 

賀
代
子 

257 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
─ 
 

 

信
州
大
学
人
文
学
部 

人
文
科
学
論
集 

文
化 

終
助
詞
を
用
い
た
推
量
表
現 

―
談
話
論
に
よ
る
松
本
方 

沖 
 
 

裕 

子 

269 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
編 

四
七 

 

言
の
分
析
― 

 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

信
州
大
学 

人
文
科
学
論
集 

一 
(

一
四･

三) 

徳
之
島
方
言
の
音
節
頻
度
表
か
ら
何
が
分
か
る
か 

沢 

木 

幹 
栄 

276 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

人
文
科
学 

五
二 

 

琉
球
古
典
音
楽
の
詩
歌
の
日
・
英
・
西
語
訳 

Ⅲ -
 

２ 

田 

仲 
 
 

勉 
280 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

筑
波
大
学
地
域
研
究 

三
四 

(

一
三･

三) 
｢

国
語｣

論
的
視
点
か
ら
み
た
大
正
期
日
本
の
一
地
方
に 

一 

宮 

由
布
子 

289 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
け
る
言
語
使
用
状
況 

 
 

津
田
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
報 

二
九 

 

東
北
方
言
に
見
ら
れ
る
無
声
化
の
方
向
性
と
そ
の
多
様
性 

橋 

本 

文 

子 

300 
(

一
四･

七) 

に
つ
い
て 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(

一
三･

九) 

三
重
県
尾
鷲
市
方
言
の
複
合
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て 

平 

田 
 
 

秀 

306 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(

一
三･

九) 

青
森
市
方
言
の
動
詞
化
接
尾
辞
「
ガ
ル
」 

大 

槻 

知 

世 

317 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(

一
三･

九) 

日
本
語
諸
方
言
の
四
モ
ー
ラ
畳
語
を
比
較
す
る
試
み 

高 

山 

林
太
郎 

322 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
五 

(

一
四･

九) 

福
井
県
あ
わ
ら
市
の
ア
ク
セ
ン
ト
分
布 

松 

倉 

昂 

平 

343 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
五 

(

一
四･

九) 

地
域
差
に
基
づ
く
淡
路
方
言
の
下
位
区
分
の
試
み 

中 

澤 

光 

平 

350 
 

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文 

A
nticausativization in the H

okkaido dialect of  
SA

SA
K

I, K
an 

 

365 

化
研
究
所 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
言
語
と
言 

Japanese 
 

語
学 

七 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

鹿
児
島
県
の
国
語
教
育
に
お
け
る
標
準
語
／
方
言
イ
デ
オ 

前 

田 

達 

朗 

372 

日
本
語
・
日
本
学
研
究 

三 
(

一
三･

三) 

ロ
ギ
ー 

―
戦
中
の
「
指
導
書
」
と
戦
後
の
教
育
雑
誌
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
が
か
り
と
し
て
― 
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東
北
大
学
大
学
院 

東
北
文
化
研
究
室
紀
要 

 

言
語
行
動
の
枠
組
み
に
基
づ
く
方
言
会
話
記
録
の
試
み 

小 

林 
 
 

隆 

382 

五
五 

(

一
四･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 

間 

早 

俊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 

喜 

美 

佳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

亜 

実 
 

徳
島
大
学
国
語
国
文
学 
二
六 

(

一
三･

三) 

生
活
環
境
が
生
ん
だ
こ
と
ば 

―
姫
路
市
海
岸
地
域
を
例 

峪 

口 

有
香
子 

400 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
し
て
― 

 
 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部 

人
間
社
会
文
化
研
究 

淡
路
島
方
言
の
実
時
間
上
の
言
語
変
化 

─
『
瀬
戸
内
海 

峪 

口 

有
香
子 

412 
 

二
二 

(

一
四･

一
二) 

言
語
図
巻
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
─ 

平 

井 

松 

午 
 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部 

言
語
文
化
研
究 

 

存
在
動
詞
「
い
る
」
「
お
る
」
に
み
る
九
州
本
島
部
に
お 

塩 

川 

奈
々
美 

422 

二
二 

(

一
四･

一
二) 
け
る
待
遇
表
現 

清 

水 

勇 

吉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

江 

信 

介 
 

富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要 

五
八 

(

一
三･

二) 

多
治
見
方
言
に
お
け
る
連
母
音
の
長
母
音
化
に
つ
い
て 

安 

藤 

智 

子 

428 
 

鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

語
文
と
教
育 

高
知
市
方
言
に
お
け
る
文
末
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
ニ
カ 

橋 

尾 

直 

和 

447 
 

二
八 

(

一
四･

八) 

ー
ラ
ン
」
の
意
味
論
的
考
察 

 
 

西
日
本
国
語
国
文
学
会 

西
日
本
国
語
国
文
学 

鹿
児
島
方
言
の｢

イ
ッ｣
と｢

イ
タ
ッ｣ 

─
テ
キ
ス
ト
を 

木 

部 

暢 

子 

458 
 

一 
(

一
四･

七) 

使
っ
た
方
言
研
究
の
実
践
─ 

 
 

日
本
語
学
研
究
と
資
料
の
会 

日
本
語
学 

研 

福
岡
方
言
文
末
詞
バ
イ
の
機
能 

笠 
 
 

万
裕
美 

465 

究
と
資
料 

三
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
五 

 

デ
ー
タ
統
合
・
共
有
を
目
指
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
言
語
地
図
の
構 

林 
 
 

直 

樹 

471 
(

一
三･

三) 

築 

―
成
果
公
開
サ
イ
ト
「
日
本
大
学
文
理
学
部
Ｗ
ｅ
ｂ 

田 

中 

ゆ
か
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言
語
地
図
」
の
試
み
― 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
七 

 

ネ
ッ
ト
系
若
者
こ
と
ば
の
地
域
差
と
そ
の
背
景 
―
首
都 

田 

中 

ゆ
か
り 

477 
(

一
三･

一
二) 

圏
・
関
西
・
広
島
の
大
学
に
通
う
学
生
と
そ
の
親
に
対
す 

林 
 
 

直 

樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
― 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
五
〇 

 
｢

あ
い
ま
い
性｣

を
捉
え
る
た
め
の
音
響
的
指
標
の
検
討 
林 

 
 

直 

樹 

492 
(

一
四･

一
二) 

と
分
析
デ
ー
タ
の
構
築 

─
首
都
圏
東
部
域
を
中
心
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
─ 

 
 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
二 

 

宮
古
島
与
那
覇
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
交
替 

―
三
モ
ー
ラ 

松 

森 

晶 
子 

502 
(

一
三･

三) 

の
フ
ッ
ト
を
持
つ
方
言
― 

 
 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
三 

 

多
良
間
島
の
ア
ク
セ
ン
ト
規
則
を
再
検
討
す
る 

松 

森 

晶 

子 
513 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

岡
山
に
お
け
る
連
母
音
の
融
合
状
況 

―
多
人
数
調
査
か 

尾 

崎 

喜 

光 

525 

学
会 

清
心
語
文 

一
五 

(

一
三･

九) 

ら
見
る
― 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

岡
山
に
お
け
る
連
母
音
の
融
合
状
況(

二) 

─
「
岡
山
市 

尾 

崎 

喜 

光 

531 

学
会 

清
心
語
文 

一
六 

(

一
四･

九) 

民
調
査
」
か
ら
見
る
─ 

 
 

弘
前
大
学
国
語
国
文
学 

三
五 

(

一
四･

三) 

沖
縄
県
池
間
島
方
言
の
風
位
語
彙 

志 

村 

文 

隆 

540 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

日
本
語
方
言
文
末
詞
の
生
成
と
発
展 

町 
 
 

博 

光 

548 

二
一
七 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 
 

男
性
の
一
人
称
代
名
詞
の
地
理
的
分
布 

─
『
方
言
文
法 

小 

畠 

裕 

将 

555 

一
〇(

復
刊
五) 

(

一
四･

七) 

全
国
地
図
』
を
用
い
て
─ 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
個
人
差 

―
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
ア 

佐 

藤 

亮 

一 

561 

四
七 

(

一
三･

二) 

ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
― 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

方
言
に
お
け
る
意
味
の
諸
相 

─
と
こ
ろ
変
わ
れ
ば
意
味 

佐 

藤 

亮 

一 

569 

四
八 

(

一
四･

三) 

も
変
わ
る
─ 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

栃
木
県
に
お
け
る
気
づ
か
な
い
方
言 

仲 

村 

侑 

子 

576 

四
八 

(

一
四･

三) 
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福
岡
大
学
研
究
部
論
集 

Ａ
：
人
文
科
学
編 

 

九
州
・
山
口
七
県
に
お
け
る
不
快
感
を
表
す
形
容
語
の
県 

山 

県 
 
 

浩 
* 

一
三-

四 
(

一
四･
一) 

内
差 

─
大
学
生
の
実
態
─ 

 
 

福
岡
大
学
人
文
論
叢 
四
六-

三 
(

一
四･

一
二) 

九
州
七
県
主
要
地
域
に
お
け
る
不
快
感
を
表
す
形
容
語
の 

山 

県 
 
 

浩 
* 

 

枠
組
み 

─
大
学
生
の
実
態
─ 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

第
一
分
冊 

文
科
編 

 

依
頼
の
場
面
の
談
話
分
析(

二) 

─
大
分
県
方
言
第
二
次 

杉 

村 

孝 

夫 

582 

六
三 

(

一
四･

二) 

調
査
資
料
に
よ
る
─ 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

第
一
分
冊 

文
科
編 

 

音
調
か
ら
み
た
福
岡
市
博
多
方
言
の
感
情
表
出
文 

坪 

内 

佐
智
世 

599 

六
三 

(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

福
岡
教
育
大
学
国
語
科
研
究
論
集 

五
四 

  
方
言
研
究
の
一
方
法
と
し
て
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー 

杉 

村 

孝 

夫 

606 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
久
島 

鈴 

沙 
 

方
言
・
音
声
研
究
会 

方
言
・
音
声
研
究 

七 

阿
波
弁
「
懲
り
上
げ
る
」
に
つ
い
て 

高 

田 

豊 

輝 

615 
(

一
四･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

竹
富
島
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
と｢

系
列
別
語
彙｣ 

 

ウ
エ
イ
ン
・ 

617 

三
七 

(

一
三･

三) 

─
附 

竹
富
島
方
言
版
「
北
風
と
太
陽
」
― 

 
 

ロ
ー
レ
ン
ス 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

南
琉
球
・
宮
古
伊
良
部
島
に
み
る
無
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
の 

永
野
マ
ド
セ
ン 

629 

三
七 

(

一
三･

三) 

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 

泰 

子 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

沖
縄
県
名
護
市
幸
喜
方
言
の
擬
声
擬
態
語
語
彙 

か
り
ま
た 

639 

三
七 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 

 
 

仲 

間 

恵 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

城 

萬 

勇 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

続
古
見
方
言
の
基
礎
語
彙(

二) 

加
治
工 

真 

市 

660 

三
七 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

琉
球
与
那
国
方
言
体
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

二) 
上 

野 

善 

道 

671 

三
七 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

ア
グ
ノ
エ
ル
の
記
し
た
久
高
方
言 

石 
崎 

博 

志 

688 

三
七 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ
エ
イ
ン
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ロ
ー
レ
ン
ス 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

竹
富
島
方
言
の
い
く
つ
か
の
表
現
の
使
い
分
け 

─
指
小 

ウ
エ
イ
ン
・ 

698 

三
八 

(

一
四･

三) 

辞
・
あ
な
た
・
誰
・
ど
こ
・
こ
と
が
あ
る
・
せ
ず
に
─ 

 
 

ロ
ー
レ
ン
ス 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

琉
球
語
宮
古
狩
俣
方
言
の
音
韻
と
文
法 

衣 

畑 

智 

秀 
706 

三
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 
 
 

由 

華 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

琉
球
与
那
国
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

三) 

上 

野 

善 

道 

723 

三
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

沖
縄
県
名
護
市
幸
喜
方
言
の
擬
声
擬
態
語
語
彙 

─
和
琉 

か
り
ま
た 

* 

三
八 

(

一
四･

三) 

辞
典
の
こ
こ
ろ
み 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 

 
 

仲 

間 

恵 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

城 

萬 

勇 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

続
古
見
方
言
の
基
礎
語
彙(

三) 

加
治
工 

真 

市 

735 

三
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

北
海
道
教
育
大
学
函
館
国
語
会 

函
館
国
語 

 

『
津
軽
道
中
譚
』
に
見
ら
れ
る
北
海
道
語
の
特
色 

吉 

田 

麻 

衣 

九 

二
八 

(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城 

近 

奈
緒
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏 

井 

邦 

男 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

日
本
海
沿
岸
地
域
に
お
け
る
方
言
と
標
準
語
使
用
の
実
態 

山 

下 

暁 

美 

746 

応
用
言
語
学
研
究 

一
五 
(

一
三･

三) 

―
否
定
辞
と
敬
語
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

タ
イ
プPD

'''

、PG

方
言
の
発
見 

―
熊
本
県
北
東
部
・ 

有 

元 

光 

彦 

753 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
二-

一･

二 
  

大
分
県
中
西
部
方
言
の
動
詞
テ
形
に
お
け
る
形
態
音
韻
現 

 
(

一
三･

一) 

象
― 
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横
浜
国
大
国
語
教
育
研
究 

三
九 

 

『
山
び
こ
学
校
』
か
ら
見
る
共
通
語
と
方
言 

小
野
寺 

泰 

子 

763 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯 

─
『
方 

彦 

坂 

佳 

宣 

一
六 

一
〇
〇 

(

一
四･

五) 

言
文
法
全
国
地
図
』｢

書
き
ま
す
か｣

を
主
と
し
て
─ 

 
 

琉
球
大
学 

言
語
文
化
論
叢 
八 

(

一
一･

三) 

宮
古
佐
良
浜
方
言
助
詞｢

ガ｣
｢

ヌ｣

の
研
究 

田 

名 

裕 

治 

767 
 

琉
球
大
学 

言
語
文
化
論
叢 

一
一 

 

言
語
地
図
か
ら
み
る
宮
古
方
言
の
身
体
語
彙 

中 

本 
 
 

謙 

777 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 

日
本
東
洋
文
化
論 

琉
球
宮
古
島
野
原
方
言
の
間
接
的
エ
ヴ
ィ
デ
ン
シ
ャ
リ
テ 

か
り
ま
た 

788 

集 

一
九 

(

一
三･

三) 
ィ 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 

 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 

日
本
東
洋
文
化
論 

北
琉
球
・
名
護
市
幸
喜
方
言
の
可
能
表
現
の
文 

か
り
ま
た 

795 

集 

二
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 

 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
け
る
三
拍
形
容
詞
の
ア
ク 

山 

岡 

華
菜
子 

807 

一
七
二 

(

一
四･

三) 

セ
ン
ト 

─
淡
路
島
・
大
阪
府
南
部
を
中
心
に
─ 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 
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第
五
分
冊
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
言
語
学
） 

 

一 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 
一
一 

 
｢

そ
う｣

に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る
同
意
の
強
弱 

 

杉 

浦 

秀 

行 

1 
(

一
三･

二) 

―
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
分
析
の
試
み
― 

 
 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
四 

 

日
本
語
敬
語
教
育
試
論 

村 

尾 

恵 

一 

11 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 
接
続
詞
に
注
目
し
た
大
学
講
義
理
解
の
試
み 

 

三 

宅 

若 

菜 

18 

教
育
論
叢 

九 
(

一
三･

三) 
―
専
門
科
目
の
講
義
を
も
と
に
― 

福 

島 

智 

子 
 

桜
美
林
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科 

言
語 

応
答
表
現
「
そ
う
で
す
」
の
意
味
と
用
法 

新 

屋 

映 

子 

24 

教
育
研
究 

三 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
研
究 

四
〇 

 

国
外
在
留
邦
人
が
語
る
東
日
本
大
震
災
：
対
面
の
場
に
お 

秦 
 
 

か
お
り 

* 
(

一
四･

三) 

け
る
意
見
交
渉
の
過
程
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
表
出
を
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

析
す
る 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

携
帯
メ
ー
ル
の
世
代
差 
―
大
阪
中
年
層
女
性
の
携
帯
メ 

白 

坂 

千 

里 

29 
 

四
七 

日
本
学
篇 

(

一
三･

一
二) 

ー
ル
か
ら
― 

 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
〇 

｢

満
洲
国｣

に
お
け
る
言
語
接
触 
―
新
資
料
に
見
ら
れ 

張 
 
 

守 

祥 

36 
(

一
二･

三) 

る
言
語
接
触
の
実
態
― 

 
 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

九 
 

朝
日
新
聞
に
お
け
る
皇
室
へ
の
敬
語
使
用
の
変
遷 

松 

本 
 
 

敦 

45 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
奈
川
大
学
言
語
研
究 

三
五 

(

一
三･

三) 

評
価
の
高
低
に
よ
る
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ア
ッ
ト
コ
ス
メ
」 

田 

中 

弥 

生 

60 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
お
け
る
談
話
構
造
の
特
徴 

―
修
辞
ユ
ニ
ッ
ト
分
析
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
い
て
― 
 

 

神
奈
川
大
学 

人
文
学
研
究
所
報 

五
二 

 

う
そ
と
皮
肉
は
ど
う
違
う
か 

こ
と
ば
の
使
用
か
ら
こ
こ 
武 
内 

道 

子 

72 
(

一
四･

八) 

ろ
を
み
る 

 
 

関
西
外
国
語
大
学
留
学
生
別
科
日
本
語
教
育
論 

M
orphem

ic C
ode-Sw

itching in Japanese/English  

武 

藤 
輝 

昭 

81 

集 

二
三 

(

一
三･

一
二) 

B
ilingualism

 
 

 

関
西
外
国
語
大
学
留
学
生
別
科
日
本
語
教
育
論 

C
oconstructing m

eaning through dialogic 
 

小 

村 

親 

英 

94 

集 

二
三 

(

一
三･

一
二) 

interaction: A
 B

akhtinian approach to 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

understanding the process of speech  
 

 
com

m
unication 

 
 

神
田
外
語
大
学
大
学
院 

言
語
科
学
研
究 

 

第
二
言
語
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

―
言
語
文
化
教
育
学 

堀 

場 

裕
紀
江 

105 

一
九 

(

一
三･

三) 

の
観
点
か
ら
― 

 
 

関
東
学
院
大
学
文
学
部 

比
較
文
化
論
集 

六 

国
際
観
光
に
お
け
る
言
語
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ 

内 

田 

真 

仁 

115 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
六 

日
本
語
の
和
ら
げ
表
現
に
つ
い
て 

―
『
試
論
』
の
諸
問 

三 

好 

準
之
助 

127 
(

一
三･

三) 

題
― 

 
 

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会 

和
漢
語
文
研
究 

進
行
管
理
の
発
話
に
お
け
る
「
～
テ
イ
タ
ダ
キ
マ
シ
ョ
ウ
」 

大
久
保 

加
奈
子 

141 
 

一
〇 

(

一
二･

一
一) 

の
機
能 

 
 

熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集 

六 

熊
本
市
内
方
言
に
お
け
る
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
ン
グ 

特
に 

吉 

里 

さ
ち
子 

148 
(

一
三･

九) 

ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
に
つ
い
て 

 
 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 

民
間
テ
レ
ビ
局
の
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
に
関
す
る
一
考
察 

 

甲 

斐 

千
代
子 

154 

四
九 

(

一
三･

三) 

―
送
り
手
と
受
け
手
の
間
の
、
読
み
方
と
語
彙
選
択
の
齟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

齬
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

国
際
基
督
教
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

｢

え
え｣

の
機
能
に
関
す
る
考
察 

―
文
学
作
品
の
用
例 

金 

山 

泰 

子 

159 
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
日
本
語
教
育
研
究 

九 
(

一
三･

三) 

分
析
を
通
し
て
― 

二 

宮 

理 

佳 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

会
話
コ
ー
パ
ス
の
共
有
化
に
向
け
て
：
転
記
方
式
の
自
動 

伝 
 
 

康 

晴 

165 

ビ
ュ
ー 

四-

二 
(

一
三･

一
〇) 

変
換 
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国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 

形
態
素
解
析
の
大
規
模
言
語
調
査
デ
ー
タ
へ
の
応
用 

 

松 

田 

謙
次
郎 

171 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
岡
崎
敬
語
調
査
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
に
お
け
る
名
詞
・
代
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詞
・
動
詞
の
相
対
頻
度
数
に
対
す
る
話
者
性
別
効
果
の
検 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

証
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 
七 

(

一
四･

五) 

黒
龍
江
省
方
正
県
に
お
け
る
日
本
語
を
中
心
と
す
る
言
語 

張 
 
 

守 

祥 

179 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

景
観 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･
一
一) 

在
日
外
国
人
の
多
言
語
使
用
に
対
す
るEthnolinguistic  

福 

永 

由 

佳 

185 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

V
itality Theory

の
適
応
可
能
性 

─
在
日
パ
キ
ス
タ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
の
事
例
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･

一
一) 

こ
と
ば
の
丁
寧
さ
の
経
年
変
化
と
社
会
的
要
因 

 

柳 

村 
 
 

裕 

194 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
岡
崎
敬
語
調
査
か
ら
─ 

 
 

駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

ク
ラ
ス
内
で
の
笑
い
と
言
語
的
・
非
言
語
的
イ
ン
タ
ー
ラ 

米 

金 

孝 

雄 

204 
 

ク
シ
ョ
ン 

―
メ
タ
記
号
分
析
― 

 
 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
九-

二 
 

日
本
語
の
反
応
詞
に
つ
い
て 

─｢

あ｣

は
ど
ん
な
機
能 

小 

出 

慶 

一 

215 
(

一
四･

三) 

を
持
つ
か 

 
 

相
模
女
子
大
学
紀
要 

社
会
系 

七
六
Ｃ 

 

メ
デ
ィ
ア
が
世
論
に
及
ぼ
す
影
響 

―
用
語
の
頻
度
と
政 

石 

井 

眞 

人 

222 
(

一
三･

三) 

権
支
持
率
の
関
係
― 

鈴 

木 

飛 

鳥 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗 

栖 

初 

季 
 

実
践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

学
生
の
辞
書
利
用
の
実
態
に
つ
い
て
の
小
調
査
４ 

 

大 

塚 

み 

さ 

226 

ョ
ン
学
科 

歌
子 

二
二 

(

一
四･

三) 

─
辞
書
媒
体
の
変
移
に
注
目
し
て
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
六-

一 

共
有
さ
れ
る
他
者
の
こ
と
ば 

―
選
挙
演
説
に
用
い
ら
れ 

大
久
保 

加
奈
子 

233 
(

一
三･

九) 

る
ゼ
ロ
型
引
用
表
現
の
分
析
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
六-

二 

非
優
先
行
為
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
産
出
さ
れ
る
優
先
行
為 

杜 
 
 

長 

俊 

240 
(

一
四･

三) 

の
応
答 

─
後
続
の
発
話
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
事
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
六-

二 

母
語
場
面
及
び
接
触
場
面
の
同
等
初
対
面
会
話
に
お
け
る 
嶋 

原 

耕 

一 

247 
(

一
四･

三) 

ア
ッ
プ
シ
フ
ト
に
つ
い
て 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
七-

一 

在
日
コ
リ
ア
ン
生
徒
の
属
性
と
使
用
言
語
の
関
係 
 

生 
越 
直 

樹 

252 
(

一
四･

九) 

─
韓
国
学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
し
て
─ 

 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

パ
ラ
オ
で
話
さ
れ
て
い
る
日
本
語
の
実
態 

―
戦
前
日
本 

ダ
ニ
エ
ル
・ 

260 
 

人
文
学
報 

日
本
語
教
育
学 

四
七
三 

 

語
教
育
経
験
者
と
若
年
層
日
本
滞
在
経
験
者
の
比
較
― 

 
 
 
 

ロ
ン
グ 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今 

村 

圭 

介 
 

昭
和
女
子
大
学 

生
活
心
理
研
究
所
紀
要 

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
・
ス
キ
ル
の
研
究 

 

河 

野 

義 

章 
275 

一
六 

(

一
四･

三) 

─
対
話
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
要
因
─ 

 
 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

｢

全
国
若
者
語
調
査｣

結
果
概
観 

憮 

水 

兼 

貴 

279 

国
文 

九
四 

(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

相
愛
大
学
研
究
論
集 

二
九 

(

一
三･

三) 
｢

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

を
考
え
る 

―
様
々
な
文
化 

森 

光 

有 

子 

292 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
相
違
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
― 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

会
話
の
中
で
相
手
に
共
感
で
き
な
い
場
合
の
発
話
の
特
徴 

釜 

田 

友
里
江 

300 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
一 

(

一
四･

二) 

─
相
互
行
為
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究
所 

語
学
研
究 

 

否
定
表
現
の
談
話
分
析
：
歌
詞
を
デ
ー
タ
と
し
て 

山 

田 

政 

通 

308 

一
二
八 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

中
央
学
院
大
学
人
間
・
自
然
論
叢 

三
八 
 

大
学
生
の
日
本
語
語
彙
力
に
対
す
る
自
己
評
価 

田 

島 

ま
す
み 

326 
(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

中
国
四
国
教
育
学
会 

教
育
学
研
究
紀
要 

 

聞
き
取
り
か
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
を
素
材
と
し 

児 

島 

由 

佳 

336 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

五
九 

(

一
四･

三) 

た
談
話
分
析 

─
日
本
語
母
語
話
者
と
日
本
語
学
習
者
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

と
い
う｣

の
使
用
に
注
目
し
て
─ 

 
 

筑
波
大
学
外
国
語
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教
育
論 

映
画
の
日
本
語
字
幕
版
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
マ
ー
カ 

福 

田 

有 

美 

339 

集 

三
五 

(

一
三･

三) 

ー
の
過
剰
使
用
に
関
す
る
一
考
察 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―｢

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー｣

と
し
て
の
日
本
語
字
幕
作
品
― 
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津
田
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
報 

二
九 

 

コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
学
習
や
指
導 

豊 

嶋 

朗 

子 

348 
(

一
四･

七) 

に
よ
る
言
語
能
力
向
上
の
可
能
性
：
認
知
心
理
と
脳
科
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
視
点
か
ら 

 
 

東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要 

一
九 

人
文
科
学 

授
業
分
析
に
お
け
る
分
析
単
位
と
解
釈
の
機
能 

的 

場 

正 

美 

353 

研
究
編 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(
一
三･

九) 
Peer Effect in Language C

hoice: U
rdu-Japanese  

R
ika  

 

364 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B
ilingual Pupils in C

om
plem

entary School  
 YA

M
A

SH
ITA

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
lassroom

 
 

 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(

一
三･

九) 

レ
ゴ
組
み
立
て
課
題
を
通
し
て
見
る
日
本
語
の
指
示
詞
コ 

林 
 
 
 
 

徹 

372 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
ソ 

安 

達 

真 

弓 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神 

庭 

真
理
子 

 

東
京
外
国
語
大
学
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
｢

は
い｣

発
話
を
伴
う
非
言
語
行
動
の
考
察 

 

葉 
 
 

淑 

華 

380 

日
本
語
・
日
本
学
研
究 

三 
(

一
三･

三) 

―
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
例
に
― 

 
 

東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要 

七
四 

日
本
語
の
「
謝
罪
」
を
め
ぐ
る
フ
ェ
イ
ス
ワ
ー
ク 

 

熊 

谷 

智 

子 

392 
(

一
三･

一) 

―
言
語
行
動
の
対
照
研
究
か
ら
― 

 
 

東
京
農
工
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
・
電
気
通
信
大 

複
言
語
接
触
場
面
に
お
け
る
留
学
生
の
日
本
語
使
用 

本 

郷 

智 

子 

400 

学
国
際
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー 

多
摩
留
学
生
教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

育
研
究
論
集 

九 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
一 

聞
き
手
を
意
識
し
た
「
て
い
た
だ
く
」
の
使
用 

 

米 

澤 

昌 

子 

404 
(

一
三･

二) 

―
Ｔ
Ｖ
の
ト
ー
ク
番
組
に
お
け
る
用
例
の
分
析
― 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
六-

三･

四 
 

｢

語
り｣

の
終
結
に
お
け
る
中
途
終
了
形
式 

甲 

田 

直 

美 

412 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要 

日
本
文
学
文
化
篇 

 

在
英
日
系
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
言
語
生
活 

─
国
際
結
婚
し 

三 

宅 

和 

子 

422 

文
学
論
藻 

八
八 

(

一
四･

二) 

た
日
本
人
女
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
─ 

 
 

常
葉
大
学
短
期
大
学
部
紀
要 

四
四 

 

発
話
頭
の｢

は｣

が
生
み
出
す｢

共
話｣ 

―
配
慮
の
二
面 
宮 

本 

淳 

子 

432 
(

一
三･

一
二) 

性
の
解
明
を
目
指
し
て
― 
 

 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 
D

istinct Functions of quotative m
arkers:  

C
h

ad
 N

ilep 
 

439 

言
語
文
化
論
集 

三
五-

一 
(

一
三･

一
一) 

Evidence from
 M

eidai K
aiw

a C
orpus 

 
 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

八 
 

情
報
の
帰
属
性
で
は
説
明
で
き
な
い
終
助
詞
「
ね
」
の
特 

立 

部 
文 
崇 

448 
(

一
三･

三) 

質 

―
事
態
把
握
に
関
わ
る
「
伝
達
」
と
「
確
信
」
が
談
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
及
ぼ
す
作
用
― 

 
 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

八 
 

自
然
談
話
に
お
け
る
「
マ
ア
」
の
使
用
に
つ
い
て 

 

山 

田 
 
 

葵 
458 

(

一
三･

三) 

―
談
話
上
の
機
能
と
話
し
手
の
情
報
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
― 

 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

七
〇-

一
二 

(

一
四･

一
二) 

公
共
空
間
に
お
け
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
許
容
発
話
速
度
と
音 

小 

林 

正 

明 

467 
 

声
レ
ベ
ル 

佐 

藤 

逸 

人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 
 

洋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

本 

政 

之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四 

釜 

奈 

緒 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
実
況
放
送
の
談
話
分
析 

 

西 

部 

詩 

織 

472 
 

一
八 

(

一
三･

一
二) 

―
地
上
波
放
送
と
有
料
放
送
の
違
い
に
注
目
し
て
― 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

首
都
圏
の
若
年
層
に
よ
る
「
ゆ
う
て(

も)

」
の
使
用 

 

原 

田 

幸 

一 

481 

本
語
教
育
研
究 

四 
(

一
三･

六) 

―
大
学
生
に
よ
る
日
常
会
話
を
デ
ー
タ
と
し
て 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
六 

 

若
年
層
の
携
帯
メ
ー
ル
に
お
け
る
謝
罪
表
現 

―
ロ
ー
ル 

中 

澤 

彩 

香 

489 
(

一
三･

六) 

プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
分
析
か
ら
― 

 
 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
二 
 

Social indexicality of the “zero” form
 of address  

Y
o

k
o

 F
U

JII 
 

495 
(

一
三･

三) 
term

s in Japanese: The interpretation from
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

the Am
ae concept on the basis of “inseparable self  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

and the other” 
 

 

日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
目
白 

 

日
本
語
母
語
話
者
大
学
生
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

北 

島 

礼 

子 
*** 

五
三 

(

一
四･

二) 

─
親
し
さ
と
上
下
関
係
を
中
心
に
─ 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
四 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
日
本
語
字
幕
に
お
け
る
注
の
機
能
主
義 

鄭 
 
 

雁 

天 

501 
(

一
四･

一
二) 

的
分
析 

─
中
国
宮
廷
ド
ラ
マ
『
歩
歩
驚
心
』
を
例
に
─ 
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梅
花
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
会 

梅
花
日 

大
阪
府
・
京
都
府
・
滋
賀
県
の
地
名
手
話
の
比
較 

高 

橋 

晴 

香 

512 

文
論
叢 

二
一 

(
一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

｢

～
テ
ク
レ
ル｣

構
文
に
関
す
る
語
用
論
的
考
察 

孫 
 
 

成 

志 

520 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

姫
路
獨
協
大
学
大
学
院 

日
本
語
教
育
論
集 

 

ミ
ニ
ッ
ツ
ペ
ー
パ
ー
に
見
ら
れ
る
話
し
こ
と
ば
の
一
考
察 

苗 

田 

敏 

美 

529 

二
三 

(

一
四･

三) 

─
書
き
こ
と
ば
の
定
着
が
難
し
い
話
し
こ
と
ば
─ 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

医
療
面
接
に
お
け
る
表
現
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
複
層
性
に
つ
い 

高 

永 
 
 

茂 

533 

二
二
〇 

(

一
三･

一
二) 

て
の
研
究 

―
歯
科
医
療
面
接
の
事
例
を
中
心
に
し
て
― 

木 

尾 

哲 

朗 
 

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
学 
少
人
数
企
画
会
議
に
お
け
る
、
と
り
ま
と
め
役
の
談
話
管 

渡 

邊 

ゆ
か
り 

541 

誌 

四
四 

(

一
四･

一
二) 
理
ス
タ
イ
ル
２ 

─
と
り
ま
と
め
役
の
タ
ー
ン
譲
渡
と
獲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

得
の
仕
方
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
論
叢 

 

取
材
の
談
話
と
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
談
話
の
比
較 

 

大 

場 

美
和
子 

556 

一
六 

(

一
三･

三) 

―｢

国
語
に
関
す
る
世
論
調
査｣

に
対
す
る
専
門
家
の
解
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
再
構
成
の
プ
ロ
セ
ス
― 

 
 

母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ 

｢

国
際
教
育｣

と
言
語
教
育 

神 

代 
 
 

浩 

569 

Ｂ
）
研
究
会 

母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究 

一
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ 

同
時
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
幼
児
の
萌
芽
的
読
み
書
き
行
動
の
形 

柴 

山 

真 

琴 

572 

Ｂ
）
研
究
会 

母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ 

成
過
程 

ビ
ア
ル
ケ(

當
山) 

ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究 

一
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

千 

咲 
 

 

高 

橋 
 
 

登 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池 

上 

摩
希
子 

 

北
海
道
大
学
大
学
院 

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・ 

注
意
概
念
を
用
い
た
ソ
系
の
分
析
と
談
話
管
理
理
論 

平 

田 

未 

季 

585 

観
光
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

一
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

広
告
表
現
の
語
用
論
的
機
能
に
関
す
る
一
考
察 

 
呂 

 
 
 
 

晶 

594 

一
三 

(

一
三･

一
二) 

―
平
叙
文
を
中
心
に
― 
 

 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

受
容
過
程
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
す
る
修
復
に
つ
い 

張 
 
 

玲 

玲 

601 

一
三 

(

一
三･

一
二) 

て 

―
フ
ェ
イ
ス
に
関
わ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院 

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ 

あ
る
行
為
の
可
能
性
を
備
え
る
環
境
の
捉
え
直
し
と
そ
の 

名 

塩 
征 
史 

610 

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

六
五 

(

一
三･

一
一) 

き
っ
か
け
と
な
り
う
る
一
語
発
話 

―
〔
知
覚 -

 

行
為
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
の
関
連
で
み
る
発
話
の
効
果
― 

 
 

武
蔵
野
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

日
本
人
社
員
と
中
国
人
社
員
の
あ
い
づ
ち
使
用 

 

劉 
 
 
 
 

恋 
622 

 
G

lobal C
om

m
unication

 
2 

(

一
三･

三) 

―
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
の
会
話
展
開
の
影
響
― 

 
 

明
海
大
学 

Journal of H
ospitality and 

 

待
遇
名
詞
句
表
現
の
指
示
性
と
形
式
特
性
に
つ
い
て 

中 

井 

延 

美 

629 
Tourism

 
9
-
1 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

命
綱
と
し
て
の
日
本
語 

─｢

災
害
時
命
綱
カ
ー
ド｣

の 

山 

下 

暁 

美 

633 

応
用
言
語
学
研
究 

一
六 

(

一
四･

三) 

提
唱
─ 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

あ
い
さ
つ
表
現
の
使
用
実
態
の
地
域
差 

─
朝
の
出
会
い 

中 

西 

太 

郎 

642 

応
用
言
語
学
研
究 

一
六 

(

一
四･

三) 

時
を
中
心
に
─ 

 
 

明
治
大
学
日
本
文
学 

三
九 

(

一
三･

六) 

明
治
時
代
語
に
お
け
る
下
層
男
性
の
自
称
詞
に
つ
い
て 

 

祁 
 
 

福 

鼎 

649 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
社
会
言
語
学
と
通
時
言
語
学
の
視
点
か
ら 

 
 

山
口
県
立
大
学
学
術
情
報 

(

電
子
版) 

七 
 

大
学
教
員
間
の｢

さ
ん｣

と｢

先
生｣

の
呼
称
選
択
に
影
響 

林 
 
 

炫 

情 

655 
(

一
四･

三) 

す
る
諸
要
因 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

岡 

弥 

生 
 

横
浜
国
立
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
教
育
研
究
論 

談
話
に
お
け
る
確
認
表
現
の｢

じ
ゃ
な
い
か｣ 

―
『
女
性 

金 

庭 

久
美
子 

659 

集 

二
一 

(

一
三･

三) 

の
こ
と
ば
』『
男
性
の
こ
と
ば
』
の
デ
ー
タ
か
ら
― 

山 

森 

理 

恵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥 

野 

由
紀
子 

 

早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
言
語 

言
語
活
動
に
お
け
る
沈
黙
の
意
味 

沈
黙
は
言
語
活
動
の 

工 

藤 

理 

恵 

668 

文
化
教
育
研
究
会 

言
語
文
化
教
育
研
究 

 

停
滞
か 

 

一
一 

(

一
三･

三) 
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二 

言
語
学 

 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

一
〇
〇
・ 

換
喩
も
ど
き
の
指
示
性
に
つ
い
て 

大
田
垣 

 
 

仁 

676 

一
〇
一 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 
待
兼
山
論
叢 

問
い
と
推
論 

入 

江 

幸 

男 

683 
 

四
八 

哲
学
篇 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
田
外
語
大
学
大
学
院 

言
語
科
学
研
究 

 

ア
ス
ペ
ク
ト
的
結
果
構
文
の
類
型
に
つ
い
て
の
試
論 

岩 

本 

遠 

億 

691 

一
九 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 

三
〇 

 
日
本
語
に
お
け
る
上
下
メ
タ
フ
ァ
ー
の
体
系
構
成
及
び
そ 

鐘 
 
 
 
 

勇 

699 
(

一
三･

三) 
の
特
徴
に
関
す
る
一
考
察 

井 

上 

奈
良
彦 

 

京
都
大
学
言
語
学
研
究 

三
二 

(

一
三･

一
二) 

日
本
語
の
態
体
系
の
最
適
性
理
論
的
分
析
の
可
能
性
に
つ 

ル
デ
ィ 

ト
ー
ト 

706 
 

い
て 

 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
一-

二  

多
様
な
文
書
の
書
き
始
め
に
対
す
る
意
味
関
係
タ
グ
付
き 

萩 

行 

正 

嗣 

719 
(

一
四･

四) 

コ
ー
パ
ス
の
構
築
と
そ
の
分
析 

河 

原 

大 

輔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒 

橋 

禎 

夫 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
一-

二 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｑ
Ａ
に
お
け
る
意
見
分
析
の
た
め
の
ア
ノ 

関 
 
 

洋 

平 

737 
(

一
四･

四) 

テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
一
検
討 

 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
一-

三 

音
声
言
語
コ
ー
パ
ス
に
お
け
るspeaking style

の
自
動 

沈 
 
 
 
 

睿 

752 
(

一
四･

六) 

推
定 

─
転
記
テ
キ
ス
ト
に
着
目
し
て
─ 

菊 

池 

英 

明 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
五-

一
一  

佐
藤
信
夫
の
言
語
論 

─
言
語
に
い
ら
だ
つ
詩
人
の
よ
う 

石 

川 

則 

夫 

一 
(

一
四･

一
一) 

に
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

言
語
変
容
の
類
型
化
に
向
け
て 

朝 

日 

祥 

之 

763 

ビ
ュ
ー 

四-

一 
(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
複
合
動
詞
の
言
語
類
型
論
的
意
義 
影 

山 

太 

郎 

767 

ビ
ュ
ー 

五-

一 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部
研
究
紀
要 

 
Epistem

ic M
arkers and Evidential M

arkers 
K

en-ichiro 
 
 

772 

三
四-

一 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
K

am
achi 

 

静
岡
県
立
大
学 

こ
と
ば
と
文
化 

一
七 

 

言
語
産
出
研
究
か
ら
み
る
イ
デ
ィ
オ
ム
：
予
備
的
考
察 

寺 

尾 
 
 

康 

778 
(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

コ
ー
パ
ス
言
語
学
の
新
し
い
展
開 

荻 

野 

綱 

男 
788 

紀
要 

八
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安 

達 

信 

明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浜 

野 

明 

大 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塚 

本 
 
 

聡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田 

中 

ゆ
か
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尹 
 
 

智 

鉉 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
四 

手
話
か
ら
日
本
語
へ
の
同
時
通
訳
に
お
け
る
訳
出
率
と
タ 

霍 

間 

郁 

実 

818 
(

一
四･

一
二) 

イ
ム
ラ
グ
の
分
析 

─
日
本
語
対
応
手
話
と
日
本
手
話
の 

四
日
市 

 
 

章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比
較
─ 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
四 

異
文
化
対
照
法
と
し
て
の
重
訳 

N
guyen Thanh  

 

826 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

Tam
 

 

北
方
言
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

北
方
言
語
研
究 
 

ア
イ
ヌ
語
使
役
構
文
に
関
す
る
再
考
察 

ブ
ガ
エ
ワ
・ 

833 

四 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ア
ン
ナ 

 

北
方
言
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

北
方
言
語
研
究 

 

ア
イ
ヌ
語
十
勝
方
言
に
お
け
る
名
詞
化
節
の
脱
従
属
節
化 

高 

橋 

靖 

以 

844 

四 
(

一
四･

三) 
 

 
 

北
方
言
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

北
方
言
語
研
究 

 

日
本
語
の
類
型
に
つ
い
て 

─｢

ア
ル
タ
イ
型
言
語｣

の 

風 

間 

伸
次
郎 

848 

四 
(

一
四･

三) 

解
明
を
目
指
し
て
─ 

 
 

三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要 

人 

文
の
理
解
に
お
け
る
予
測
に
つ
い
て 

井 

口 
 
 

靖 

856 

文
論
叢 

三
〇 

(

一
三･

三) 
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  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

 



(51-5増) 
37 

第
五
分
冊
増
刊
（
対
照
研
究
） 

 

対
照
研
究 

 

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
附
属
多
文
化
公
共
圏
セ 

日
中
両
言
語
に
お
け
る
数
量
表
現
の
形
式
と
意
味
の
対
応 

范 
 
 

喜 

春 

1 

ン
タ
ー
年
報 

五 
(

一
三･

三) 

関
係 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 
二
三 

新
聞
記
事
に
お
け
る
主
語
の
あ
り
方
と
視
点
と
の
関
わ
り 

彭 
 
 

広 

陸 

6 
(

一
三･

一
二) 

―
中
日
両
語
の
比
較
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

一
〇
三 

 
流
音
の
特
徴
か
ら
見
た
役
割
語
と
し
て
の
韓
中
ピ
ジ
ン 

 

金 
 
 

旻 

貞 

17 
(

一
四･

一
二) 
─
日
中
ピ
ジ
ン
資
料
を
参
照
し
つ
つ
─ 

 
 

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会 

詞
林 

 

源
氏
物
語
の
享
受
作
品
〝
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
〟
の
日
韓
比 

越 

野 

優 

子 

25 

五
三 

(

一
三･

四) 

較 

―
王
権
・
呼
称
・
待
遇
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
授 

日
本
語
特
有
の
謙
譲
表
現
・
気
遣
い
の
表
現
を
ど
う
英
訳 

小 

倉 

慶 

郎 

32 

業
研
究 

一
二 

(

一
四･

三) 

す
る
か 

─
日
→
英
通
訳
の
授
業
で
現
れ
る
問
題
点
を
考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

え
る
─ 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

政
治
談
話
に
お
け
る
他
称
の
レ
ト
リ
ッ
ク
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー 

韓 
 
 

娥 

凜 

37 
 

四
八 

日
本
学
篇 

(

一
四･

一
二) 

─
日
韓
の
街
頭
演
説
に
み
ら
れ
る
使
用
を
中
心
に
─ 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

A
 C

om
parison of the Speech Patterns of Japanese  

A
m

i 
 
 

47 
 

四
七 

文
学
篇 

(

一
三･

一
二) 

and English Speakers in D
iscussions 

TSU
K

A
M

O
TO

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

直
示
用
法
に
お
け
る
日
本
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
指
示
詞
の 

巴 

雅 

尓 

都 

楞 

53 
 

四
八 

文
学
篇 

(

一
四･

一
二) 

対
照
研
究 

─
視
点
の
融
合
と
視
点
の
対
立
を
手
掛
か
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
─ 

 
 

大
阪
国
際
大
学 

国
際
研
究
論
叢 

二
六-

三 

日
本
語
・
英
語
・
ク
メ
ー
ル
語
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の 

岩 

崎 

真 

哉 

61 
(

一
三･

三) 

対
照
研
究 
 

 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

断
る
場
面
に
お
け
る
詫
び
表
現
に
つ
い
て 

―
中
国
の
日 
周 

 
 

升 

干 

68 

報
編 

八 
(

一
三･

三) 

本
語
学
習
者
と
日
本
語
母
語
話
者
を
比
較
し
て
― 

 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

日
本
語
と
中
国
語
の
受
身
文
の
対
照
研
究 

―
網
羅
的
な 

李 
 
 

湘 

琴 

76 

報
編 

八 
(

一
三･

三) 

記
述
を
目
指
し
て
― 

 
 

大
妻
女
子
大
学
紀
要 

文
系 

四
六 

 
Japanese and B

asque Language Sim
ilarities 

R
onald W

.  
 

86 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

Thornton
 

 

関
西
外
国
語
大
学
大
学
院
研
究
論
集 

 

十
二
支
の
動
物
に
関
す
る
諺
の
言
語
文
化
的
比
較
研
究 

 

王 
 
 
 
 

嘉 

94 
FO

N
S LIN

G
U

A
E
 
38 

(

一
四･

一
〇) 

─｢

牛｣
｢

虎｣
｢

馬｣

を
中
心
に
─ 

 
 

関
西
外
国
語
大
学
大
学
院
研
究
論
集 

 

日
韓
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
に
つ
い
て 

韓 
 
 

恵 

盛 

106 
FO

N
S LIN

G
U

A
E
 
38 

(

一
四･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

関
西
外
国
語
大
学
大
学
院
研
究
論
集 

 

日
中
両
言
語
に
お
け
る
若
者
こ
と
ば
の
特
徴
を
め
ぐ
っ
て 

金 
 
 
 
 

昕 

119 
FO

N
S LIN

G
U

A
E
 
38 

(

一
四･

一
〇) 

 
 

 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学 

比
喩
表
現
に
つ
い
て(

一
五) 

─
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
故 

小 

倉 

博 

史 

130 
C

osm
ica 

43 
(

一
四･

一) 

事
・
孳
・
成
句
に
み
ら
れ
る
香
辛
料
・
ハ
ー
ブ
、
調
味
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
語
彙
に
よ
る
比
喩
表
現
を
中
心
と
し
て
─ 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学
研 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
伝
達
上
の
価
値(

三) 

―
物
語
テ
ク
ス
ト 

乙 

政 
 
 

潤 

139 

究
論
叢 

八
一 

(

一
三･

七) 

に
お
け
る
日
独
語
対
照
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学
研 

ロ
マ
ン
諸
語
に
お
け
る
語
の
有
縁
性
と
比
喩
表
現
に
つ
い 

小 

倉 

博 

史 

147 

究
論
叢 

八
二 

(

一
四･

一) 

て(

４)
 -

 

２ 

─
ロ
マ
ン
諸
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
語
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
日
本
語
の
故
事
、
孳
、
成
句
に
み
ら
れ
る
四
大
（
地
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
・
火
・
空
気
）
に
よ
る
比
喩
表
現
を
中
心
と
し
て
─ 

 
 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要 

一
九 

初
・
中
級
テ
キ
ス
ト
か
ら
見
る
日
本
語
と
韓
国
語
の
対
照 

金 
 
 

玉 

英 
*** 

(

一
四･

三) 

を
め
ぐ
っ
て 

─
動
詞
を
中
心
に
─ 
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京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
七 

日
本
語
の
「
は
い
」
と
ス
ペ
イ
ン
語
の sí  

に
つ
い
て 

三 

好 

準
之
助 

153 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

近
畿
大
学
教
養
・
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

擬
音
語
・
擬
態
語
に
関
す
る
日
英
対
照
研
究 

 

西 

村 

香
奈
絵 

168 
 

外
国
語
編 

五-

一 
(

一
四･

七) 

―B
eatrix Potter

「The Tale of Peter R
abbit

」
他
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
日
本
語
訳
を
観
察
対
象
と
し
て 

 
 

金
城
学
院
大
学
論
集 

人
文
科
学
編 

一
〇-

二 

英
日
翻
訳
の
多
次
元
シ
フ
ト 

─
名
詞
・
代
名
詞
を
め
ぐ 

河 

原 

清 

志 

178 
(

一
四･

三) 

っ
て 

 
 

熊
本
学
園
大
学
文
学
・
言
語
学
論
集 
二
一-

一 

日
中
韓
三
言
語
に
お
け
る
笑
う
様
子
を
表
す
擬
態
語
の
比 

李 
 
 

大 

年 
*** 

(

一
四･

六) 

較
対
照
研
究 

─
表
情
と
笑
い
方
を
中
心
に
─ 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
七 

 
複
数
出
来
事
間
の
時
制
関
係 

─
日
中
両
言
語
の
後
文
が 

孫 
 
 
 
 

偉 

187 
(

一
四･

七) 
非
過
去
で
あ
る
場
合
─ 

 
 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

七 
(

一
三･

三) 

中
国
語
と
日
本
語
の
数
字
に
見
る
文
化
的
要
素
に
関
す
る 

林 
 
 

翠 

芳 

194 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
考
察 

 
 

神
戸
大
学
文
学
部 

国
文
論
叢 

四
六 

 

申
し
出
表
現
の
形
式 

―
日
本
語
・
中
国
語
・
英
語
・
韓 

楊 
 
 
 
 

吟 

201 
(

一
三･

三) 

国
語
の
対
照
研
究
― 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
会 

神
戸
外
大
論
叢 

日
西
モ
ダ
リ
テ
ィ
対
照
研
究
史 

(

一) 

福 

嶌 

教 

隆 

210 
 

六
三-

三 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
会 

神
戸
外
大
論
叢 

日
西
モ
ダ
リ
テ
ィ
対
照
研
究
史 

(
二) 

福 

嶌 

教 

隆 

215 
 

六
四-

五 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
所 

外
国
学 

ベ
ト
ナ
ム
語
の
方
向
動
詞ʻvàoʼ

の
文
法
化 

 

村 

上 

雄
太
郎 

223 

研
究 

八
三 

(

一
三･

三) 

―
日
本
語
の
「
こ
む
」
と
の
対
照
を
試
み
て
― 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
科
論
集 

一
五 

 
A

nálisis contrastivo entre los clasificadores del  
Juan R

om
ero 

 
 

231 
(

一
二･

六) 
japonés y los nom

bres partitivos del español 
 
 
 

 
 

D
íaz 

 

神
戸
女
子
大
学
英
文
学
会 

Tabard
 
28 

 

思
考
動
詞
の
日
英
対
照
研
究 

―
村
上
春
樹
の
『
海
辺
の 
濱 

側 
 
 

桃 

238 
(

一
三･

三) 

カ
フ
カ
』
を
題
材
と
し
て
― 
 

 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

五 
 

日
本
語
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
意
味
の
対
照
研
究 

 

本 
間 

美
奈
子 

244 
(

一
四･

三) 

─
加
熱
料
理
動
詞
「
ゆ
で
る
」
の
対
応
を
中
心
に
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･

一
一) 

R
evisiting R

elative C
lauses in Japanese, w

ith  
R

azaul K
arim

  
 

252 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R
eference to B

angla 
 

 
FA

Q
U

IR
E 

 

札
幌
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

文
化
と
言
語 

 

日
英
語
話
者
の
視
点
構
図
と
事
態
内
参
与
者
の
言
語
化
／ 

濱 

田 

英 

人 
261 

七
八 

(

一
三･

三) 

非
言
語
化 

 
 

実
践
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
紀
要 

九 
 

視
点
表
現
の
日
仏
比
較 

―
川
端
「
雪
国
」
を
通
し
て
― 

鶴 

見 

千
津
子 

271 
(

一
三･

三) 
 

 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

翻
訳
を
用
い
た
日
韓
語
研
究
に
関
す
る
一
考
察 

 

崔 
 
 

文 

姫 

276 
 

人
文
学
報 

日
本
語
教
育
学 

四
八
八 

 

─｢

は
／
が｣

と｢

는
／
가｣

の
対
応
を
中
心
に
─ 

 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

上
智
大
学 

Sophia Linguistica 
61 

 

日
英
語
の
事
象
無
効
化 

─
因
果
連
鎖
構
造
か
ら
の
分
析 

江 

連 

和 

章 

289 
(

一
四･

三) 

に
向
け
て
─ 

 
 

上
智
大
学 

Sophia Linguistica 
61 

 

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
は
チ
ャ
ベ
ス
語
録
を
い
か
に
伝
え
た
の 

矢 

田 

陽 

子 

297 
(

一
四･

三) 

か 

─
報
道
に
お
け
る
翻
訳
の
問
題 

 
 

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
白
百 

日
中
可
能
表
現
に
関
す
る
対
照
研
究 

─｢

～
う
る
／
～ 

呉 
 
 

志 

寧 

307 

合 

四
五 

(

一
四･

三) 

え
る｣

を
中
心
に
─ 

 
 

信
州
大
学
教
育
学
部
研
究
論
集 

六 
 

日
英
語
の
形
容
詞
の
語
順
の
比
較 

―old colorful pots 

閨 

谷 

加
奈
子 

313 
(

一
三･

七) 

が
「
色
鮮
や
か
な
古
い
つ
ぼ
」
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
― 

田 

中 

江 

扶 
 

聖
学
院
大
学
論
叢 

二
六-

一 
(

一
三･

一
〇) 

日
英
の
二
重
母
音
比
較
論 

加
曽
利 

 
 

実 

320 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

現
代
語
の
形
成
と
中
央
語
の
伝
播 

─
『
新
ス
ラ
ヴ
日
本 

駒 

走 

昭 

二 

327 

二
一
一 

(

一
四･

一
二) 

語
辞
典
』
を
資
料
と
し
て
─ 
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待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

人
格
保
持
の
ス
ピ
ー
チ
レ
ベ
ル
に
つ
い
て 

─
韓
国
語
と 

佐 

藤 

恵 

理 

333 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
一 

(

一
四･

二) 

の
対
照
か
ら
─ 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

敬
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
文
化
的
な
違
い 

薛 
 
 
 
 

鳴 

342 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 
一
一 

(

一
四･

二) 

に
つ
い
て 

─
日
中
の｢

親
し
く
な
る
こ
と｣

｢

親
し
く
な 

坂 

本 
 
 

惠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
た
め
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー｣

の
相
違
を
中
心
に
─ 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

日
本
語
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
呼
称
詞
に
関
す
る
対
照
研
究 

K
H

IN
 C

H
AW

  
 

350 

報 

一
三 

(

一
三･

三) 
 

 
 
 

LEI W
IN

 
 

中
国
四
国
教
育
学
会 

教
育
学
研
究
紀
要 

 

日
本
語
と
中
国
語
の
主
題
・
主
格
の
省
略
に
つ
い
て 

 

穆 
 
 
 
 

欣 

355 

五
八 

(

一
三･

三) 

―
『
伊
豆
の
踊
子
』
を
検
討
材
料
と
し
て
― 

 
 

中
国
四
国
教
育
学
会 

教
育
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ 
日
中
両
言
語
に
お
け
る
指
示
詞
の
省
略
可
能
性 

 

陳 
 
 

習 

如 

358 

ル 

一
四 

(

一
四･

三) 
─
名
詞
が
表
す
数
量
の
違
い
を
焦
点
に
─ 

 
 

朝
鮮
学
会 

朝
鮮
学
報 

二
三
三 

 

現
代
韓
国
語
と
日
本
語
の
反
語
法
文
を
成
立
さ
せ
る
語
用 

金 
 
 

善 

美 

363 
(

一
四･

一
〇) 

論
的
条
件
に
つ
い
て 

 
 

朝
鮮
学
会 

朝
鮮
学
報 

二
三
三 

 

現
代
韓
国
語
の
〈
있
다
〉
構
文
に
つ
い
て 

─
日
本
語
の 

韓 
 
 

必 

南 

376 
(

一
四･

一
〇) 

｢

あ
る
／
い
る｣
構
文
と
の
対
照
言
語
学
的
考
察
─ 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

女
子
学
生
に
よ
る
自
己
開
示
の
開
示
内
容
面
と
心
理
面
に 

一
二
三 

朋 

子 

404 

・
言
語
専
攻 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

 

関
す
る
日
中
対
照
研
究 

 

六
四 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
海
大
学
紀
要 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー 

三 
 

日
中
両
語
に
お
け
る
動
詞
の
自
他
の
対
応
に
つ
い
て 

 

北 

村 

よ 

う 

414 
(

一
三･

三) 

―
存
在
文
の
場
合
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
三 

(

一
三･

一) 
Expressions of Exceeding of Expectational Lim

its  
Shigeko  

 

421 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

in Japanese and English 
 

 
 

Sugiura 
 

東
京
外
国
語
大
学
記
述
言
語
学
論
集 

思
言 

 
C

ontrastive study of Japanese -te oku and U
zbek  

H
idaka  

 

431 

九 
(

一
三･

一
二) 

-(i)b qo ʻy- 
 
 
 

Shinsuke 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
七 

改
善
要
求
の
場
面
に
お
け
る
働
き
か
け
方
略
の
対
照
研
究 
ザ
ブ
ラ
ン
ナ 

 

441 
(

一
三･

三) 

―
日
本
語
母
語
話
者
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
母
語
話
者
の
大
学 

 
 
 

オ
レ
ス
タ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
の
場
合
― 

 
 

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会 

都
大
論
究 

 

日
本
語
の
疑
問
文
と
そ
れ
に
対
応
す
る
中
国
語
の
疑
問
文 

林 
 
 

香 

淑 
*** 

五
一 

(

一
四･

六) 

に
つ
い
て 

─
動
詞
述
語
の
諾
否
疑
問
文
を
対
象
に
─ 

 
 

東
京
農
工
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
・
電
気
通
信
大 

日
本
人
と
韓
国
人
の
対
人
関
係
観
の
違
い 

─｢

遠
慮
・ 

小 

山 

慎 

治 

450 

学
国
際
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー 

多
摩
留
学
生
教 

察
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

の
枠
組
み
か
ら
─ 

池 

田 
 
 

裕 

育
研
究
論
集 

九 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
言
語
学
論
集 

二
二 

(

一
三･

九) 

日
中
両
言
語
に
お
け
る
呼
称
詞
に
つ
い
て
の
対
照
研
究 

 

劉 
 
 
 
 

寧 

455 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
理
論
の
観
点
か
ら
― 

 
 

東
北
大
学
言
語
学
論
集 

二
三 

(

一
四･

一
二) 

日
韓
両
言
語
の
類
似
性
の
認
識
に
関
す
る
一
考
察
：
大
学 

李 
 
 

在 

濬 

463 
 

生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

韓
国
語
の
使
役
移
動
動
詞
と
そ
の
日
本
語
訳
に
見
ら
れ
る 

金 
 
 

祉 

譓 

470 
 

言
語
科
学
論
集 

一
七 

(

一
三･

一
二) 

語
彙
化
の
パ
タ
ー
ン
と
多
義
性 

 
 

東
洋
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

国
文 

日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
謝
罪
表
現
の
対
照
研
究 

 

趙 
 
 
 
 

翻 

476 

学
専
攻 

四
九 

(

一
三･

三) 

―
家
族
と
親
友
間
の
異
な
り
に
注
目
し
て
― 

 
 

東
洋
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

国
文 

日
中
三
都
市
に
お
け
る
謝
罪
行
動 

─
東
京
・
大
連
・
杭 

趙 
 
 
 
 

翻 

490 

学
専
攻 

五
〇 

(

一
四･

三) 

州
に
お
け
る
言
語
表
現
と
地
方
差
─ 

 
 

徳
島
大
学
国
語
国
文
学 

二
五 

(

一
二･

三) 
｢

하
다｣

動
詞
と｢

す
る｣

動
詞
の
対
応
様
相 

 

瀧 

口 

惠 

子 

499 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
同
一
漢
語
語
幹
を
中
心
に
― 

南 
 
 

姞 

任 
 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics(

名
古
屋 

｢

文
脈
的
照
応｣

に
お
け
る
日
本
語
の
限
定
標
示 

 

モ
ス
タ
フ
ァ 

 

510 

言
語
研
究) 

7 
(

一
三･

三) 

―
ア
ラ
ビ
ア
語
を
背
景
に
し
た
分
析
― 

 
 

ヤ
ス
ミ
ー
ン 

 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics(

名
古
屋 

日
本
語
文
章
の
開
始
部
と
終
了
部
に
つ
い
て 

 
D

idik N
urhadi 

 

516 

言
語
研
究) 

8 
(

一
四･

三) 

─
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
文
章
と
の
対
照
を
通
し
て
─ 
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名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

日
本
語
と
韓
国
語
の
同
形
二
字
漢
字
語
の
形
態
統
語
的
類 

朴 
 
 

善 

匚 
 

524 

学 

二
六 

(
一
三･
一
二) 

似
性
と
相
違
性
に
関
す
る
コ
ー
パ
ス
研
究 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
「
助
言
」
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と 

黄 
 
 

郁 

蕾 

534 

学 

二
六 

(

一
三･

一
二) 

選
択
頻
度
に
関
す
る
日
中
対
照
研
究 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

同
形
二
字
漢
字
語
の
品
詞
性
に
関
す
る
日
韓
中
デ
ー
タ
ベ 

朴 
 
 

善 

匚 
 

544 

学 

二
七 

(

一
四･

一
一) 

ー
ス
の
概
要 

熊 
 
 

可 

欣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

日
中
同
形
二
字
漢
字
語
の
品
詞
性
の
対
応
関
係
に
関
す
る 

熊 
 
 

可 

欣 

555 

学 

二
七 

(

一
四･

一
一) 

考
察 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 
同
形
二
字
漢
字
語
の
品
詞
性
に
関
す
る
日
韓
中
デ
ー
タ
ベ 

朴 
 
 

善 

匚 
 

569 

学 

二
七 

(

一
四･

一
一) 
ー
ス 

熊 
 
 

可 

欣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

《
言
葉
は
液
体
》
の
メ
タ
フ
ァ
ー
再
考 

─
日
中
対
照
の 

韓 
 
 
 
 

涛 

599 

学 

二
八 

(

一
四･

一
二) 

観
点
か
ら
─ 

 
 

南
山
大
学 

ア
カ
デ
ミ
ア 

文
学
・
語
学
編 

 

日
・
中
・
韓
漢
字
音
読
み
分
け
原
則
の
比
較 

周 
 
 

錦 

樟 

606 

九
三 

(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

八 
  

日
本
語
母
語
話
者
と
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
不
同
意
表 

高 

嶋 

洋 

子 

615 
(

一
三･

三) 

明
の
比
較 

 
 

日
本
英
語
学
会 

English Linguistics 
 

FO
CU

SED
 G

EN
ITIV

E SU
BJECT IN

 JA
PA

N
ESE  

H
ID

EK
I M

A
K

I 
 

625 
30-2 

(

一
三･

一
二) 

A
N

D
 M

O
N

G
O

LIA
N
 

M
EG

U
M

I  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

H
A

SEBE
 

 
 

L
IN

A
 B

A
O

 
 

日
本
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
ピ
ア
協
会
研
究
年
報 

 

補
助
動
詞
「
み
る
」
の
翻
訳
可
能
性
に
つ
い
て 

 

霜 

崎 
 
 

實 

631 

二
八 

(

一
四･

三) 

─
芥
川
龍
之
介
「
鼻
」
と
そ
の
英
訳
を
資
料
と
し
て
─ 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
五 

  

日
本
語
の
授
与
動
詞
構
文
の
構
文
パ
タ
ー
ン
の
類
型
化 

 
澤 

田 
 
 

淳 

638 
(

一
四･

三) 

─
他
言
語
と
の
比
較
対
照
と
合
わ
せ
て
─ 
 

 

日
本
言
語
文
化
研
究
会
論
集 

一
〇 

 
｢

勉
強
す
る｣

と｢rian
｣

の
対
象
語
と
使
用
場
面 

 

プ
ラ
ワ
ン
、 

655 
(

一
四･

一
一) 

─
日
本
語
と
タ
イ
語
の
書
き
言
葉
コ
ー
パ
ス
を
用
い
て
─ 

 

コ
ン
マ
パ
ッ
ト 

 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

疑
問
形
式
に
よ
る
改
善
要
求
表
現
の
日
中
対
照 

─
話
者 

李 
 
 

国 
玲 

669 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

と
事
態
と
の
関
わ
り
方
か
ら 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

ビ
ジ
ネ
ス
場
面
に
見
る
敬
意
表
現
の
使
用
傾
向 

─
日
本 

喬 
 
 

曉 

筠 
 

674 

本
語
教
育
研
究 

五 
(

一
四･

五) 

語
母
語
話
者
と
台
湾
人
日
本
語
学
習
者
の
比
較 

 
 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
三 

  

日
英
新
聞
コ
ー
パ
ス
及
びB

C
C

W
J

比
較
に
基
づ
く
二
字 

田 

辺 

和 

子 

682 
(

一
四･

三) 

漢
語
動
名
詞
使
用
の
分
析 

中 

條 

清 

美 
 

日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 
H

ow
 D

o Listeners Participate in C
onversation?: 

K
O

B
AYA

SH
I 
 
 

688 

二
〇 

(

一
四･

三) 
A

 Study of B
ackchannels in Japanese and English 

 
 
 

 
 K

aori 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
四 

日
本
語 -

 

ベ
ト
ナ
ム
語
の
双
方
向
通
訳
に
見
ら
れ
る
明
示 

グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン 

695 
(

一
四･

一
二) 

化
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー 

・
テ
ィ
・
ミ
ン 

 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
四 

日
中
同
時
通
訳
に
お
け
る
処
理
単
位
に
つ
い
て 

龐 
 
 
 
 

焱 
 

706 
(

一
四･

一
二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
四 

Translation Shifts in Japanese-English Translations  
TO

SH
IO

K
A

 
 
 

712 
(

一
四･

一
二) 

of Speech Scripts 
C

ase Study of Tw
o Speeches  

 
 

 
 

Saeka 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

G
iven by Em

press M
ichiko 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
四 

医
療
通
訳
の
共
通
基
準 

─
国
内
外
の
比
較
を
通
じ
て
─ 

大 

野 

直 

子 

720 
(

一
四･

一
二) 

 

野 

嶋 

ふ
さ
え 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
一 

日
本
語
と
中
国
語
の
孳
に
見
る
貧
の
原
因 

浮 

田 

三 

郎 

728 
(

一
〇･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

銭 
 
 
 
 

清 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
四 

日
中
「
商
売
」
に
関
す
る
孳
に
見
る
比
喩
表
現 

銭 
 
 
 
 

清 

735 
(

一
〇･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浮 

田 

三 

郎 
 



(51-5増) 
41 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
中
広
告
言
葉
の
フ
ォ
ー
カ
ス
に
つ
い
て
の
考
察 

趙 
 
 
 
 

嵐 

740 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

中
日
同
形
語
「
秒
殺
」
に
関
す
る
一
考
察 

孫 
 
 

瑕 

花 

748 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 
 
 

楽 

青 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
本
語
「
て
も
ら
う
」
構
文
と
中
国
語
対
応
表
現
の
対
照 

佟 
 
 

利 

功 

755 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

研
究 

─
対
訳
コ
ー
パ
ス
か
ら
日
本
語
教
育
へ
─ 

張 
 
 

晨 

儖 
 

一
七 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二 
 

｢

ウ
サ
ギ｣

に
ま
つ
わ
る
日
中
諺
の
対
照
比
較
考
察 

王 
 
 
 
 

雪 

764 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浮 

田 

三 

郎 
 

広
島
大
学
日
本
語
教
育
研
究 

二
五 

 

役
割
語
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
使
用
者
の
イ
メ
ー
ジ 

 

田 

村 

彩 

香 

768 
(

一
四･

三) 

─
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
と
日
本
語
母
語
話
者
を
比
較
し 

李 
 
 

種 

恩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
─ 

永 

田 

良 

太 
 

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要 

三 
  

日
英
多
義
語
の
認
知
意
味
論
的
分
析 

 

皆 

島 
 
 

博 

771 
(

一
三･

一) 

―｢

コ
ト
バ｣

と“w
ord”

― 
 

 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

日
本
語
と
イ
タ
リ
ア
語
に
お
け
る
時
間
を
表
す
副
詞
に
つ 

チ
ェ
ス
パ
・ 

780 

一
四 

(

一
四･

一
二) 

い
て 

 
 

マ
リ
ア
ン
ナ 

 

北
海
道
教
育
大
学
紀
要 

人
文
科
学
・
社
会
科 

日
本
語
の｢

Ｖ
こ
と
に
す
る｣

と
中
国
語
の｢

决
定｣ 

  

阿 

部 

二 

郎 

791 

学
編 

六
三-

二 
(

一
三･

二) 

―
『
中
日
対
訳
コ
ー
パ
ス
』
を
資
料
と
し
て
― 

鄭 
 
 

玉 

貴 
 

武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌 

四
五-

一･

二 
 

継
続
と
変
化 

―
ド
イ
ツ
語
と
日
本
語
の
言
語
類
型
論
的 

新 

田 

春 

夫 

799 
(

一
三･

一
一) 

考
察 

 
 

武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院
研
究
紀
要 

六 
 

H
edges and R

ising Intonation:  
H

iroko U
m

eda 
 

819 
(

一
三･

四) 
Politeness Phenom

ena in English and Japanese 
 

 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

中
国
語
母
語
話
者
の
中
国
語
自
由
会
話
に
お
け
る
言
い
さ 
荻 

原 

稚
佳
子 

828 

応
用
言
語
学
研
究 

一
五 

(

一
三･

三) 

し
使
用 

―
日
本
語
会
話
と
の
比
較
か
ら
考
え
る
普
遍
性 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
個
別
性
― 

 
 

立
命
館
大
学
大
学
院
言
語
教
育
情
報
研
究
科 

 

日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
の
新
聞
の
社
説
に
現
れ
るStance 

Ｌ
ｅ
ｅ 
凪 

子 

835 
Studies in Language Science 

3 
 

表
現
とEngagem

ent

表
現 

―
中
国
語
の
特
徴
を
中
心
に 

楊 
 
 

彩 

虹 
(

一
三･

三) 

― 
 

   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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